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(57)【要約】
　動的スペクトルアービトラージ（ＤＳＡ）システムが
、動的スペクトルポリシコントローラ（ＤＰＣ）と、動
的スペクトルコントローラ（ＤＳＣ）とを含むことがで
き、ＤＰＣ及びＤＳＣは異なるネットワークにわたる資
源（例えばスペクトル資源）の割り当て及び使用を一緒
に動的に管理する。ＤＰＣ及びＤＳＣは、ＤＳＣコンテ
キスト情報を記憶し、及びその情報を使用して様々なＤ
ＳＡ動作を実行することができる。例えばＤＳＣは、Ｄ
ＳＡＡＰコンポーネント／プロトコルを使用し、第１の
電気通信ネットワーク内のセル内に割り当てに利用可能
な帯域幅があるかどうかを判定し、利用可能な帯域幅の
量を識別する資源登録要求メッセージを生成し、及び生
成した資源登録要求メッセージをＤＰＣに送信すること
ができる。ＤＳＣは、ＤＳＡＡＰにより資源登録応答メ
ッセージ及び落札成功メッセージを受信し、及び第２の
電気通信ネットワークによる使用のために要求された帯
域幅の量を委任するために、ＤＳＡＡＰによって資源割
り当てメッセージをＤＰＣに送信することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動的スペクトルコントローラ（ＤＳＣ）プロセッサを含むＤＳＣと、
　通信リンクを介して前記ＤＳＣに接続される動的スペクトルポリシコントローラ（ＤＰ
Ｃ）プロセッサを含むＤＰＣと
を含む、動的スペクトルアービトラージ（ＤＳＡ）システムであって、
　前記ＤＳＣプロセッサは、
　第１の電気通信ネットワーク内の前記ＤＳＣによってサービス提供されるセル内に割り
当てに利用可能な帯域幅があるかどうかを判定すること、
　前記ＤＳＣによってサービス提供される前記セル内に割り当てに利用可能な帯域幅があ
ると判定することに応答して、第２の電気通信ネットワーク内のワイヤレスデバイスによ
る割り当て及び使用のために利用可能な帯域幅の量を識別するデータ帯域幅情報要素を含
む資源登録要求メッセージを生成すること、
　前記生成した資源登録要求メッセージを前記ＤＰＣに送信すること、
　前記生成した資源登録要求メッセージを送信することに応答して、前記ＤＰＣから資源
登録応答メッセージを受信すること、
　前記第２の電気通信ネットワークによって要求された帯域幅の量を識別する情報を含む
落札成功メッセージを受信すること、及び
　前記第２の電気通信ネットワーク内のワイヤレスデバイスによるアクセス及び使用のた
めの前記要求された帯域幅の量を委任するために、資源割り当てメッセージを前記ＤＰＣ
に送信すること
を含む動作を、プロセッサ実行可能命令を用いて実行するように構成される、
動的スペクトルアービトラージ（ＤＳＡ）システム。
【請求項２】
　前記ＤＳＣプロセッサは、前記資源登録要求メッセージを生成することが、
　資源が利用可能にされる期間を決定する際に使用するのに適した情報を含む継続時間情
報要素
を含むように前記資源登録要求メッセージを生成すること、を含む動作を、プロセッサ実
行可能命令を用いて実行するように構成される、請求項１に記載のＤＳＡシステム。
【請求項３】
　前記ＤＳＣプロセッサは、資源登録要求メッセージを生成することが、
　利用可能にされる前記帯域幅の位置に関するグリッド識別子を決定する際に使用するの
に適した情報を含むグリッド情報要素リスト
を含むように前記資源登録要求メッセージを生成することを含む動作を、プロセッサ実行
可能命令を用いて実行するように構成される、請求項１に記載のＤＳＡシステム。
【請求項４】
　前記ＤＳＣプロセッサは、前記第１の電気通信ネットワーク内の複数のｅＮｏｄｅＢの
混雑状態をモニタすることをさらに含む動作を、プロセッサ実行可能命令を用いて実行す
るように構成され、及び
　前記ＤＳＣプロセッサは、前記第１の電気通信ネットワーク内の前記ＤＳＣによってサ
ービス提供される前記セル内に割り当てに利用可能な帯域幅があるかどうかを判定するこ
とが、
　前記第１の電気通信ネットワーク内の前記ＤＳＣによってサービス提供される前記セル
内に割り当てに利用可能な帯域幅があるかどうかを前記モニタされた前記複数のｅＮｏｄ
ｅＢの混雑状態に基づいて判定すること
を含む動作を、プロセッサ実行可能命令を用いて実行するように構成される、
請求項１に記載のＤＳＡシステム。
【請求項５】
　前記ＤＳＣプロセッサが、入札状態、入札役割、入札帯域幅、入札開始時間、入札失効
時間、貸主ネットワーク識別子、グリッド及びセル識別子リスト、ならびにクローズド加
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入者グループ識別子のうちの１つを記憶することにより、データコンテキスト情報を維持
することをさらに含む動作を、プロセッサ実行可能命令を用いて実行するように構成され
る、請求項１に記載のＤＳＡシステム。
【請求項６】
　前記ＤＰＣプロセッサが、
　前記資源登録要求メッセージを受信すること、
　前記資源登録要求メッセージを受諾するかどうかを判定すること、及び
　前記資源登録要求メッセージを受諾すると判定することに応答して、前記データ帯域幅
情報要素内で識別される前記帯域幅の量を資源のプールに追加すること
を含む動作を、プロセッサ実行可能命令を用いて実行するように構成される、請求項１に
記載のＤＳＡシステム。
【請求項７】
　前記ＤＰＣプロセッサが、
　前記第２の電気通信ネットワーク及び複数のさらなる電気通信ネットワークから資源入
札を受信することであって、各資源入札は入札額及び前記要求された帯域幅の量を含み、
　前記第２の電気通信ネットワークから受信した前記資源入札内の前記入札額が、前記要
求された帯域幅の量に対して最も高い入札であると判定すること、及び
　前記第２の電気通信ネットワークから受信した前記資源入札内で識別される前記要求さ
れた帯域幅の量を識別する情報を含むように前記落札成功メッセージを生成すること
をさらに含む動作を、プロセッサ実行可能命令を用いて実行するように構成される、請求
項６に記載のＤＳＡシステム。
【請求項８】
　前記ＤＰＣプロセッサが、
　アービトラージプロセス、登録されたＤＳＣ、及び入札に関するデータコンテキスト情
報を維持すること
を含む動作を、プロセッサ実行可能命令を用いて実行するように構成される、請求項７に
記載のＤＳＡシステム。
【請求項９】
　前記ＤＰＣプロセッサが、データコンテキスト情報を維持することが、
　入札状態、
　入札役割、
　落札者リスト、
　落札者、
　入札帯域幅、
　入札開始時間、
　入札失効時間、
　貸主ネットワーク識別子、
　グリッド及びセル識別子リスト、ならびに
　クローズド加入者グループ識別子
のうちの１つを記憶することを含む動作を、プロセッサ実行可能命令を用いて実行するよ
うに構成される、請求項８に記載のＤＳＡシステム。
【請求項１０】
　第１の電気通信ネットワーク内のＤＳＣによってサービス提供されるセル内に割り当て
に利用可能な帯域幅があるかどうかを動的スペクトルポリシコントローラ（ＤＰＣ）のプ
ロセッサ内で判定することと、
　前記ＤＳＣによってサービス提供される前記セル内に割り当てに利用可能な帯域幅があ
ると判定することに応答して、第２の電気通信ネットワーク内のワイヤレスデバイスによ
る割り当て及び使用のために利用可能な帯域幅の量を識別するデータ帯域幅情報要素を含
む資源登録要求メッセージを生成することと、
　前記生成した資源登録要求メッセージを前記ＤＰＣに送信することと、
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　前記生成した資源登録要求メッセージを送信することに応答して、前記ＤＰＣから資源
登録応答メッセージを受信することと、
　前記第２の電気通信ネットワークによって要求された帯域幅の量を識別する情報を含む
落札成功メッセージを受信することと、
　前記第２の電気通信ネットワーク内のワイヤレスデバイスによるアクセス及び使用のた
めの前記要求された帯域幅の量を委任するために、資源割り当てメッセージを前記ＤＰＣ
に送信することと
を含む、動的スペクトルアービトラージ（ＤＳＡ）方法。
【請求項１１】
　前記資源登録要求メッセージを生成することが、
　資源が利用可能にされる期間を決定する際に使用するのに適した情報を含む継続時間情
報要素
を含むように前記資源登録要求メッセージを生成することを含む、請求項１０に記載のＤ
ＳＡ方法。
【請求項１２】
　前記資源登録要求メッセージを生成することが、
　利用可能にされる前記帯域幅の位置に関するグリッド識別子を決定する際に使用するの
に適した情報を含むグリッド情報要素リスト
を含むように前記資源登録要求メッセージを生成することを含む、請求項１０に記載のＤ
ＳＡ方法。
【請求項１３】
　前記第１の電気通信ネットワーク内の複数のｅＮｏｄｅＢの混雑状態をモニタすること
をさらに含み、前記第１の電気通信ネットワーク内の前記ＤＳＣによってサービス提供さ
れる前記セル内に割り当てに利用可能な帯域幅があるかどうかを判定することが、前記セ
ル内に割り当てに利用可能な帯域幅があるかどうかを前記モニタされた前記複数のｅＮｏ
ｄｅＢの混雑状態に基づいて判定することを含む、請求項１０に記載のＤＳＡ方法。
【請求項１４】
　入札状態、入札役割、入札帯域幅、入札開始時間、入札失効時間、貸主ネットワーク識
別子、グリッド及びセル識別子リスト、ならびにクローズド加入者グループ識別子のうち
の１つを記憶することにより、データコンテキスト情報を維持することをさらに含む、請
求項１０に記載のＤＳＡ方法。
【請求項１５】
　前記資源登録要求メッセージを動的スペクトルポリシコントローラ（ＤＰＣ）プロセッ
サ内で受信することと、
　前記受信した登録要求メッセージを受諾するかどうかを判定することと、
　前記資源登録要求メッセージを受諾すると判定することに応答して、前記データ帯域幅
情報要素内で識別される前記帯域幅の量を資源のプールに追加することと
をさらに含む、請求項１０に記載のＤＳＡ方法。
【請求項１６】
　前記第２の電気通信ネットワーク及び複数のさらなる電気通信ネットワークから資源入
札を前記ＤＰＣ内で受信することであって、各資源入札は入札額及び前記要求された帯域
幅の量を含み、
　前記第２の電気通信ネットワークから受信した前記資源入札内の前記入札額が、前記要
求された帯域幅の量に対して最も高い入札であると判定することと、
　前記第２の電気通信ネットワークから受信した前記資源入札内で識別される前記要求さ
れた帯域幅の量を識別する情報を含むように前記落札成功メッセージを生成することと
をさらに含む、請求項１５に記載のＤＳＡ方法。
【請求項１７】
　アービトラージプロセス、登録されたＤＳＣ、及び入札に関するデータコンテキスト情
報を前記ＤＰＣ内に記憶すること
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をさらに含む、請求項１０に記載のＤＳＡ方法。
【請求項１８】
　前記データコンテキスト情報を記憶することが、
　入札状態、
　入札役割、
　落札者リスト、
　落札者、
　入札帯域幅、
　入札開始時間、
　入札失効時間、
　貸主ネットワーク識別子、
　グリッド及びセル識別子リスト、ならびに
　クローズド加入者グループ識別子
のうちの１つを記憶することを含む、請求項１７に記載のＤＳＡ方法。
【請求項１９】
　第１の電気通信ネットワーク内の動的スペクトルコントローラ（ＤＳＣ）によってサー
ビス提供されるセル内に割り当てに利用可能な帯域幅があるかどうかを判定すること、
　前記ＤＳＣによってサービス提供される前記セル内に割り当てに利用可能な帯域幅があ
ると判定することに応答して、第２の電気通信ネットワーク内のワイヤレスデバイスによ
る割り当て及び使用のために利用可能な帯域幅の量を識別するデータ帯域幅情報要素を含
む資源登録要求メッセージを生成すること、
　前記生成した資源登録要求メッセージを前記ＤＰＣに送信すること、
　前記生成した資源登録要求メッセージを送信することに応答して、前記ＤＰＣから資源
登録応答メッセージを受信すること、
　前記第２の電気通信ネットワークによって要求された帯域幅の量を識別する情報を含む
落札成功メッセージを受信すること、及び
　前記第２の電気通信ネットワーク内のワイヤレスデバイスによるアクセス及び使用のた
めの前記要求された帯域幅の量を委任するために、資源割り当てメッセージを前記ＤＰＣ
に送信すること
を含む動作を、プロセッサ実行可能命令を用いて実行するように構成されるＤＳＣプロセ
ッサ
を含む、動的スペクトルコントローラ（ＤＳＣ）サーバ。
【請求項２０】
　前記ＤＳＣプロセッサが、入札状態、入札役割、入札帯域幅、入札開始時間、入札失効
時間、貸主ネットワーク識別子、グリッド及びセル識別子リスト、ならびにクローズド加
入者グループ識別子のうちの１つを記憶することによってデータコンテキスト情報を維持
することをさらに含む動作を、プロセッサ実行可能命令を用いて実行するように構成され
る、請求項１９に記載のＤＳＣサーバ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２０１３年５月２８日に出願された「Ｍｅｔｈｏｄｓ　ａｎｄ　Ｓｙｓｔｅ
ｍｓ　ｆｏｒ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　ａｎｄ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｖｉａ　ａ
　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ　ａｎｄ　Ｄｙｎａｍｉｃ
　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ　Ｐｏｌｉｃｙ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ」という名称の米国仮特許出
願第６１／８２７，９５０号明細書の優先権の利益を主張し、その内容全体は参照により
本明細書に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　ネットワークにアクセスし、大容量のファイル（例えば、ビデオファイル）をダウンロ
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ードするためのワイヤレス通信デバイスの使用が増え続けることで、無線周波数スペクト
ルに対する需要がますます増えている。あまりにも多くのデバイスがそのようなサービス
に割り当てられた有限のＲＦ帯域幅へアクセスを試みることにより、通話が途切れたり、
インターネットへのアクセス速度が低下するなどの問題が生じ、スマートフォンユーザが
不満を抱いている。それにもかかわらず、救急サービス（例えば、警察、消防、救助など
）専用のＲＦ帯域などのＲＦスペクトルの一部は、そのような音声・無線通信帯域は非継
続的で一時的にしか使用されないため、大部分が未使用のままである。従って、他のネッ
トワークに加入しているワイヤレスデバイスがアクセスしたり使用するために、第１の電
気通信ネットワークのうち活用されていない電気通信資源（例えば、ＲＦスペクトルなど
）を動的に割り当てるための改善方法及び解決策は、電気通信ネットワーク、サービスプ
ロバイダ及び電気通信サービスの消費者にとって有益となる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　様々な実施形態は、第１の電気通信ネットワーク内のＤＳＣによってサービス提供され
るセル内に割り当てに利用可能な帯域幅があるかどうかを動的スペクトルポリシコントロ
ーラ（ＤＰＣ）のプロセッサ内で判定することと、ＤＳＣによってサービス提供されるセ
ル内に割り当てに利用可能な帯域幅があると判定することに応答して、割り当て及び第２
の電気通信ネットワーク内のワイヤレスデバイスによる使用のために利用可能な帯域幅の
量を識別するデータ帯域幅情報要素を含む資源登録要求メッセージを生成することと、生
成した資源登録要求メッセージをＤＰＣに送信することと、生成した資源登録要求メッセ
ージを送信することに応答して、ＤＰＣから資源登録応答メッセージを受信することと、
第２の電気通信ネットワークによって要求された帯域幅の量を識別する情報を含む落札成
功メッセージを受信することと、第２の電気通信ネットワーク内のワイヤレスデバイスに
よるアクセス及び使用のための要求された帯域幅の量を委任するために、資源割り当てメ
ッセージをＤＰＣに送信することとを含む、動的スペクトルアービトラージ（ＤＳＡ）動
作を実行する方法を含む。
【０００４】
　一実施形態では、資源登録要求メッセージを生成することが、資源が利用可能にされる
期間を決定する際に使用するのに適した情報を含む継続時間情報要素（ＩＥ）を含むよう
に資源登録要求メッセージを生成することを含む。つまり、ＤＳＣは期間値を含むように
資源登録要求メッセージを生成することができる。さらなる実施形態では、資源登録要求
メッセージを生成することが、利用可能にされる帯域幅の位置に関するグリッド識別子を
決定する際に使用するのに適した情報を含むグリッド情報要素リストを含むように資源登
録要求メッセージを生成することを含み得る。
【０００５】
　さらなる実施形態では、この方法が、第１の電気通信ネットワーク内の複数のｅＮｏｄ
ｅＢの混雑状態をモニタすることを含むことができ、第１の電気通信ネットワーク内のＤ
ＳＣによってサービス提供されるセル内に割り当てに利用可能な帯域幅があるかどうかを
判定することが、セル内に割り当てに利用可能な帯域幅があるかどうかをモニタされたｅ
ＮｏｄｅＢの混雑状態に基づいて判定することを含み得る。さらなる実施形態では、この
方法が、入札状態、入札役割、入札帯域幅、入札開始時間、入札失効時間、貸主ネットワ
ーク識別子、グリッド及びセル識別子リスト、ならびにクローズド加入者グループ識別子
のうちの１つを記憶することにより、データコンテキスト情報を維持することを含み得る
。さらなる実施形態では、この方法が、資源登録要求メッセージを動的スペクトルポリシ
コントローラ（ＤＰＣ）プロセッサ内で受信することと、受信した登録要求メッセージを
受諾するかどうかを判定することと、登録要求メッセージを受諾すると判定することに応
答して、データ帯域幅情報要素内で識別される帯域幅の量を資源のプールに追加すること
とを含み得る。
【０００６】
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　さらなる実施形態では、この方法が、第２の電気通信ネットワーク及び複数のさらなる
電気通信ネットワークから（例えばＤＳＣを介して）資源入札をＤＰＣプロセッサ内で受
信することを含み得る。各資源入札は入札額及び要求された帯域幅の量を含み得る。この
方法は、第２の電気通信ネットワークから受信した資源入札内の入札額が、要求された帯
域幅の量について最も高い入札であると判定することと、第２の電気通信ネットワークか
ら受信した資源入札内で識別される要求された帯域幅の量を識別する情報を含むように落
札成功メッセージを生成することとをさらに含むことができる。
【０００７】
　さらなる実施形態では、この方法が、アービトラージプロセス、登録されたＤＳＣ、及
び入札に関するデータコンテキスト情報を動的スペクトルポリシコントローラ（ＤＰＣ）
のメモリ内に記憶することを含み得る。さらなる実施形態では、データコンテキスト情報
を記憶することが、入札状態、入札役割、落札者リスト、落札者、入札帯域幅、入札開始
時間、入札失効時間、貸主ネットワーク識別子、グリッド及びセル識別子リスト、ならび
にクローズド加入者グループ識別子のうちの１つを記憶することを含む。
【０００８】
　さらなる実施形態は、動的スペクトルコントローラ（ＤＳＣ）プロセッサを含むＤＳＣ
と、通信リンクを介してＤＳＣに接続される動的スペクトルポリシコントローラ（ＤＰＣ
）プロセッサを含むＤＰＣとを含む動的スペクトルアービトラージ（ＤＳＡ）システムを
含み、ＤＳＣプロセッサは、第１の電気通信ネットワーク内のＤＳＣによってサービス提
供されるセル内に割り当てに利用可能な帯域幅があるかどうかを判定すること、ＤＳＣに
よってサービス提供されるセル内に割り当てに利用可能な帯域幅があると判定することに
応答して、第２の電気通信ネットワーク内のワイヤレスデバイスによる割り当て及び使用
のために利用可能な帯域幅の量を識別するデータ帯域幅情報要素を含む資源登録要求メッ
セージを生成すること、生成した資源登録要求メッセージをＤＰＣに送信すること、生成
した資源登録要求メッセージを送信することに応答して、ＤＰＣから資源登録応答メッセ
ージを受信すること、第２の電気通信ネットワークによって要求された帯域幅の量を識別
する情報を含む落札成功メッセージを受信すること、及び第２の電気通信ネットワーク内
のワイヤレスデバイスによるアクセス及び使用のための要求された帯域幅の量を委任する
ために、資源割り当てメッセージをＤＰＣに送信することを含む動作を、プロセッサ実行
可能命令を用いて実行するように構成され得る。
【０００９】
　一実施形態では、ＤＳＣプロセッサは、資源登録要求メッセージを生成することが、資
源が利用可能にされる期間を決定する際に使用するのに適した情報を含む継続時間情報要
素を含むように資源登録要求メッセージを生成することを含む動作を、プロセッサ実行可
能命令を用いて実行するように構成され得る。さらなる実施形態では、ＤＳＣプロセッサ
は、資源登録要求メッセージを生成することが、利用可能にされる帯域幅の位置に関する
グリッド識別子を決定する際に使用するのに適した情報を含むグリッド情報要素リストを
含むように資源登録要求メッセージを生成することを含む動作を、プロセッサ実行可能命
令を用いて実行するように構成され得る。
【００１０】
　さらなる実施形態では、ＤＳＣプロセッサは、第１の電気通信ネットワーク内の複数の
ｅＮｏｄｅＢの混雑状態をモニタすることをさらに含む動作を、プロセッサ実行可能命令
を用いて実行するように構成することができ、ＤＳＣプロセッサが、第１の電気通信ネッ
トワーク内のＤＳＣによってサービス提供されるセル内に割り当てに利用可能な帯域幅が
あるかどうかを判定することが、第１の電気通信ネットワーク内のＤＳＣによってサービ
ス提供されるセル内に割り当てに利用可能な帯域幅があるかどうかをモニタされたｅＮｏ
ｄｅＢの混雑状態に基づいて判定することを含む動作を、プロセッサ実行可能命令を用い
て実行するように構成され得る。
【００１１】
　さらなる実施形態では、ＤＳＣプロセッサが、入札状態、入札役割、入札帯域幅、入札
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開始時間、入札失効時間、貸主ネットワーク識別子、グリッド及びセル識別子リスト、な
らびにクローズド加入者グループ識別子のうちの１つを記憶することにより、データコン
テキスト情報を維持することをさらに含む動作を、プロセッサ実行可能命令を用いて実行
するように構成され得る。さらなる実施形態では、ＤＰＣプロセッサが、資源登録要求メ
ッセージを受信すること、登録要求メッセージを受諾するかどうかを判定すること、及び
登録要求メッセージを受諾すると判定することに応答して、データ帯域幅情報要素内で識
別される帯域幅の量を資源のプールに追加することを含む動作を、プロセッサ実行可能命
令を用いて実行するように構成され得る。
【００１２】
　さらなる実施形態では、ＤＰＣプロセッサが、第２の電気通信ネットワーク及び複数の
さらなる電気通信ネットワークから資源入札を受信することであって、各資源入札は入札
額及び要求された帯域幅の量を含むことと、第２の電気通信ネットワークから受信した資
源入札内の入札額が、要求された帯域幅の量について最も高い入札であると判定すること
と、及び第２の電気通信ネットワークから受信した資源入札内で識別される要求された帯
域幅の量を識別する情報を含むように落札成功メッセージを生成することとをさらに含む
動作を、プロセッサ実行可能命令を用いて実行するように構成され得る。
【００１３】
　さらなる実施形態では、ＤＰＣプロセッサが、アービトラージプロセス、登録されたＤ
ＳＣ、及び入札に関するデータコンテキスト情報を維持することを含む動作を、プロセッ
サ実行可能命令を用いて実行するように構成され得る。さらなる実施形態では、ＤＰＣプ
ロセッサは、データコンテキスト情報を維持することが、入札状態、入札役割、落札者リ
スト、落札者、入札帯域幅、入札開始時間、入札失効時間、貸主ネットワーク識別子、グ
リッド及びセル識別子リスト、ならびにクローズド加入者グループ識別子のうちの１つを
記憶することを含む動作を、プロセッサ実行可能命令を用いて実行するように構成され得
る。
【００１４】
　さらなる実施形態は、上記で論じられる方法に対応する様々な動作を、プロセッサ実行
可能命令を用いて実行するように構成されたプロセッサ（又は処理コア）を有するサーバ
コンピューティングデバイスを含み得る。
【００１５】
　さらなる実施形態は、上記で論じられる方法動作に対応する機能を実行するための様々
な手段を有するコンピューティングデバイスを含む。
【００１６】
　さらなる実施形態は、上記で論じられる方法動作に対応する様々な動作をプロセッサ／
処理コアに実行させるように構成されたプロセッサ実行可能命令が記憶された非一時的な
プロセッサ可読記憶媒体を含む。
【００１７】
　本明細書に組み込まれ、本明細書の一部を構成する添付の図面は、本発明の例示的な実
施形態を示し、上記で与えられる一般的な説明、及び下記で与えられる詳細な説明と共に
、本発明の特徴を説明する上で役立つ。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１Ａ】様々な実施形態を実装するために使用することができる通信システムの様々な
論理及び機能コンポーネントならびに通信リンクを示すシステムブロック図である。
【図１Ｂ】様々な実施形態を実装するために使用することができる通信システムの様々な
論理及び機能コンポーネントならびに通信リンクを示すシステムブロック図である。
【図１Ｃ】様々な実施形態を実装するために使用することができる通信システムの様々な
論理及び機能コンポーネントならびに通信リンクを示すシステムブロック図である。
【図１Ｄ】様々な実施形態を実装するために使用することができる通信システムの様々な
論理及び機能コンポーネントならびに通信リンクを示すシステムブロック図である。
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【図１Ｅ】様々な実施形態を実装するために使用することができる通信システムの様々な
論理及び機能コンポーネントならびに通信リンクを示すシステムブロック図である。
【図２Ａ】一実施形態による、動的スペクトルポリシコントローラ（ＤＰＣ）の観点から
資源を割り当てるための動的スペクトルアービトラージ（ＤＳＡ）方法を示すプロセスフ
ロー図である。
【図２Ｂ】一実施形態による、資源を割り当てる際のＤＳＡ通信システムのコンポーネン
ト間のメッセージ通信を示すメッセージフロー図である。
【図３】ＤＰＣ、２つの動的スペクトルコントローラ（ＤＳＣ）及びワイヤレスデバイス
を含む通信システムにおける資源の割り当て及びアクセスを行うＤＳＡ方法の一実施形態
を示すプロセスフロー図である。
【図４】ＤＰＣ、２つの動的スペクトルコントローラ（ＤＳＣ）及びワイヤレスデバイス
を含む通信システムにおける資源の割り当て及びアクセスを行うＤＳＡ方法の一実施形態
を示すプロセスフロー図である。
【図５】ＤＰＣ、２つの動的スペクトルコントローラ（ＤＳＣ）及びワイヤレスデバイス
を含む通信システムにおける資源の割り当て及びアクセスを行うＤＳＡ方法の一実施形態
を示すプロセスフロー図である。
【図６】ＤＰＣ、２つの動的スペクトルコントローラ（ＤＳＣ）及びワイヤレスデバイス
を含む通信システムにおける資源の割り当て及びアクセスを行うＤＳＡ方法の一実施形態
を示すプロセスフロー図である。
【図７】ＤＰＣ、２つの動的スペクトルコントローラ（ＤＳＣ）及びワイヤレスデバイス
を含む通信システムにおける資源の割り当て及びアクセスを行うＤＳＡ方法の一実施形態
を示すプロセスフロー図である。
【図８Ａ】動的スペクトルアービトラージアプリケーションパート（ＤＳＡＡＰ）登録方
法の一実施形態を示すメッセージフロー図である。
【図８Ｂ】動的スペクトルアービトラージアプリケーションパート（ＤＳＡＡＰ）登録方
法の一実施形態を示すメッセージフロー図である。
【図８Ｃ】動的スペクトルアービトラージアプリケーションパート（ＤＳＡＡＰ）登録方
法の一実施形態を示すメッセージフロー図である。
【図９Ａ】ＤＳＡＡＰ広告方法の一実施形態を示すメッセージフロー図である。
【図９Ｂ】ＤＳＡＡＰ広告方法の一実施形態を示すメッセージフロー図である。
【図１０Ａ】利用可能な資源のリストを伝達するためのＤＳＡＡＰ方法の一実施形態を示
すメッセージフロー図である。
【図１０Ｂ】利用可能な資源のリストを伝達するためのＤＳＡＡＰ方法の一実施形態を示
すメッセージフロー図である。
【図１１Ａ】ＤＳＡＡＰ入札方法の一実施形態を示すメッセージフロー図である。
【図１１Ｂ】ＤＳＡＡＰ入札方法の一実施形態を示すメッセージフロー図である。
【図１２Ａ】入札動作の結果を参加ネットワークに通知するためのＤＳＡＡＰ通知方法の
一実施形態を示すメッセージフロー図である。
【図１２Ｂ】入札動作の結果を参加ネットワークに通知するためのＤＳＡＡＰ通知方法の
一実施形態を示すメッセージフロー図である。
【図１２Ｃ】入札動作の結果を参加ネットワークに通知するためのＤＳＡＡＰ通知方法の
一実施形態を示すメッセージフロー図である。
【図１２Ｄ】入札動作の結果を参加ネットワークに通知するためのＤＳＡＡＰ通知方法の
一実施形態を示すメッセージフロー図である。
【図１３Ａ】資源を速やかに（又はほぼ速やかに）購入するためのＤＳＡＡＰ購入方法の
一実施形態を示すメッセージフロー図である。
【図１３Ｂ】資源を速やかに（又はほぼ速やかに）購入するためのＤＳＡＡＰ購入方法の
一実施形態を示すメッセージフロー図である。
【図１４Ａ】借主ネットワークのコンポーネントによるアクセス及び使用のために貸主ネ
ットワークの資源を割り当てるためのＤＳＡＡＰ割り当て方法の一実施形態を示すメッセ
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ージフロー図である。
【図１４Ｂ】借主ネットワークのコンポーネントによるアクセス及び使用のために貸主ネ
ットワークの資源を割り当てるためのＤＳＡＡＰ割り当て方法の一実施形態を示すメッセ
ージフロー図である。
【図１５Ａ】貸主ネットワークから借主ネットワーク（すなわち、そのホームのＰＬＭＮ
）にワイヤレスデバイスを選択的に引き戻すＤＳＡＡＰバックオフ方法の一実施形態を示
すメッセージフロー図である。
【図１５Ｂ】貸主ネットワークから借主ネットワーク（すなわち、そのホームのＰＬＭＮ
）にワイヤレスデバイスを選択的に引き戻すＤＳＡＡＰバックオフ方法の一実施形態を示
すメッセージフロー図である。
【図１６Ａ】ＤＳＡ動作を終了させるためのＤＳＣ始動ＤＳＡＡＰ登録解除方法の一実施
形態を示すメッセージフロー図である。
【図１６Ｂ】ＤＳＡ動作を終了させるためのＤＰＣ始動ＤＳＡＡＰ登録解除方法の一実施
形態を示すメッセージフロー図である。
【図１７Ａ】エラーを報告するためのＤＳＣ始動ＤＳＡＡＰエラー表示方法を示すメッセ
ージフロー図である。
【図１７Ｂ】エラーを報告するためのＤＰＣ始動ＤＳＡＡＰエラー表示方法を示すメッセ
ージフロー図である。
【図１８】ＤＳＡ資源更新方法を実行する場合、通信システムでの様々なコンポーネント
間での動作及び情報フローを示すアクティビティ図である。
【図１９】異なるネットワーク間での資源の割り当て及び割り当て解除のＤＳＡ方法の実
施形態を示すプロセスフロー図である。
【図２０】異なるネットワーク間での資源の割り当て及び割り当て解除のＤＳＡ方法の実
施形態を示すプロセスフロー図である。
【図２１Ａ】データ及びコンテキスト情報を管理し、その情報を使用してＤＳＡ動作を実
行する一実施形態によるＤＳＡ方法を示すプロセスフロー図である。
【図２１Ｂ】データ及びコンテキスト情報を管理し、その情報を使用してＤＳＡ動作を実
行する一実施形態によるＤＳＡ方法を示すプロセスフロー図である。
【図２２】様々な実施形態での使用に適した例示的なワイヤレスデバイスのコンポーネン
トブロック図である。
【図２３】一実施形態での使用に適したサーバのコンポーネントブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　添付の図面を参照して様々な実施形態について詳細に説明する。可能な限り、図面全体
を通じて、同じ又は同様の部分を指すために同じ参照番号を使用する。特定の例及び実装
形態への言及は、例示を目的とし、本発明又は請求項の範囲を限定することを意図しない
。
【００２０】
　概説では、様々な実施形態が、動的スペクトルポリシコントローラ（ＤＰＣ）と、動的
スペクトルコントローラ（ＤＳＣ）とを含む動的スペクトルアービトラージ（ＤＳＡ）シ
ステムを含む。ＤＰＣ及びＤＳＣは異なるネットワークにわたる資源（例えばスペクトル
資源）の割り当て及び使用を動的に管理するように構成され得る。ＤＰＣは、ＤＳＣリス
ト、ＤＳＣ役割、ＤＳＣのＰＬＭＮ、ＤＳＣのＩＰアドレス又は範囲、入札ＩＤリスト、
及び入札ごとに入札状態、入札役割、入札帯域幅、入札開始時間、入札失効時間、貸主ネ
ットワーク識別子、グリッド及びセル識別子リスト、ならびにクローズド加入者グループ
識別子と共に、入札に関するＤＳＡコンテキスト情報を記憶することができる。ＤＳＣは
、入札状態、入札役割、入札帯域幅、入札開始時間、入札失効時間、貸主ネットワーク識
別子、グリッド及びセル識別子リスト、ならびにクローズド加入者グループ識別子と共に
、入札に関するＤＳＡコンテキスト情報を記憶することができる。
【００２１】
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　さらに、ＤＳＡシステムは、動的スペクトルアービトラージアプリケーションパート（
ＤＳＡＡＰ）コンポーネントも含むことができる。ＤＳＡＡＰコンポーネントは、ＤＳＡ
システム及び電気通信ネットワークの効率及び速度を改善するために、ＤＳＣとＤＰＣと
の間の通信を可能にし、補助し、サポートし、又は増強することができる。例えばＤＳＡ
ＡＰコンポーネントは、ＤＰＣ及び／又はＤＳＣコンポーネントが、様々なネットワーク
にわたり資源をより良くプールすることを可能にし、様々なネットワーク内のトラフィッ
ク及び資源の使用量をより良くモニタすることを可能にし、入札及び入札情報をより効率
的に伝達することを可能にし、コンポーネントを素早く且つ効率的に登録及び登録解除す
ることを可能にし、バックオフ動作をより良く行うことを可能にし得る。加えて、ＤＳＡ
ＡＰコンポーネントは、入札、インボイスの生成、資源の宣伝、資源の要求、資源の購入
、入札認証情報の有効性の確認等の手順の性能及び効率を向上させることにより、ＤＳＡ
資源のオークション動作を改善することができる。
【００２２】
　本明細書で使用されるように、「ワイヤレスデバイス」、「ワイヤレスデバイス」及び
「ユーザ機器（ＵＥ）」という用語は、交換可能に使用することができ、様々なセルラフ
ォン、パーソナルデータアシスタント（ＰＤＡ）、パームトップコンピュータ、ワイヤレ
スモデムを有するラップトップコンピュータ、ワイヤレス電子メールレシーバ（例えば、
Ｂｌａｃｋｂｅｒｒｙ（登録商標）及びＴｒｅｏ（登録商標）デバイス）、マルチメディ
アインターネット可セルラフォン（例えば、ｉＰｈｏｎｅ（登録商標））及び同様のパー
ソナル電子デバイスのいずれか１つを指す。ワイヤレスデバイスは、プログラマブルプロ
セッサ及びメモリを含み得る。好ましい実施形態では、ワイヤレスデバイスは、セルラフ
ォン通信ネットワークを介して通信することができるセルラハンドヘルドデバイス（例え
ば、ワイヤレスデバイス）である。
【００２３】
　本出願で使用されるように、「コンポーネント」、「モジュール」、「エンジン」、「
マネージャ」という用語は、これらに限定されないが、特定の動作又は機能を実行するよ
うに構成された、ハードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアの組合せ
、ソフトウェア又は実行中のソフトウェアなどのコンピュータ関連の実体を含むことを意
図する。例えば、コンポーネントは、これらに限定されないが、プロセッサ上で実行して
いるプロセス、プロセッサ、オブジェクト、実行可能なもの、実行スレッド、プログラム
、コンピュータ、サーバ、ネットワークハードウェアなどであり得る。例示として、コン
ピューティングデバイス上で実行しているアプリケーション及びコンピューティングデバ
イスは両方とも、コンポーネントと呼ぶことができる。１つ又は複数のコンポーネントは
、プロセス及び／又は実行スレッド内に存在することができ、コンポーネントは、１つの
プロセッサもしくはコア上に局在させること及び／又は２つ以上のプロセッサもしくはコ
ア間で分散させることができる。それに加えて、これらのコンポーネントは、様々な命令
及び／又はデータ構造がその上に格納される様々な非一時的なコンピュータ可読媒体から
実行することができる。
【００２４】
　多くの異なるセルラ及びモバイル通信サービス及び規格が将来利用可能であるか又は企
図され、サービス及び規格の全てを実装して様々な実施形態から利益を得ることができる
。そのようなサービス及び規格は、例えば、第３世代パートナーシッププロジェクト（３
ＧＰＰ：ｔｈｉｒｄ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　ｐｒｏｊｅｃｔ
）、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ：ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
）システム、第３世代ワイヤレスモバイル通信技術（３Ｇ）、第４世代ワイヤレスモバイ
ル通信技術（４Ｇ）、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：ｇｌｏ
ｂａｌ　ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）、ユニ
バーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ：ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ｔ
ｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ｓｙｓｔｅｍ）、３ＧＳＭ、汎用パケット無線サ
ービス（ＧＰＲＳ：ｇｅｎｅｒａｌ　ｐａｃｋｅｔ　ｒａｄｉｏ　ｓｅｒｖｉｃｅ）、符



(12) JP 2016-527744 A 2016.9.8

10

20

30

40

50

号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ：ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃ
ｃｅｓｓ）システム（例えば、ｃｄｍａＯｎｅ、ＣＤＭＡ２０００（商標））、ＧＳＭ進
化型高速データレート（ＥＤＧＥ：ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄａｔａ　ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　
ＧＳＭ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）、先進モバイル電話システム（ＡＭＰＳ：ａｄｖａｎｃｅ
ｄ　ｍｏｂｉｌｅ　ｐｈｏｎｅ　ｓｙｓｔｅｍ）、デジタルＡＭＰＳ（ＩＳ－１３６／Ｔ
ＤＭＡ）、進化データ最適化（ＥＶ－ＤＯ：ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ－ｄａｔａ　ｏｐｔｉｍ
ｉｚｅｄ）、デジタル強化コードレス電気通信（ＤＥＣＴ：ｄｉｇｉｔａｌ　ｅｎｈａｎ
ｃｅｄ　ｃｏｒｄｌｅｓｓ　ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）、マイクロ波アク
セスのための世界規模の相互運用（ＷｉＭＡＸ：Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅ
ｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ワイヤレスローカル
エリアネットワーク（ＷＬＡＮ：ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏ
ｒｋ）、公衆交換電話ネットワーク（ＰＳＴＮ：ｐｕｂｌｉｃ　ｓｗｉｔｃｈｅｄ　ｔｅ
ｌｅｐｈｏｎｅ　ｎｅｔｗｏｒｋ）、Ｗｉ－Ｆｉ保護アクセスＩ＆ＩＩ（ＷＰＡ、ＷＰＡ
２）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、統合デジタル強化ネットワーク（ｉｄｅｎ：ｉ
ｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｄｉｇｉｔａｌ　ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｎｅｔｗｏｒｋ）、ランドモ
バイル無線（ＬＭＲ：ｌａｎｄ　ｍｏｂｉｌｅ　ｒａｄｉｏ）及び進化型ユニバーサル地
上無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：ｅｖｏｌｖｅｄ　ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　
ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）を含む。これら
の技術の各々は、例えば、音声、データ、信号及び／又はコンテンツメッセージの送信及
び受信に関与する。特に請求項の用語での記述がない限り、個々の電気通信規格又は技術
に関連する専門用語及び／又は技術詳細へのいかなる言及も、単なる例示を目的とし、請
求項の範囲を特定の通信システム又は技術に限定することを意図しないことを理解すべき
である。
【００２５】
　様々な実施形態は、無線周波数（ＲＦ）スペクトル及びＲＦスペクトル資源などの電気
通信資源の利用可能性、割り当て、アクセス及び使用を動的に管理するように構成された
動的スペクトルアービトラージ（ＤＳＡ）システムを含む。ＤＳＡシステムは、動的スペ
クトルポリシコントローラ（ＤＰＣ）及び動的スペクトルコントローラ（ＤＳＣ）コンポ
ーネントなどの様々なＤＳＡコンポーネントを含み得る。ＤＰＣコンポーネントは、参加
ネットワークの各々のＤＳＣコンポーネントとの通信を必要とする場合が多い、２つ以上
のネットワーク間（例えば、貸主ネットワークと借主ネットワークとの間）のＤＳＡ動作
及び相互作用を管理するように構成することができる。これらのＤＳＡ動作の一部として
ＤＳＡコンポーネント（例えば、ＤＰＣ、ＤＳＣなど）は、データコンテキストを管理す
ることを必要とする場合がある。
【００２６】
　データコンテキストの管理に加えて、ＤＳＡコンポーネント（例えば、ＤＳＣなど）は
、大量の情報を頻繁に伝達及び／又は伝送することを必要とする場合がある。従って、こ
れらのコンポーネント間の通信、相互作用及び通信インタフェースは、ＤＳＡシステム及
び参加電気通信ネットワークの効率及び速度に対してかなりの悪影響を有し得る。
【００２７】
　様々な実施形態は、ＤＳＡシステムの効率及び速度を向上させるため、ＤＳＡコンポー
ネント（例えば、ＤＰＣ、ＤＳＣ、ｅＮｏｄｅＢなど）間の通信を可能にする、促進する
、サポートする又は増大するように構成された動的スペクトルアービトラージアプリケー
ションパート（ＤＳＡＡＰ）プロトコル及びコンポーネントを含む。それに加えて、ＤＳ
ＡＡＰプロトコル／コンポーネントは、ＤＳＡコンポーネントが、特定の情報の伝達、な
らびに、ＤＳＡシステム及び参加ネットワークの効率及び速度を向上する様々なＤＳＡ機
能を共に提供する動作の実行を行えるように構成することができる。
【００２８】
　様々な実施形態では、全て又は一定の部分のＤＳＡＡＰコンポーネントは、ＤＰＣコン
ポーネント、ＤＳＣコンポーネント、ｅＮｏｄｅＢコンポーネント、独立したＤＳＡコン
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ポーネント又はそれらの任意の組合せに含めることができる。ＤＳＡＡＰコンポーネント
は、ハードウェア、ソフトウェア、又は、ハードウェアとソフトウェアの組合せで実装す
ることができる。一実施形態では、ＤＳＡＡＰコンポーネントは、Ｘｅ、Ｘｄ及び／又は
Ｘ２基準点上で定義することができるＤＳＡＡＰプロトコルを実装するように構成するこ
とができる。様々な実施形態では、ＤＳＣとｅＮｏｄｅＢとの間のＸｅ基準点は、ＤＳＡ
ＡＰプロトコル、ＴＲ－０６９プロトコル及び／又はＴＲ－１９２データモデル拡張を使
用してｅＮｏｄｅＢにおける利用可能な資源のリストアップ及びｅＮｏｄｅＢへの入札／
買い確認の通知をサポートすることができる。ＤＳＣとＤＰＣとの間のＸｄ基準点は、動
的スペクトル及び資源アービトラージ動作のためのＤＳＡＡＰプロトコルを使用すること
ができる。ｅＮｏｄｅＢ間のＸ２インタフェース／基準点もまた、ＤＳＡＡＰプロトコル
を使用して情報を伝達することができる。
【００２９】
　様々な実施形態では、ＤＳＡＡＰコンポーネントは、ｅＮｏｄｅＢがＤＳＣコンポーネ
ント（例えば、Ｘｅインタフェースを介して）、他のｅＮｏｄｅＢ（例えば、Ｘ２インタ
フェースを介して）及び様々な他のコンポーネント（例えば、Ｓ１インタフェースを介し
て）と通信できるように構成することができる。ｅＮｏｄｅＢがこれらのコンポーネント
と効率的に通信できるようにすることにより、ＤＳＡＡＰコンポーネントは、ＤＳＡシス
テムの効率及び速度をさらに向上することができる。
【００３０】
　例えば、一実施形態では、ＤＳＡシステムは、ＤＳＣアプリケーションプロトコル及び
混雑モニタリング（ＤＡＰＣＭ）モジュールが装備されたｅＮｏｄｅＢを含み得る。ＤＡ
ＰＣＭモジュールは、様々なネットワーク状態（例えば、ネットワーク混雑、資源使用、
資源利用可能性など）をモニタし、モニタリングに基づいてレポートを生成し、ＤＳＡＡ
Ｐを介してＤＳＣコンポーネントに生成レポートを送信するように構成することができる
。ＤＳＣは、そのような情報を受信及び使用して資源要求をより良くもしくはより多く情
報を得たものにするように、及び／又は、割り当てに対して利用可能にすることができる
資源をより良く特定するように構成することができる。
【００３１】
　別の例として一実施形態では、ＤＳＣは、様々な資源と関連付けられた地理的エリア／
境界の特定に適した記録を維持するように構成されたｅＮｏｄｅＢ地理的境界管理（ＥＧ
ＢＭ）モジュールを含み得る。ＥＧＢＭは、この情報をｅＮｏｄｅＢに伝達する（例えば
、ＤＳＡＡＰを介して）ように構成することができ、ｅＮｏｄｅＢは、そのような情報を
受信及び使用して割り当てられた資源の使用をより良い且つより効率的なものにすること
ができる。例えば、ｅＮｏｄｅＢは、ＤＳＣから受信された地理的情報を使用してワイヤ
レスデバイスが割り当てられた資源を使用することができる地理的領域（例えば、ゾーン
、セルサイトなど）をより良く決定することができる。また、そのような通信は、ＤＳＡ
システムが、対象地理的エリアに資源をより良く割り当てることができるように、及び、
ユーザ毎、セクタ毎、基地局毎、セルクラスタ毎、ライセンスエリア毎などに資源をより
良く割り当てることができるようにする。
【００３２】
　様々な実施形態では、ＤＳＡＡＰコンポーネントは、ＤＳＡシステム及び電気通信ネッ
トワークの効率及び速度を向上させるため、ＤＳＣコンポーネントとＤＰＣコンポーネン
トとの間の通信を可能にする、促進する、サポートする又は増大するように構成すること
ができる。そのような通信は、ＤＰＣ及び／又はＤＳＣコンポーネントが、異なるネット
ワークにわたって資源をより良くプールすること、様々なネットワークにおいてトラフィ
ック及び資源使用をより良くモニタすること、入札及び入札情報をより効率的に伝達する
こと、コンポーネントの登録及び登録解除を素早く且つ効率的に行うこと、ならびに、バ
ックオフ動作をより良く実行することを可能にし得る。また、そのような通信は、入札、
インボイスの生成、資源の広告、資源の要求、資源の購入、入札認証情報の有効性の確認
などのための手順の性能及び効率を向上することによって、ＤＳＡ資源オークション動作



(14) JP 2016-527744 A 2016.9.8

10

20

30

40

50

の改善も行うことができる。
【００３３】
　様々な実施形態では、ＤＳＡＡＰコンポーネントは、様々なＤＳＡコンポーネント（例
えば、ＤＳＣ、ＤＰＣ、ｅＮｏｄｅＢなど）が、ＤＳＡＡＰプロトコルを使用した通信及
び様々なＤＳＡＡＰ方法の実行を行えるようにすることができる。例えば、ＤＳＡＡＰ方
法は、第１の電気通信ネットワーク（例えば、借主ネットワーク）の第１のＤＳＣサーバ
、第２の電気通信ネットワーク（例えば、貸主ネットワーク）の第２のＤＳＣサーバ、な
らびに、第１及び第２の電気通信ネットワーク外のＤＰＣサーバを含むＤＳＡシステムで
実行することができる。
【００３４】
　様々な実施形態において、ＤＳＡＡＰコンポーネントは、入札、資源割り当て、及び支
払い請求に関するＤＳＡ動作を補助し、サポートし、又は改善するように構成され得る。
かかるＤＳＡＡＰ／ＤＳＡ動作は、（ＤＰＣ／ＤＰＣプロセッサへの通信リンクを介して
）入札に利用可能な資源のリストをＤＳＣプロセッサ内で受信すること、受信した資源リ
スト内で識別される資源への入札に適した情報を含む入札要求メッセージ（例えばＤＳＣ
入札要求メッセージ）を生成すること、及び生成した入札要求メッセージを（通信リンク
経由で）ＤＰＣに送信することを含み得る。ＤＳＡＡＰ／ＤＳＡ動作は、ＤＰＣ処理がタ
イマを開始すること、通信リンクを介してＤＳＣから入札要求メッセージ（例えばＤＳＣ
入札要求）を受信すること、入札要求メッセージが有効かどうかを判定すること、及び入
札が有効であると判定することに応答して、ＤＳＣに入札受諾メッセージ（ＤＳＣ入札受
諾）を送信することも含み得る。次いでＤＰＣプロセッサは、入札タイマが切れたかどう
かを判定し、入札要求メッセージが有効であり、入札タイマが切れていると判定すること
に応答して、ＤＳＣが（すなわち入札要求メッセージ内に含まれる情報に基づき）資源を
割り当てられるべき落札者であるかどうかを判定することができる。ＤＰＣプロセッサは
、ＤＳＣが落札者であると判定することに応答して、通信リンクを介してＤＳＣに落札メ
ッセージを送信することができる。次いでＤＰＣプロセッサは、ＤＳＣと関連付けられた
借主ネットワークによるアクセス及び使用のために貸主ネットワークの資源を割り当てる
ことができる。
【００３５】
　一実施形態では、ＤＳＡＡＰ／ＤＳＡ動作が、貸主ネットワーク内のコンポーネントか
ら使用パラメータ及び支払い指示をＤＰＣプロセッサ内で受信すること、借主ネットワー
クによる割り当て資源のアクセス及び使用に対するインボイスを生成すること、及び生成
したインボイスをＤＳＣに送信することを含み得る。ＤＰＣプロセッサは、借主ネットワ
ークによる割り当て資源の使用に関する支払い指示及びインボイスを通信リンク経由でＤ
ＳＣに送信し、ＤＳＣから支払い情報を受信し、受信した支払い情報を使用してインボイ
スを清算することができる。
【００３６】
　一実施形態では、ＤＳＡＡＰ／ＤＳＡ動作が資源登録動作を含み得る。例えばＤＰＣプ
ロセッサは、貸主ネットワーク内の第２のＤＳＣから資源登録要求メッセージ（例えばＤ
ＳＣ資源登録要求）を受信し、受信した資源登録要求メッセージ内に含まれる情報を使用
して複数の資源を金融仲介プラットフォーム経由で入札又は購入できるようにし、複数の
資源を含めるための資源リストを生成するように構成され得る。入札要求メッセージは、
ＤＳＣの入札対象である特定の資源を識別する入札識別子情報要素（ＩＥ）、ＤＳＣの入
札対象である資源を含む特定のネットワークを識別するネットワーク識別子ＩＥ、及びＤ
ＳＣの入札対象である資源のアクセス及び使用のために提供される金額を識別する入札額
ＩＥを含み得る。一実施形態では、入札要求メッセージが有効かどうかを判定することは
、資源のアクセス及び使用のために提供される金額（すなわち入札要求メッセージ内の）
が、その資源の対応する貸主ネットワークから受信されるその資源の希望価格に等しいか
どうかを判定することを含み得る。
【００３７】
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　様々な実施形態において、ＤＳＡＡＰコンポーネントは、様々なＤＳＡコンポーネント
（例えばＤＳＣ、ＤＰＣ、ｅＮｏｄｅＢ等）がＤＳＡＡＰプロトコルを使用して通信し、
様々なＤＳＡＡＰ方法を実行することを可能にし得る。例えばＤＳＡＡＰ方法は、第１の
電気通信ネットワーク（例えば借主ネットワーク）内の第１のＤＳＣサーバと、第２の電
気通信ネットワーク（例えば貸主ネットワーク）内の第２のＤＳＣサーバと、第１の電気
通信ネットワーク及び第２の電気通信ネットワークの外側にあるＤＰＣサーバとを含む、
ＤＳＡシステム内で実行され得る。
【００３８】
　第１のＤＳＣは、第１の通信リンク（すなわち有線又は無線リンク）を介してＤＰＣに
結合される第１のＤＳＣプロセッサを含むことができ、第２のＤＳＣは、第２の通信リン
クを介してＤＰＣに結合される第２のＤＳＣプロセッサを含むことができる。さらに、第
１のＤＳＣ及び第２のＤＳＣのそれぞれはｅＮｏｄｅＢに結合され得る。例えば、第２の
ＤＳＣは、第３の通信リンクを介して第２の電気通信ネットワーク内のｅＮｏｄｅＢに結
合され得る。第１の通信リンク及び第２の通信リンクはＸｄインタフェース上で定めるこ
とができ、第３の通信リンクはＸｅインタフェース上で定めることができる。つまりＤＳ
Ｃは、ＤＳＡＡＰプロトコルを使用することによりＸｄインタフェースを介してＤＰＣと
通信することができ、ＤＳＣは、ＤＳＡＡＰプロトコルを使用することによりＸｅインタ
フェースを介してそのそれぞれのネットワーク内のｅＮｏｄｅＢと通信することができる
。
【００３９】
　一実施形態では、ｅＮｏｄｅＢプロセッサが、ネットワーク状態をモニタし、モニタリ
ングの結果に基づいて報告を生成し、生成した報告を第３の通信リンク経由で第２のＤＳ
Ｃに送信するように構成され得る。これは、ＤＳＡＡＰプロトコルを使用することによっ
て（すなわちＤＳＡＡＰ通信メッセージを送受信すること、及び／又は本出願で論じるＤ
ＳＡＡＰ方法のいずれかを実行することによって）実現され得る。一実施形態では、ネッ
トワーク状態をモニタすることが、第２の電気通信ネットワーク内のネットワークの混雑
、資源の使用量、及び資源の可用性のうちの１つをモニタすることを含み得る。
【００４０】
　様々な実施形態において、ＤＳＣプロセッサは、ＰＬＭＮ内の資源のアービトラージを
管理するように構成され得る。ＤＳＣプロセッサは、ネットワーク資源リスト、ならびに
現在の入札、進行中の入札、又は実行された入札に関する情報を維持するように構成され
得る。ＤＳＣプロセッサは、貸主ネットワーク内の借主ワイヤレスデバイスの移動性を管
理するために、入札に固有のＣＳＧ　ＩＤを維持するように構成され得る。ＤＳＣプロセ
ッサは、借主ネットワークから貸主ネットワークにワイヤレスデバイスをハンドオーバす
るように構成され得る。ＤＳＣプロセッサは、自らのネットワーク内のｅＮｏｄｅＢの混
雑状態を追跡し、ハンドオーバのためのターゲットｅＮｏｄｅＢを選択し、且つ／又はｅ
ＮｏｄｅＢ上のトラフィックを管理するように構成され得る。ＤＳＣプロセッサは、ネッ
トワーク内の資源のアービトラージを管理するように構成されても良い。
【００４１】
　一実施形態では、ＤＳＣプロセッサが、借主ｅＮｏｄｅＢのポリシ、ネットワーク負荷
、もしくは混雑、又は貸主ｅＮｏｄｅＢのネットワーク負荷／混雑に基づいてワイヤレス
デバイスをオフロードするように構成され得る。ＤＳＣプロセッサは、貸主ネットワーク
内の第１のコンポーネントから貸主ネットワーク内の第２のコンポーネントにワイヤレス
デバイスをオフロードするように構成され得る。ＤＳＣプロセッサは、ワイヤレスデバイ
スを貸主ネットワークから、そのワイヤレスデバイスが元々接続していた借主ネットワー
ク（又はワイヤレスデバイスのホームネットワーク）にハンドオーバして戻すように構成
され得る。
【００４２】
　様々な実施形態において、ＤＰＣプロセッサは、借主ＤＳＣと貸主ＤＳＣとの間のゲー
トウェイとして動作することにより、資源の使用及び割り当てを調整するように構成され
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得る。ＤＰＣプロセッサは、貸主ＤＳＣと借主ＤＳＣとの間で資源アービトラージブロー
カの役割を果たすように構成され得る。ＤＰＣプロセッサは、様々な貸主ネットワークの
資源をオークションに掲載し、オークションを管理し、高値での入札、落札、入札取消、
及び／又は入札撤回の通知を１つ又は複数のＤＳＣに送信し、借主ネットワーク及び貸主
ネットワークの請求システム又はポリシシステム内に入札特有の請求規則をインストール
するように構成され得る。
【００４３】
　様々な実施形態は、ＤＳＡシステムの効率及び速度を改善するために、データ及びコン
テキスト情報を記憶し管理するように構成されるＤＳＡコンポーネント（例えばＤＰＣ、
ＤＳＣ等）も含む。特定のデータ及びコンテキスト情報を記憶して管理することにより、
様々な実施形態はＤＳＡコンポーネントが改善されたＤＳＡ動作を行えるようにする。
【００４４】
　例えば一実施形態では、ＤＳＣコンポーネントがデータ及びコンテキスト情報を用いて
、第１の電気通信ネットワーク内のＤＳＣによってサービス提供されるセル内に割り当て
に利用可能な帯域幅があるかどうかを判定し、その帯域幅が割り当てに利用可能な期間及
び／又は帯域幅が利用可能な位置（例えばセルサイト）を識別するように構成され得る。
ＤＳＣコンポーネントは、記憶済みのコンテキスト情報を用いて、割り当てに利用可能な
帯域幅の量（及び／又は期間、セルサイト等）を識別し、かかる情報を識別する資源登録
要求メッセージを生成し、生成した資源登録要求メッセージをＤＰＣコンポーネントに送
信することもできる。
【００４５】
　ＤＰＣコンポーネントは、資源登録要求メッセージを受信して使用し、自らの記憶済み
のデータ及びコンテキスト情報を更新するように構成され得る。ＤＰＣは、自らの記憶済
みのデータ及びコンテキスト情報を使用し、受信した登録要求メッセージを受諾するかど
うかを判定するように構成されても良い。ＤＰＣはさらに、ＤＳＣからの登録要求メッセ
ージを受諾すること又は拒否することに応答して、自らのデータ及びコンテキスト情報を
更新することができる。例えばＤＰＣは、受信したメッセージ内で識別される帯域幅の量
を利用可能な資源のプールに登録し、その資源のプールについてオークションを行うこと
ができる。
【００４６】
　様々な実施形態において、ＤＳＣコンポーネントが記憶するデータ及びコンテキスト情
報は、ＤＳＣが管理する自らのネットワーク内のｅＮｏｄｅＢごとのｅＮｏｄｅＢ識別子
（ｅＮＢ　Ｉｄ）、及びアクティブな資源の入札ごとの入札識別子リスト（入札Ｉｄリス
ト）を含み得る。ｅＮｏｄｅＢ識別子（ｅＮＢ　Ｉｄ）ごとに、ＤＳＣコンポーネントは
、ｅＮｏｄｅＢ混雑状態情報及び入札ＩＤリストをさらに記憶することができる。入札ご
とに、ＤＳＣコンポーネントは、入札状態、入札役割、入札帯域幅、入札開始時間、入札
失効時間、貸主ネットワーク識別子、グリッド及びセル識別子リスト、ならびに／又はク
ローズド加入者グループ識別子をさらに記憶することができる。これらの情報要素のそれ
ぞれについては以下で詳細に論じる。
【００４７】
　概説では、入札状態情報要素の値は、「進行中のオークション」、「落札」、「入札取
消」、「入札撤回」、「入札資源割り当て」、「入札資源使用中」、「入札資源失効」、
又は「ヌル」のうちの１つであり得る。入札役割情報要素は、ＤＳＣコンポーネントの役
割（例えば「貸主」、「借主」等）を識別する情報を含むことができる。入札帯域幅情報
要素は、入札の一環として利用可能なアップリンク及び／又はダウンリンク帯域幅を識別
することができる。入札開始時間情報要素は、資源が入札、割り当て、又は使用のために
利用できるようになる時間を識別することができる。入札失効時間情報要素は、資源が失
効する時間を識別することができる。貸主ネットワーク（又は貸主ＰＬＭＮ）は、資源の
アクセス及び使用に関する入札に勝ったネットワークを識別することができる。グリッド
及びセル識別子リストは、入札の一部であるグリッド及び／又はセルのリストとすること
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ができる。クローズド加入者グループ識別子は、入札に関連するＣＳＧ　Ｉｄとすること
ができ、貸主によって落札される時点まで、及び／又はＤＰＣがＣＳＧ　Ｉｄをインスト
ールする時点までゼロに設定され得る。
【００４８】
　ＤＰＣコンポーネントが記憶するデータ及びコンテキスト情報は、ＤＰＣコンポーネン
トに登録される各ＤＳＣ、各ＤＳＣの役割、ＤＳＣのＰＬＭＮ、及びＤＳＣのＩＰアドレ
スを識別するＤＳＣリストを含み得る。さらに、ＤＰＣコンポーネントは、アクティブな
資源の入札ごとに入札識別子リスト（入札Ｉｄリスト）を記憶することもできる。それら
の入札のそれぞれについて、ＤＰＣは、入札状態、入札役割、落札者リスト、落札者、入
札帯域幅、入札開始時間、入札失効時間、貸主ネットワーク識別子、グリッド及びセル識
別子リスト、ならびにクローズド加入者グループ識別子をさらに記憶することができる。
これらの情報要素のそれぞれについては以下で詳細に論じる。
【００４９】
　概説では、入札状態情報要素の値は、「進行中のオークション」、「落札」、「入札取
消」、「入札撤回」、「入札資源割り当て」、「入札資源使用中」、「入札資源失効」、
又は「ヌル」のうちの１つであり得る。入札者リストは、オークション／ＤＳＡ動作に参
加している各ＤＳＣのＤＣＳ識別子を含み得る。入札役割情報要素は、オークション／Ｄ
ＳＡ動作内の登録された各ＤＳＣコンポーネントの役割（例えば「貸主」、「借主」等）
を識別する情報を含むことができる。落札者情報要素は、落札者のＤＳＣ　Ｉｄ及びＰＬ
ＭＮ　Ｉｄを含むことができる。入札帯域幅情報要素は、入札の一環として利用可能なア
ップリンク及び／又はダウンリンク帯域幅を識別することができる。入札開始時間情報要
素は、資源が利用できるようになる時間を識別することができる。入札失効時間情報要素
は、資源が失効する時間を識別することができる。貸主ネットワーク（又は貸主ＰＬＭＮ
）は、資源のアクセス及び使用に関する入札に勝ったネットワークを識別することができ
る。グリッド及びセル識別子リストは、入札の一部であるグリッド及び／又はセルのリス
トとすることができる。クローズド加入者グループ識別子は、入札に関連するＣＳＧ　Ｉ
ｄとすることができ、貸主によって落札される時点まで、及び／又はＤＰＣがＣＳＧ　Ｉ
ｄをインストールする時点までゼロに設定され得る。
【００５０】
　様々な実施形態は、各種の通信システム内で実装することができ、その例が図１Ａ～１
Ｅに示される。図１Ａを参照すると、ワイヤレスデバイス１０２は、基地局１１１に及び
基地局１１１から音声、データ及び制御信号を送信及び受信するように構成することがで
き、基地局１１１は、ベーストランシーバ基地局（ＢＴＳ）、ＮｏｄｅＢ、ｅＮｏｄｅＢ
などであり得る。基地局１１１は、アクセスゲートウェイ１１３と通信することができ、
アクセスゲートウェイ１１３は、コントローラ、ゲートウェイ、サービングゲートウェイ
（ＳＧＷ）、パケットデータネットワークゲートウェイ（ＰＧＷ）、進化型パケットデー
タゲートウェイ（ｅＰＤＧ）、パケットデータサービングノード（ＰＤＳＮ）、サービン
グＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）、任意の同様のコンポーネント又はそれらの提供
される特徴／機能の組合せのうちの１つ又は複数を含み得る。これらの構造はよく知られ
ているため及び／又は以下でさらに詳細に論じているため、最も関連する特徴に関する説
明に焦点を置くために図１Ａからある特定の詳細を省略している。
【００５１】
　アクセスゲートウェイ１１３は、ワイヤレスデバイスのトラフィックの出入りの主要点
の働きをするならびに／あるいはワイヤレスデバイス１０２をワイヤレスデバイス１０２
の即時のサービスプロバイダ及び／又はパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）に接続す
るいかなる論理及び／又は機能コンポーネントでもあり得る。アクセスゲートウェイ１１
３は、音声、データ及び制御信号をユーザデータパケットとして他のネットワークコンポ
ーネントに転送すること、外部のパケットデータネットワークへの接続性を提供すること
、コンテキスト（例えば、ネットワーク内部ルーティング情報など）を管理及び格納する
こと、ならびに、異なる技術（例えば、３ＧＰＰ及び非３ＧＰＰシステム）間のアンカの
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役割を果たすことができる。アクセスゲートウェイ１１３は、インターネット１０５への
及びインターネット１０５からのデータの送信及び受信、ならびに、外部のサービスネッ
トワーク１０４、インターネット１０５、他の基地局１１１、ワイヤレスデバイス１０２
への及び外部のサービスネットワーク１０４、インターネット１０５、他の基地局１１１
、ワイヤレスデバイス１０２からの音声、データ及び制御信号の送信及び受信を調整する
ことができる。
【００５２】
　様々な実施形態では、基地局１１１及び／又はアクセスゲートウェイ１１３は、様々な
ネットワーク資源（例えば、ＲＦスペクトル、ＲＦスペクトル資源など）の利用可能性、
割り当て、アクセス及び使用を動的に管理するように構成された動的スペクトルアービト
ラージ（ＤＳＡ）システムと結合することができる（例えば、有線又は無線通信リンクを
介して）。ＤＳＡシステムについては、以下でさらに詳細に論じる。
【００５３】
　図１Ｂは、各種の通信システム／技術（例えば、ＧＰＲＳ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ｃｄｍ
ａＯｎｅ、ＣＤＭＡ２０００（商標））を使用してサービスネットワーク１０４（そして
最終的にインターネット１０５）に及びサービスネットワーク１０４から音声、データ及
び制御信号を送信及び受信するようにワイヤレスデバイス１０２を構成できることを示し
、それらのいずれか又は全ては、様々な実施形態によってサポートすること又は様々な実
施形態の実装に使用することができる。
【００５４】
　図１Ｂに示される例では、ワイヤレスデバイス１０２から送信されたロングタームエボ
リューション（ＬＴＥ）及び／又は進化型ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク（
Ｅ－ＵＴＲＡＮ：ｅｖｏｌｖｅｄ　ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａ
ｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）データは、ｅＮｏｄｅＢ　１１６によって受信
され、コアネットワーク１２０内に位置するサービングゲートウェイ（ＳＧＷ）１１８に
送信される。ｅＮｏｄｅＢ　１１６は、シグナリング／制御情報（例えば、呼び出しセッ
トアップ、セキュリティ、認証などについての情報）をモビリティー管理実体（ＭＭＥ）
１３０に送信することができる。ＭＭＥ　１３０は、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１３
２からユーザ／予約購入情報を要求すること、他のＭＭＥコンポーネントと通信すること
、様々な管理タスク（例えば、ユーザ認証、ローミング制限の実施など）を実行すること
、ＳＧＷ　１１８を選択すること、ならびに、認証及び管理情報をｅＮｏｄｅＢ　１１６
及び／又はＳＧＷ　１１８に送信することができる。ＭＭＥ　１３０から認証情報（例え
ば、認証完了表示、選択されたＳＧＷの識別子など）が受信され次第、ｅＮｏｄｅＢ　１
１６は、ワイヤレスデバイス１０２から受信されたデータを選択されたＳＧＷ　１１８に
送信することができる。ＳＧＷ　１１８は、受信されたデータについての情報（例えば、
ＩＰベアラサービスのパラメータ、ネットワーク内部ルーティング情報など）を格納し、
ユーザデータパケットをポリシ制御実施機能（ＰＣＥＦ）及び／又はパケットデータネッ
トワークゲートウェイ（ＰＧＷ）１２８に転送することができる。
【００５５】
　図１Ｂは、ワイヤレスデバイス１０２から送信された汎用パケット無線サービス（ＧＰ
ＲＳ：ｇｅｎｅｒａｌ　ｐａｃｋｅｔ　ｒａｄｉｏ　ｓｅｒｖｉｃｅ）データをベースト
ランシーバ基地局（ＢＴＳ）１０６によって受信し、基地局コントローラ（ＢＳＣ）及び
／又はパケット制御ユニット（ＰＣＵ）コンポーネント（ＢＳＣ／ＰＣＵ）１０８に送信
できることをさらに示す。ワイヤレスデバイス１０２から送信された符号分割多重アクセ
ス（ＣＤＭＡ：ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）データ
は、ベーストランシーバ基地局１０６によって受信し、基地局コントローラ（ＢＳＣ）及
び／又はパケット制御機能（ＰＣＦ）コンポーネント（ＢＳＣ／ＰＣＦ）１１０に送信す
ることができる。ワイヤレスデバイス１０２から送信されたユニバーサルモバイル電気通
信システム（ＵＭＴＳ：ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃ
ａｔｉｏｎｓ　ｓｙｓｔｅｍ）データは、ＮｏｄｅＢ　１１２によって受信し、無線ネッ
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トワークコントローラ（ＲＮＣ）１１４に送信することができる。
【００５６】
　ＢＳＣ／ＰＣＵ　１０８、ＢＳＣ／ＰＣＦ　１１０及びＲＮＣ　１１４コンポーネント
は、ＧＰＲＳ、ＣＤＭＡ及びＵＭＴＳデータをそれぞれ処理し、処理されたデータをコア
ネットワーク１２０内のコンポーネントに送信することができる。より具体的には、ＢＳ
Ｃ／ＰＣＵ　１０８及びＲＮＣ　１１４ユニットは、処理されたデータをサービングＧＰ
ＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）１２２に送信することができ、ＢＳＣ／ＰＣＦ　１１０
は、処理されたデータをパケットデータサービングノード（ＰＤＳＮ）及び／又は高速パ
ケットデータサービングゲートウェイ（ＨＳＧＷ）コンポーネント（ＰＤＳＮ／ＨＳＧＷ
）１２６に送信することができる。ＰＤＳＮ／ＨＳＧＷ　１２６は、無線アクセスネット
ワークとＩＰベースのＰＣＥＦ／ＰＧＷ　１２８との間の接続点の役割を果たし得る。Ｓ
ＧＳＮ　１２２は、特定の地理的サービスエリア内のデータのルーティングに対する責任
を有することができ、シグナリング（制御プレーン）情報（例えば、呼び出しセットアッ
プ、セキュリティ、認証などについての情報）をＭＭＥ　１３０に送信することができる
。ＭＭＥ　１３０は、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１３２からユーザ及び予約購入情報
を要求すること、様々な管理タスク（例えば、ユーザ認証、ローミング制限の実施など）
を実行すること、ＳＧＷ　１１８を選択すること、ならびに、管理及び／又は認証情報を
ＳＧＳＮ　１２２に送信することができる。
【００５７】
　ＳＧＳＮ　１２２は、ＭＭＥ　１３０からの認証情報の受信に応答して、ＧＰＲＳ／Ｕ
ＭＴＳデータを選択されたＳＧＷ　１１８に送信することができる。ＳＧＷ　１１８は、
データについての情報（例えば、ＩＰベアラサービスのパラメータ、ネットワーク内部ル
ーティング情報など）を格納し、ユーザデータパケットをＰＣＥＦ／ＰＧＷ　１２８に転
送することができる。ＰＣＥＦ／ＰＧＷ　１２８は、シグナリング（制御プレーン）情報
をポリシ制御規則機能（ＰＣＲＦ）１３４に送信することができる。ＰＣＲＦ　１３４は
、加入者データベースにアクセスすること、一連のポリシ規則を作成すること、及び、他
の専門的な機能を実行する（例えば、オンライン／オフライン請求システム、アプリケー
ション機能などと相互作用する）ことができる。次いで、ＰＣＲＦ　１３４は、実施のた
めにポリシ規則をＰＣＥＦ／ＰＧＷ　１２８に送信することができる。ＰＣＥＦ／ＰＧＷ
　１２８は、帯域幅、サービス品質（ＱｏＳ）、データの特徴、及び、サービスネットワ
ーク１０４とエンドユーザとの間で伝達されるサービスを制御するためにポリシ規則を実
装することができる。
【００５８】
　様々な実施形態では、上記で論じられるコンポーネントのいずれか又は全て（例えば、
コンポーネント１０２～１３４）は、電気通信資源の利用可能性、割り当て、アクセス及
び使用を動的に管理するように構成されたＤＳＡシステムと結合するか又はＤＳＡシステ
ムに含めることができる。
【００５９】
　図１Ｃは、ＤＳＡシステム１４２及び進化型ユニバーサル地上無線アクセスネットワー
ク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：ｅｖｏｌｖｅｄ　ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　
ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）１４０を含むシステム１００の一実施形態
における様々な論理コンポーネント及び通信リンクを示す。図１Ｃに示される例では、Ｄ
ＳＡシステム１４２は、動的スペクトルコントローラ（ＤＳＣ）１４４コンポーネントと
、動的スペクトルポリシコントローラ（ＤＰＣ）１４６コンポーネントとを含む。Ｅ－Ｕ
ＴＲＡＮ　１４０は、コアネットワーク１２０と結合された（例えば、ＭＭＥ、ＳＧＷな
どへの接続を介して）多数の相互接続されたｅＮｏｄｅＢ　１１６を含む。
【００６０】
　様々な実施形態では、ＤＳＣ　１４４は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ　１４０に含めるか又はＥ－
ＵＴＲＡＮ　１４０と結合することができ、いずれの場合も、そのコアネットワーク１２
０の一部として又はコアネットワーク１２０外に含めるか又は結合することができる。一
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実施形態では、ＤＳＣ　１４４は、１つ又は複数のｅＮｏｄｅＢ　１１６と直接結合する
ことができる（例えば、有線又は無線通信リンクを介して）。
【００６１】
　ｅＮｏｄｅＢ　１１６は、Ｘｅインタフェース／基準点を介してＤＳＣ　１４４と通信
するように構成することができる。様々な実施形態では、ＤＳＣとｅＮｏｄｅＢ　１１６
との間のＸｅ基準点は、ＤＳＡＡＰプロトコル、ＴＲ－０６９プロトコル及び／又はＴＲ
－１９２データモデル拡張を使用して、ｅＮｏｄｅＢ　１１６における利用可能な資源の
リストアップ及びｅＮｏｄｅＢ　１１６への入札／買い確認についての通知をサポートす
ることができる。ＤＳＣ　１４４は、Ｘｄインタフェース／基準点を介してＤＰＣ　１４
６と通信するように構成することができる。ＤＳＣとＤＰＣとの間のＸｄ基準点は、動的
スペクトル及び資源アービトラージ動作のためのＤＳＡＡＰプロトコルを使用することが
できる。ｅＮｏｄｅＢ　１１６は、相互接続することができ、Ｘ２インタフェース／基準
点を介して通信するように構成することができ、Ｘ２インタフェース／基準点もまた、情
報を伝達するためにＤＳＡＡＰプロトコルを使用することができる。ｅＮｏｄｅＢ　１１
６は、Ｓ１インタフェースを介してコアネットワーク１２０のコンポーネントと通信する
ように構成することができる。例えば、ｅＮｏｄｅＢ　１１６は、Ｓ１－ＭＭＥインタフ
ェースを介してＭＭＥ　１３０に接続すること、及び、Ｓ１－Ｕインタフェースを介して
ＳＧＷ　１１８に接続することができる。Ｓ１インタフェースは、ＭＭＥ　１３０と、Ｓ
ＧＷ　１１８と、ｅＮｏｄｅＢ　１１６との間の多対多関係をサポートすることができる
。一実施形態では、ＤＰＣ及び／又はＤＳＣコンポーネントは、ＨＳＳ　１３２コンポー
ネントと通信するように構成することもできる。
【００６２】
　ｅＮｏｄｅＢ　１１６は、ワイヤレスデバイス１０２に対するユーザプレーン（例えば
、ＰＤＣＰ、ＲＬＣ、ＭＡＣ、ＰＨＹ）及び制御プレーン（ＲＲＣ）プロトコル終端を提
供するように構成することができる。すなわち、ｅＮｏｄｅＢ　１１６は、ワイヤレスデ
バイス１０２に対する全ての無線プロトコルの終端点の働きをし、音声（例えば、ＶｏＩ
Ｐなど）、データ及び制御信号をコアネットワーク１２０のネットワークコンポーネント
に中継することによって、ワイヤレスデバイス１０２とコアネットワーク１２０との間の
ブリッジ（例えば、層２ブリッジ）の役割を果たし得る。また、ｅＮｏｄｅＢ　１１６は
、無線インタフェースの使用を制御すること、要求に基づいて資源を割り当てること、様
々なサービス品質（ＱｏＳ）要件に従ってトラフィックの優先順位付け及びスケジューリ
ングを行うこと、ネットワーク資源の使用をモニタすることなど、様々な無線資源管理動
作を実行するように構成することもできる。それに加えて、ｅＮｏｄｅＢ　１１６は、無
線信号レベル測定値を収集し、収集された無線信号レベル測定値を分析し、分析の結果に
基づいてワイヤレスデバイス１０２（又はモバイルデバイスへの接続）を別の基地局（例
えば、第２のｅＮｏｄｅＢ）に引き渡すように構成することができる。
【００６３】
　ＤＳＣ　１４４及びＤＰＣ　１４６は、異なるＥ－ＵＴＲＡＮ　１４０間で無線周波数
及び他のネットワーク資源を共有するための動的スペクトルアービトラージプロセスを管
理するように構成された機能コンポーネントであり得る。例えば、ＤＰＣ　１４６コンポ
ーネントは、Ｅ－ＵＴＲＡＮネットワークのＤＳＣ　１４４と通信することによって、複
数のＥ－ＵＴＲＡＮネットワーク間のＤＳＡ動作及び相互作用を管理するように構成する
ことができる。
【００６４】
　図１Ｄは、様々な実施形態によるＤＳＡ動作の実行における使用に適した通信システム
１０１に含めることができる様々な論理及び機能コンポーネントを示す。図１Ｄに示され
る例では、通信システム１０１は、ｅＮｏｄｅＢ　１１６、ＤＳＣ　１４４、ＤＰＣ　１
４６、ＭＭＥ　１３０、ＳＧＷ　１１８及びＰＧＷ　１２８を含む。
【００６５】
　ｅＮｏｄｅＢ　１１６は、ＤＳＣアプリケーションプロトコル及び混雑モニタリングモ
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ジュール１５０、セル間無線資源管理（ＲＲＭ）モジュール１５１、無線ベアラ（ＲＢ）
制御モジュール１５２、接続移動性モビリティー制御モジュール１５３、無線許可制御モ
ジュール１５４、ｅＮｏｄｅＢ測定配置及び規定モジュール１５５、ならびに、動的な資
源割り当てモジュール１５６を含み得る。これらのモジュール１５０～１５６の各々は、
ハードウェア、ソフトウェア又はハードウェアとソフトウェアの組合せで実装することが
できる。
【００６６】
　それに加えて、ｅＮｏｄｅＢ　１１６は、無線資源制御（ＲＲＣ）層１５７、パケット
データ収束プロトコル（ＰＤＣＰ）層１５８、無線リンク制御（ＲＬＣ）層１５９、媒体
アクセス制御（ＭＡＣ）層１６０及び物理（ＰＨＹ）層１６１を含む様々なプロトコル層
を含み得る。これらのプロトコル層の各々では、様々なハードウェア及び／又はソフトウ
ェアコンポーネントは、その層に割り当てられた責任に見合った機能性を実装することが
できる。例えば、データストリームは、物理層１６１で受信することができ、物理層１６
１は、無線受信機、バッファ、ならびに、復調する、無線周波数（ＲＦ）信号内のシンボ
ルの認識する、及び受信されたＲＦ信号から生のデータを抽出するための他の動作を実行
する、という動作を実行する処理コンポーネントを含み得る。
【００６７】
　ＤＳＣ　１４４は、ｅＮｏｄｅＢ地理的境界管理モジュール１６２、ｅＮｏｄｅＢ資源
及び混雑管理モジュール１６３、ストリーム制御伝送プロトコル（ＳＣＴＰ）モジュール
１６４、層２（Ｌ２）バッファモジュール１６５及び層１（Ｌ１）バッファモジュール１
６６を含み得る。ＤＰＣ　１４６は、ｅＮｏｄｅＢ資源入札管理モジュール１６７、ＤＳ
Ｃ間通信モジュール１６８、ＳＣＴＰ／ＤＩＡＭＥＴＥＲモジュール１６９、Ｌ２バッフ
ァモジュール１７０及びＬ１バッファモジュール１７１を含み得る。ＭＭＥ　１３０は、
非アクセス層（ＮＡＳ）セキュリティモジュール１７２、アイドル状態モビリティー処理
モジュール１７３及び進化型パケットシステム（ＥＰＳ）ベアラ制御モジュール１７４を
含み得る。ＳＧＷ　１１８は、モビリティーアンカリングモジュール１７６を含み得る。
ＰＧＷ　１２８は、ＵＥ　ＩＰアドレス割り当てモジュール１７８及びパケットフィルタ
リングモジュール１７９を含み得る。これらのモジュール１６２～１７９の各々は、ハー
ドウェア、ソフトウェア又はハードウェアとソフトウェアの組合せで実装することができ
る。
【００６８】
　ｅＮｏｄｅＢ　１１６は、Ｓ１インタフェース／プロトコルを介してＳＧＷ　１１８及
び／又はＭＭＥ　１３０と通信するように構成することができる。また、ｅＮｏｄｅＢ　
１１６は、Ｘｅインタフェース／プロトコルを介してＤＳＣ　１４４と通信するように構
成することもできる。ＤＳＣ　１４４は、Ｘｄインタフェース／プロトコルを介してＤＰ
Ｃ　１４６と通信するように構成することができる。
【００６９】
　ｅＮｏｄｅＢ　１１６は、無線ベアラ制御、無線許可制御、接続モビリティー制御、ア
ップリンクとダウンリンク（スケジューリング）の両方におけるワイヤレスデバイス１０
２への資源の動的割り当てなどの無線資源管理のための機能を含む様々な機能を提供する
ために様々な動作を実行する（例えば、モジュール／層１５０～１６１を介して）ように
構成することができる。また、これらの機能は、ＩＰヘッダ圧縮及びユーザデータストリ
ームの暗号化、ＵＥによって提供された情報からＭＭＥ　１３０へのルーティングが決定
されない際のＵＥアタッチメントにおけるＭＭＥの選択、ＳＧＷ　１１８に対するユーザ
プレーンデータのルーティング、ページングメッセージのスケジューリング及び伝送（Ｍ
ＭＥから生じる）、放送情報のスケジューリング及び伝送（ＭＭＥから生じる）、移動性
及びスケジューリングのための測定及び測定レポート構成、公的警報システム（例えば、
地震及び津波警報システム、商用モバイル警告サービスなど）メッセージのスケジューリ
ング及び伝送（ＭＭＥから生じる）、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）取り扱い、な
らびに、アップリンクにおけるトランスポートレベルパケットマーキングも含み得る。一
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実施形態では、ｅＮｏｄｅＢ　１１６は、Ｓ１／Ｘ２プロキシ機能性、Ｓ１１終端及び／
又は中継ノード（ＲＮ）をサポートするためのＳＧＷ／ＰＧＷ機能性などの追加の機能を
提供するために様々な動作を実行するように構成されたドナーｅＮｏｄｅＢ（ＤｅＮＢ）
であり得る。
【００７０】
　ＭＭＥ　１３０は、非アクセス層（ＮＡＳ）シグナリング、ＮＡＳシグナリングセキュ
リティ、アクセス層（ＡＳ）セキュリティ制御、３ＧＰＰアクセスネットワーク間の移動
のためのＣＮノード間シグナリング、アイドルモードＵＥ到達可能性（ページング再伝送
の制御及び実行を含む）、追跡エリアリスト管理（例えば、アイドル及びアクティブモー
ドのワイヤレスデバイスのため）、ＰＧＷ及びＳＧＷ選択、ＭＭＥ変更に伴うハンドオー
バのためのＭＭＥ選択、２Ｇ又は３Ｇ　３ＧＰＰアクセスネットワークへのハンドオーバ
のためのＳＧＳＮ選択、ローミング、認証、専用ベアラ確立を含むベアラ管理機能、公的
警報システム（例えば、地震及び津波警報システム、商用モバイル警告サービスなど）メ
ッセージ伝送のためのサポート、ならびに、ページング最適化の実行を含む様々な機能を
提供するために様々な動作を実行する（例えば、モジュール１７２～１７５を介して）よ
うに構成することができる。また、ＭＭＥモジュールは、様々なデバイス状態及び取り付
け／取り外し状態情報をＤＳＣに伝達することもできる。一実施形態では、ＭＭＥ　１３
０は、マクロｅＮｏｄｅＢに対するＣＳＧ　ＩＤに基づいてページングマッサージをフィ
ルタリングしないように構成することができる。
【００７１】
　ＳＧＷ　１１８は、モビリティーアンカリング（例えば、３ＧＰＰ間の移動のため）、
ｅＮｏｄｅＢ間ハンドオーバのためのローカルモビリティーアンカポイントとしての働き
、Ｅ－ＵＴＲＡＮアイドルモードダウンリンクパケットバッファリング、ネットワークト
リガサービス要求手順の開始、合法的通信傍受、パケットルーティング及び転送、アップ
リンク（ＵＬ）及びダウンリンク（ＤＬ）におけるトランスポートレベルパケットマーキ
ング、オペレータ間請求のためのユーザ及びＱｏＳクラス識別子（ＱＣＩ）粒度に関する
説明、アップリンク（ＵＬ）及びダウンリンク（ＤＬ）請求（例えば、デバイス、ＰＤＮ
及び／又はＱＣＩ毎）などを含む様々な機能を提供するために様々な動作を実行する（例
えば、モジュール１７６を介して）ように構成することができる。
【００７２】
　ＰＧＷ　１２８は、ユーザ毎のパケットフィルタリング（例えば、徹底的なパケット検
査によって）、合法的通信傍受、ＵＥ　ＩＰアドレス割り当て、アップリンク及びダウン
リンクにおけるトランスポートレベルパケットマーキング、ＵＬ及びＤＬサービスレベル
請求、ゲーティング及びレート実施、ＡＰＮ総最大ビットレート（ＡＭＢＲ）に基づくＤ
Ｌレート実施などを含む様々な機能を提供するために様々な動作を実行する（例えば、モ
ジュール１７８～１７９を介して）ように構成することができる。
【００７３】
　ＤＳＣ　１４４は、ネットワーク（例えば、ＰＬＭＮ）内の資源アービトレーション動
作の管理、ネットワーク資源リストの追跡、進行中の現在の入札の追跡、実行された入札
の追跡、ならびに、貸主ネットワークにおける借主ワイヤレスデバイス１０２のモビリテ
ィー管理のための入札特有のクローズド加入者グループ（ＣＳＧ）識別子（ＣＳＧ－ＩＤ
）の追跡を含む様々な機能を提供するために様々な動作を実行する（例えば、モジュール
１６２～１６６を介して）ように構成することができる。ＤＳＣ　１４４は、借主ネット
ワークから貸主ネットワークにワイヤレスデバイス１０２を引き渡し（すなわち、ハンド
インを実行する）、貸主ネットワークから借主ネットワークにワイヤレスデバイス１０２
を引き戻す（すなわち、バックオフを実行する）ように構成することができる。
【００７４】
　また、ＤＳＣ　１４４は、ｅＮｏｄｅＢの混雑状態を追跡し、ハンドオーバに対する対
象ｅＮｏｄｅＢを選択し、貸主ｅＮｏｄｅＢ上のトラフィックを管理するように構成する
こともできる。ＤＳＣ　１４４は、構成されたポリシに基づいて、借主ネットワークから



(23) JP 2016-527744 A 2016.9.8

10

20

30

40

50

貸主ネットワーク内の他の負荷が少ないｅＮｏｄｅＢ　１１６にユーザトラフィックをオ
フロードする（例えば、優先度の低いユーザトラフィックをオフロードする、優先度の高
いユーザトラフィックをオフロードする、特定のＱｏＳを有するユーザトラフィックをオ
フロードするなど）ように構成することができる。また、ＤＳＣ　１４４は、貸主ネット
ワークから借主ネットワークにワイヤレスデバイス１０２を引き戻すためにバックオフ動
作を実行することもできる。また、ＤＳＣ　１４４は、システムの１つ又は複数のｅＮｏ
ｄｅＢから収集又は受信される混雑情報の履歴をモニタ、管理及び／又は維持するように
構成することもできる。
【００７５】
　ＤＰＣ　１４６は、貸主及び借主ネットワーク（例えば、ＰＬＭＮ）のＤＳＣ　１４４
間の資源アービトラージブローカとしての機能、オークションのための様々な貸主ネット
ワークからの資源のリストアップ、オークションプロセスの管理を含む様々な機能を提供
するために様々な動作を実行する（例えば、モジュール１６７～１７１を介して）ように
構成することができる。ＤＰＣ　１４６は、高値での入札、落札、入札取消、入札撤回及
び入札終了の通知をＤＳＣ　１４４に送信し、借主及び貸主ネットワークのオンライン及
び／又はオフライン請求システムで入札特有の請求規則をインストールし、借主及び貸主
ＤＳＣ　１４４間のゲートウェイの役割を果たすことによってＤＳＣ　１４４間の資源使
用量を調整するように構成することができる。
【００７６】
　図１Ｅは、ＤＳＡ動作及び相互作用を管理するように構成されたＤＰＣ　１４６によっ
て相互接続された２つのＥ－ＵＴＲＡＮ　１４０ａ、１４０ｂを含む例示的な通信システ
ム１０３のネットワークコンポーネント及び情報フローを示す。図１Ｅに示される例では
、各Ｅ－ＵＴＲＡＮ　１４０ａ、１４０ｂは、そのコアネットワーク１２０ａ、１２０ｂ
の外側のｅＮｏｄｅＢ　１１６ａ、１１６ｂと、コアネットワーク１２０ａ、１２０ｂの
内側のＤＳＣ　１４４ａ、１４４ｂとを含む。
【００７７】
　ＤＳＣ　１４４ａ、１４４ｂは、Ｘｄインタフェースを介してＤＰＣ　１４６と通信す
るように構成することができる。また、ＤＳＣ　１４４ａ、１４４ｂは、ＰＣＲＦ　１３
４、ＨＳＳ　１３２及びＰＣＥＦ／ＰＧＷ　１２８（図１Ｅでは図示せず）など、ＤＳＣ
　１４４ａ、１４４ｂのそれぞれのコアネットワーク１２０ａ、１２０ｂの様々なネット
ワークコンポーネントに直接又は間接的に接続することもできる。実施形態では、ＤＳＣ
　１４４ａ、１４４ｂのうちの１つ又は複数は、ｅＮｏｄｅＢ　１１６ａ、１１６ｂのう
ちの１つ又は複数に直接接続することができる。
【００７８】
　上記で言及される接続及び通信リンクに加えて、システム１０３は、異なるＥ－ＵＴＲ
ＡＮ（例えば、Ｅ－ＵＴＲＡＮ　１４０ａ及び１４０ｂ）のコンポーネント間のデータフ
ロー及び通信に対応するために追加の接続／リンクを含み得る。例えば、システム１０３
は、第２のＥ－ＵＴＲＡＮ　１４０ｂのｅＮｏｄｅＢ　１１６ｂと第１のＥ－ＵＴＲＡＮ
　１４０ａのＳＧＷ　１１８との間の接続／通信リンクを含み得る。別の例として、シス
テム１０３は、第２のＥ－ＵＴＲＡＮ　１４０ｂのＳＧＷ　１１８と第１のＥ－ＵＴＲＡ
Ｎ　１４０ａのＰＧＷ　１２８との間の接続／通信リンクを含み得る。関連実施形態の論
考に焦点を置くため、図１Ｅでは、これらの追加のコンポーネント、接続及び通信リンク
は示さない。
【００７９】
　以下でさらに詳細に論じられるように、ＤＳＣ　１４４ａ、１４４ｂは、スペクトル資
源の利用可能性に関する情報（例えば、ｅＮｏｄｅＢ、ＰＣＲＦ、ＰＣＥＦ、ＰＧＷなど
から受信された情報）をＤＰＣ　１４６に送信するように構成することができる。この情
報は、各ネットワーク又はサブネットワークの現在の及び予想される将来の使用及び／又
は容量に関連するデータを含み得る。ＤＰＣ　１４６は、そのような情報を受信及び使用
して、第１のＥ－ＵＴＲＡＮ　１４０ａからの第２のＥ－ＵＴＲＡＮ　１４０ｂへの（逆
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もまた同様）利用可能な資源のインテリジェントな割り当て、転移、管理、調整又はリー
スを行うように構成することができる。
【００８０】
　例えば、ＤＰＣ　１４６は、動的スペクトルアービトラージ動作の一部として、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡＮ　１４０ａ（すなわち、貸主ネットワーク）から第２のＥ－ＵＴＲＡＮ　１４０
ｂ（すなわち、借主ネットワーク）へのスペクトル資源の割り当てを調整するように構成
することができる。そのような動作は、第１のＥ－ＵＴＲＡＮ　１４０ａの割り当てられ
たスペクトル資源を使用できるように、通信リンク１４３を介して第２のＥ－ＵＴＲＡＮ
　１４０ｂのｅＮｏｄｅＢ　１１６ｂにワイヤレスで接続されたワイヤレスデバイス１０
２を第１のＥ－ＵＴＲＡＮ　１４０ａのｅＮｏｄｅＢ　１１６ａに受け渡すことができる
ようにすることができる。このハンドオフ手順の一部として、ワイヤレスデバイス１０２
は、第１のＥ－ＵＴＲＡＮ　１４０ａのｅＮｏｄｅＢ　１１６ａへの新しい接続１４１を
確立し、元のｅＮｏｄｅＢ　１１６ｂへのワイヤレス接続１４３を終了し、まるで第２の
Ｅ－ＵＴＲＡＮ　１４０ｂに含まれているかのように、第１のＥ－ＵＴＲＡＮ　１４０ａ
の割り当てられた資源を使用することができる。ＤＳＡ動作は、第１のＤＳＣ　１４４ａ
が、第１の資源／時間帯に対しては貸主ＤＳＣであり、第２の資源又は別の時間帯に対し
ては借主ＤＳＣであるように実行することができる。
【００８１】
　一実施形態では、ＤＳＡ及び／又はハンドオフ動作は、ワイヤレスデバイス１０２が受
け渡された後に元のネットワークへのデータ接続（又は元のネットワークによって管理さ
れるデータ接続）を維持するように実行することができる。例えば、ＤＳＡ及び／又はハ
ンドオフ動作は、ワイヤレスデバイス１０２が第１のＥ－ＵＴＲＡＮ　１４０ａのｅＮｏ
ｄｅＢ　１１６ａに受け渡された後に第２のＥ－ＵＴＲＡＮ　１４０ｂのＰＧＷ　１２８
へのデータフロー接続を維持するように実行することができる。
【００８２】
　図２Ａは、一実施形態による、資源を割り当てる例示的なＤＳＡ方法２００を示す。方
法２００は、ＤＰＣ　１４６コンポーネントの処理コア（例えば、サーバコンピューティ
ングデバイスなど）によって実行することができる。
【００８３】
　ブロック２０２では、ＤＰＣ　１４６は、第１の通信ネットワーク（例えば、Ｅ－ＵＴ
ＲＡＮなど）の第１のＤＳＣ　１４４ａへの第１の通信リンクを確立することができる。
ブロック２０４では、ＤＰＣ　１４６は、第２の通信ネットワークの第２のＤＳＣ　１４
４ｂへの第２の通信リンクを確立することができる。ブロック２０６では、ＤＰＣ　１４
６は、無線周波数（ＲＦ）スペクトル資源が第２の通信ネットワーク内での割り当てに対
して利用可能であるかどうかを判断することができる。このことは、ＤＳＡＡＰプロトコ
ルを使用して第２の通信リンクを介して第２の通信ネットワークのＤＳＣ　１４４と通信
することによって実現することができ、第２の通信リンクは、有線又は無線通信リンクで
あり得る。ブロック２０８では、ＤＰＣ　１４６は、割り当てに対して利用可能なＲＦス
ペクトル資源の量を決定することができる。ブロック２１０では、ＤＰＣ　１４６は、第
１の通信ネットワークのワイヤレスデバイス１０２によるアクセス及び使用のために第２
の通信ネットワークの利用可能なＲＦ資源の全て又は一部分を割り当てるために様々な動
作を実行することができる。
【００８４】
　ブロック２１２では、ＤＰＣ　１４６は、割り当てられたＲＦスペクトル資源の使用を
開始できることを第１の通信ネットワークに通知するため、通信メッセージを第１のＤＳ
Ｃ　１４４ａに送信することができる（例えば、ＤＳＡＡＰプロトコルを使用することに
よって）。ブロック２１４では、ＤＰＣ　１４６は、第１の通信ネットワークによる使用
のために割り当てられたＲＦスペクトル資源の量を特定するトランザクションをトランザ
クションデータベースに記録することができる。
【００８５】
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　ブロック２１６では、ＤＰＣ　１４６は、割り当てられた資源が消費されたことを示す
及び／又は割り当てられた資源のリリースを要求する情報を含む通信メッセージを第２の
ＤＳＣ　１４４ｂから受信することができる。ブロック２１８では、ＤＰＣ　１４６は、
第１のネットワークによる割り当てられた資源のその使用を終了させるため、資源消費／
リリースメッセージを第１のＤＳＣ　１４４ａに送信することができる。
【００８６】
　図２Ｂは、資源を割り当てるためのＤＳＡ方法２５０の別の実施形態を実行する際のＤ
ＰＣ　１４６と多数のＤＳＣ　１４４ａ～ｄとの間の例示的な情報フローを示す。以下の
説明では、ＤＳＡ方法２５０は、ＤＰＣ　１４６コンポーネントの観点から論じており、
ＤＰＣ　１４６の処理コアによって実行することができる。しかし、ＤＰＣ　１４６コン
ポーネントの処理コア、ＤＳＣ　１４４ａ～ｄの処理コア又はそれらの組合せによってＤ
ＳＡ方法２５０を実行できることを理解すべきである。それに加えて、ＤＰＣ　１４６と
他のコンポーネントとの間の全ての相互作用及び通信はＤＳＡＡＰコンポーネントによっ
て及び／又はＤＳＡＡＰプロトコルを使用して実現できることを理解すべきである。従っ
て、そのような全ての相互作用及び通信はＤＳＡＡＰプロトコルに含めることができる。
【００８７】
　動作２５２では、ＤＰＣ　１４６コンポーネントの処理コアは、第１のネットワーク（
例えば、Ｅ－ＵＴＲＡＮなど）の第１のＤＳＣ　１４４ａコンポーネントから「資源要求
」通信メッセージを受信することができる。本出願で論じられる「資源要求」通信メッセ
ージ及び他の全ての通信メッセージはＤＳＡＡＰメッセージであり得ることを理解すべき
である。
【００８８】
　「資源要求」通信メッセージは、第１のネットワークが他のネットワークからの資源の
購入、リース、アクセス及び／又は使用に関心を示していることをＤＰＣ　１４６に通知
するのに適した情報を含み得る。また、「資源要求」通信メッセージは、第１のネットワ
ークによって要求された資源（例えば、ＲＦスペクトル資源など）のタイプ及び／又は量
、要求された資源が割り当てられるワイヤレスデバイス１０２のタイプ及び能力、ならび
に、他の同様の情報を特定するのに適した情報も含み得る。
【００８９】
　動作２５４、２５６及び２５８では、ＤＰＣ　１４６は、「資源問い合わせ」通信メッ
セージを生成し、第２のネットワークの第２のＤＳＣ　１４４ｂコンポーネント、第３の
ネットワークの第３のＤＳＣ　１４４ｃコンポーネント及び第４のネットワークの第４の
ＤＳＣ　１４４ｄコンポーネントの各々にそれぞれ送信することができる。ＤＰＣ　１４
６は、様々なコンポーネント、デバイス及び資源の要件、基準及び情報を含む「資源問い
合わせ」通信メッセージを生成するように構成することができる。例えば、ＤＰＣ　１４
６は、資源が割り当てられる予定の第１のネットワーク（及び他のネットワーク）のユー
ザワイヤレスデバイス１０２のタイプ、能力及び地理的基準を特定する情報を含む「資源
問い合わせ」通信メッセージを生成することができる。地理的基準は、資源が割り当てら
れる予定のユーザワイヤレスデバイス１０２の地理的場所、地理的多角形及び／又はライ
センスエリアを含み得る。
【００９０】
　動作２６０及び２６２では、ＤＰＣ　１４６は、第２及び第３のＤＳＣ　１４４ｂ、１
４４ｃから「資源問い合わせに対する応答」通信メッセージを受信することができる。こ
れらの「資源問い合わせに対する応答」通信メッセージは、資源問い合わせメッセージに
含まれる要件／基準に準拠する余分な資源の利用可能性を特定する情報を含み得る。動作
２６４では、ＤＰＣ　１４６は、第４のＤＳＣ　１４４ｄから別の「資源問い合わせに対
する応答」通信メッセージを受信することができる。この「資源問い合わせに対する応答
」通信メッセージは、第４のネットワークが要求された要件／基準を満たす資源を含まな
いことを示す情報を含み得る。
【００９１】
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　一実施形態では、動作２６０～２６４の一部として、ＤＰＣ　１４６は、割り当てに対
して利用可能な資源を有するものとして第２及び第３のネットワークを特定するため、な
らびに／あるいは、そのような資源を含まないものとして第４のネットワークを特定する
ため、データベース記録を更新することができる。
【００９２】
　動作２６６では、ＤＰＣ　１４６は、「資源の利用可能性」通信メッセージを生成し、
第１のネットワークの第１のＤＳＣ　１４４ａを含む多数のネットワークの多数のＤＳＣ
に送信することができる。ＤＰＣ　１４６は、資源が割り当てに対して利用可能であるこ
とをネットワークに通知するのに適した情報を含む「資源の利用可能性」通信メッセージ
を生成するように構成することができる。一実施形態では、ＤＰＣ　１４６は、オークシ
ョンを介して資源が割り当てに対して利用可能であること及び／又はオークションに対す
るオークション開始時刻をネットワークに通知するのに適した情報を含む通信信号を放送
することによって、資源が割り当てに対して利用可能であることをネットワークに通知す
るように構成することができる。
【００９３】
　動作２６８では、ＤＰＣ　１４６は、第１のＤＳＣ　１４４ａから「資源確保要求」通
信メッセージを受信することができる。受信された「資源確保要求」通信メッセージは、
第１のネットワークが利用可能な資源の少なくとも一部分に対するオークション及び／又
は入札に参加するつもりであることをＤＰＣ　１４６に通知するのに適した情報を含み得
る。
【００９４】
　動作２７０及び２７２では、ＤＰＣ　１４６は、第２及び第３のＤＳＣ　１４４ｂ、１
４４ｃにそれぞれ「資源確保要求」通信メッセージを送信することができる。「資源確保
要求」通信メッセージは、他のネットワークによる割り当て及び使用に対して利用可能な
資源の全て又は一部分を第２及び第３のＤＳＣ　１４４ｂ、１４４ｃに確保させるのに適
した情報を含み得る。
【００９５】
　動作２７４及び２７６では、ＤＰＣ　１４６は、第２及び第３のＤＳＣ　１４４ｂ、１
４４ｃの各々から「資源確保に対する応答」通信メッセージを受信することができる。「
資源確保に対する応答」メッセージは、確保された要求資源について及び／又は確保され
た資源の特定に適した情報についてＤＰＣ　１４６に通知するのに適した情報を含み得る
。
【００９６】
　任意選択により、動作ブロック２７８では、ＤＰＣ　１４６は、他のネットワーク（例
えば、第１のネットワーク）のワイヤレスデバイス１０２による割り当て及び使用のため
に確保された資源をプールすることができる。例えば、ＤＰＣ　１４６は、第２のネット
ワークで確保されたスペクトル群を第３のネットワークで確保されたスペクトル群と組み
合わせることができる。別の例として、ＤＰＣ　１４６は、第２のネットワークで確保さ
れたスペクトル群の第１及び第４のチャネルに利用可能な資源をプールすることができる
。
【００９７】
　動作２８０では、ＤＰＣ　１４６は、第１のネットワークの第１のＤＳＣ　１４４ａを
含む多数のネットワークから「資源入札」通信メッセージを受信することができる。各「
資源入札」通信メッセージは、資源のアクセス、使用、リース及び／又は購入に対する入
札又は申し出、ならびに、他の関連入札情報（例えば、価格、要求された割り当て／アク
セス方法など）を含み得る。動作２８０の一部として、ＤＰＣ　１４６は、受信された資
源入札がＤＳＡシステムのポリシ及び規則ならびに／あるいは割り当てのための資源を申
し出るネットワークによって規定された要件（例えば、最低希望価格を満たすなど）に準
拠するかどうかを判断することができる。
【００９８】
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　動作２８２では、ＤＰＣ　１４６は、第１のネットワークから受信された資源入札がＤ
ＳＡシステムのポリシ／規則及び資源を申し出るネットワークによって規定された要件（
例えば、第２のネットワークによって指定された最低金額以上の、利用可能な資源のプー
ルの資源の全て又は一部分の使用に対する金額を申し出る）に準拠するという判断に応答
して、第１のネットワークからの入札／申し出を受諾することができる。また、動作２８
２では、ＤＰＣ　１４６は、「入札受諾」通信メッセージを生成し、第１のＤＳＣ　１４
４ａに送信することもできる。
【００９９】
　動作２８４では、ＤＰＣ　１４６は、「資源割り当て要求」通信メッセージを第２のＤ
ＳＣ　１４４ｂに送信することによって、第１のネットワークのワイヤレスデバイス１０
２によるアクセス及び使用のために第２のネットワークの資源を割り当てることができる
。すなわち、動作２８４では、ＤＰＣは、第１のＤＳＣ　１４４ａによって落札された資
源の一部分（例えば、利用可能な資源のプールの）が第２のネットワークを介して完全に
利用可能であると判断し、それに応答して、資源割り当て要求メッセージを第２のネット
ワークにのみ送信することができる。
【０１００】
　動作２８６では、ＤＰＣ　１４６は、第２のＤＳＣ　１４４ｂから「資源割り当て済み
」通信メッセージを受信することができる。動作２８８では、ＤＰＣ　１４６は、そのワ
イヤレスデバイス１０２によるアクセス及び使用のために資源が割り当てられたことなら
びに／あるいは割り当てられた資源の使用を開始できることを第１のネットワークに通知
するため、「資源割り当て済み」通信メッセージを第１のＤＳＣ　１４４ａに送信するこ
とができる。動作ブロック２９０では、ＤＰＣ　１４６は、第１のネットワークによるア
クセス及び使用のために割り当てられたものとしてこれらの資源を特定するトランザクシ
ョンをトランザクションデータベースに記録することができる。
【０１０１】
　動作２９２では、ＤＰＣ　１４６は、割り当てられた資源が消費されたことを示す情報
及び／又は割り当てられた資源のリリースを要求するのに適した情報を含む「資源のリリ
ース」通信メッセージを第２のＤＳＣ　１４４ｂから受信することができる。動作２９４
では、ＤＰＣ　１４６は、割り当てられた資源のその使用を第１のネットワークに終了さ
せるため、資源消費済み／リリースメッセージを第１のＤＳＣ　１４４ａに送信すること
ができる。
【０１０２】
　図３～７は、ＤＰＣ　１４６コンポーネント、２つのＤＳＣ　１４４ａ、１４４ｂコン
ポーネント及びワイヤレスデバイス１０２を含む通信システムにおける資源の割り当て及
びアクセスを行うためのＤＳＡ方法３００の一実施形態を示す。全て又は一定の部分のＤ
ＳＡ方法３００は、ＤＰＣ　１４６、ＤＳＣ　１４４ａ～ｂ及び／又はワイヤレスデバイ
ス１０２の処理コアによって実行することができる。様々な実施形態では、コンポーネン
ト１４６、１４４ａ、１４４ｂ及び１０２間の相互作用及び通信の全てのいずれかは、Ｄ
ＳＡＡＰコンポーネントによって及び／又はＤＳＡＡＰプロトコルを使用して実現又は促
進することができる。従って、そのような全ての相互作用及び通信は、ＤＳＡＡＰプロト
コルに含めることができる。
【０１０３】
　図３を参照すると、ブロック３０２では、第１のネットワークの第１のＤＳＣ　１４４
ａは、第１のネットワークが利用可能な全スペクトル資源との比較を行い、ユーザトラフ
ィック（例えば、通話及びデータトラフィックなど）をモニタすることができる。ブロッ
ク３０４では、第１のＤＳＣ　１４４ａは、そのモニタリングの結果に基づいて資源状態
レポートを生成し、資源状態レポートをメモリに記録／格納し、資源状態レポート通信メ
ッセージを介して資源状態レポートをＤＰＣ　１４６に送信することができる。判断ブロ
ック３０６では、第１のＤＳＣ　１４４ａは、第１のネットワークの既存のワイヤレスデ
バイス１０２に適切なサービスを提供するため、受信された資源状態レポートに基づいて
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、追加の資源が必要かどうか（及び／又は近い将来に追加の資源が必要になる確率が高い
かどうか）を判断することができる。追加の資源が必要であるという判断（すなわち、判
断ブロック３０６＝「はい」）に応答して、ブロック３０８では、第１のＤＳＣ　１４４
ａは、「資源要求」通信メッセージをＤＰＣ　１４６に送信することができる。追加の資
源が必要でないという判断（すなわち、判断ブロック３０６＝「いいえ」）に応答して、
ブロック３０２では、第１のＤＳＣ　１４４ａは、ユーザトラフィックのモニタリングを
続行すること及び／又は他のＤＳＣ動作を実行することができる。
【０１０４】
　ブロック３１０では、第２のネットワークの第２のＤＳＣ　１４４ｂは、第２のネット
ワークが利用可能な全スペクトル資源との比較を行い、ユーザトラフィックをモニタする
こと、資源状態レポートを生成すること及び／又は本出願で論じられるＤＳＣ動作のいず
れかもしくは全てを実行することができる。判断ブロック３１２では、第２のＤＳＣ　１
４４ｂは、第２のネットワークに余分な量の利用可能な資源があるかどうかを判断するこ
とができる。第２のネットワークに余分な利用可能な資源がないという判断（すなわち、
判断ブロック３１２＝「いいえ」）に応答して、ブロック３１０では、第２のＤＳＣ　１
４４ｂは、ユーザトラフィックのモニタリングを続行すること及び／又は他のＤＳＣ動作
を実行することができる。
【０１０５】
　第２のネットワークに余分な利用可能な資源があるという判断（すなわち、判断ブロッ
ク３１２＝「はい」）に応答して、ブロック３１４では、第２のＤＳＣ　１４４ｂは、他
のネットワーク（例えば、第１のネットワークなど）によるアクセス及び使用のために全
て又は一定の部分のその余分な資源のマーク付け、指定又は割り当てを行うことができる
。ブロック３１６では、第２のＤＳＣ　１４４ｂは、資源割り当てレポートを生成し、生
成された資源割り当てレポートをＤＰＣ　１４６に送信することができる（例えば、資源
通信メッセージを介して）。ＤＳＣ　１４４ｂは、割り当てに対して利用可能な及び／又
は第２のネットワークによるマーク付け、指定もしくは割り当てが行われた資源（又は一
定の部分もしくは一定の量の資源）を特定する情報を含む資源割り当てレポートを生成す
るように構成することができる。
【０１０６】
　ブロック３２０では、ＤＰＣ　１４６は、第１及び第２のネットワークの第１及び第２
のＤＳＣ　１４４ａ、１４４ｂを含む多くの異なるネットワークのＤＳＣ　１４４から様
々な資源状態及び割り当てレポートを受信することができる。これらのレポートは、利用
可能な全スペクトル資源に対する検出されたユーザトラフィックの比率、ネットワークに
よって必要とされる資源の量、ネットワークでの割り当てに対して利用可能な資源の量、
割り当てられた資源を使用するワイヤレスデバイス１０２のタイプ及び能力、ワイヤレス
デバイス１０２が割り当てられた資源にアクセスする前に満たさなければならないシステ
ム要件、資源のアクセス及び使用に関するネットワーク規則及びポリシ、ならびに、他の
同様の情報など、ネットワーク及びそれらのコンポーネントの様々な特徴、基準、要件及
び条件を特定する情報を含み得る。
【０１０７】
　ブロック３２２では、ＤＰＣ　１４６は、受信レポート（例えば、資源状態レポート、
資源割り当てレポートなど）をメモリ（例えば、不揮発性メモリ）に格納することができ
る。ブロック３２４では、ＤＰＣ　１４６は、第１のネットワークの第１のＤＳＣ　１４
４ａを含む異なるネットワークのＤＳＣ　１４４から資源要求を受信することができる。
ブロック３２６では、ＤＰＣ　１４６は、受信された／格納された情報（例えば、資源要
求、資源割り当てレポート、資源状態レポートなどで受信された情報）を使用して、第１
のネットワークが追加の資源をリースするか又は購入することができる最適な／最良の利
用可能なネットワークを特定及び選択することができる。図３に示される例では、ＤＰＣ
　１４６は、第１のネットワークに資源を提供する最適なネットワークとして第２のネッ
トワークを特定及び選択している。
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【０１０８】
　ブロック３２８では、ＤＰＣ　１４６は、資源問い合わせ通信メッセージを第２のＤＳ
Ｃ　１１４４ｂに送信することができる。ブロック３３０では、第２のＤＳＣ　１１４４
ｂは、資源問い合わせ通信メッセージを受信することができる。ブロック３３２では、第
２のＤＳＣ　１１４４ｂは、第２のネットワークによるマーク付け、指定又は割り当てが
行われた余分な資源の利用可能性、金額及び／又は量を決定することができる。ブロック
３３４では、第２のＤＳＣ　１１４４ｂは、「資源問い合わせに対する応答」通信メッセ
ージを生成し、ＤＰＣ　１４６に送信することができる。第２のＤＳＣ　１１４４ｂは、
他のネットワーク（例えば、第１のネットワーク）によるアクセス及び使用のためにマー
ク付け、指定又は割り当てが行われた資源の利用可能性及び量の特定における使用に適し
た情報を含む資源問い合わせに対する応答を生成することができる。ブロック３３６では
、ＤＰＣ　１４６は、第２のＤＳＣ　１１４４ｂから「資源問い合わせに対する応答」通
信メッセージを受信し、それに応答して、図４に示される判断ブロック４００の動作を実
行することができる。
【０１０９】
　図４を参照すると、判断ブロック４００では、ＤＰＣ　１４６は、第２のネットワーク
の第２のＤＳＣ　１４４ｂから受信されたデータ（例えば、資源問い合わせに対する応答
メッセージ）に基づいて資源が利用可能であるかどうかを判断することができる。例えば
、ＤＰＣ　１４６は、確保される前に資源の全て又は一部分が他の入札者により購入され
たか又は落札されたという判断に応答して、特定された資源が利用可能ではないと判断す
ることができる。
【０１１０】
　資源が利用可能ではないという判断（すなわち、判断ブロック４００＝「いいえ」）に
応答して、ブロック４０２では、ＤＰＣ　１４６は、「資源利用不可能」通信メッセージ
を第１のネットワークの第１のＤＳＣ　１４４ａに送信することができる。ブロック４０
４では、第１のＤＳＣ　１４４ａは、「資源利用不可能」通信メッセージを受信すること
ができる。ブロック４０６では、第１のＤＳＣ　１４４ａは、他の利用可能な資源を探索
すること（例えば、ＤＰＣ　１４６を介して）、異なるネットワークからの資源を要求す
ること、異なる資源を要求すること、資源を解放するためにユーザとの接続もしくは通信
セッションを終了すること、又は、第１のネットワークのネットワークトラフィック及び
混雑を管理するために他の同様の動作を実行することができる。
【０１１１】
　資源が利用可能であるという判断（すなわち、判断ブロック４００＝「はい」）に応答
して、ブロック４０８では、ＤＰＣ　１４６は、「資源利用可能」通信メッセージを第１
のＤＳＣ　１４４ａに送信することができる。資源利用可能メッセージは、第１のネット
ワークのワイヤレスデバイス１０２によって使用することができる第２のネットワークの
資源の品質及び量を決定するために第１のＤＳＣ　１４４ａによって使用することができ
る情報を含み得る。
【０１１２】
　ブロック４１０では、第１のＤＳＣ　１４４ａは、ＤＰＣ　１４６から送信された資源
利用可能通信メッセージを受信することができる。ブロック４１２では、第１のＤＳＣ　
１４４ａは、第１のネットワークが必要とする及び／又は取得を試みる資源の金額／量を
決定し、この及び他の資源情報を「資源要求」通信メッセージでＤＰＣ　１４６に送信す
ることができる。
【０１１３】
　ブロック４１４では、ＤＰＣ　１４６は、第１のＤＳＣ　１４４ａから「資源要求」メ
ッセージを受信することができる。ブロック４１６では、ＤＰＣ　１４６は、受信された
れたメッセージに含まれる情報を使用して、「資源確保要求」通信メッセージを生成し、
第２のネットワークの第２のＤＳＣ　１４４ｂに送信することができる。
【０１１４】
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　ブロック４１８では、第２のＤＳＣ　１４４ｂは、ＤＰＣ　１４６から「資源確保要求
」メッセージを受信することができる。ブロック４２０では、第２のＤＳＣ　１４４ｂは
、受信された「資源確保要求」メッセージに含まれる情報を使用して、他のネットワーク
のコンポーネントによるアクセス及び使用のために割り当てられた資源の要求量を確保す
ることができる。ブロック４２２では、第２のＤＳＣ　１４４ｂは、「資源確保済み」通
信メッセージをＤＰＣ　１４６に送信して、資源の要求量が確保されたことを確認するこ
と及び／又は確保された資源を特定することができる。
【０１１５】
　ブロック４２４では、ＤＰＣ　１４６は、第２のＤＳＣ　１４４ｂから「資源確保済み
」通信メッセージを受信することができる。ブロック４２６では、ＤＰＣ　１４６は、オ
ークションのための確保された資源を提供すること及び／又は確保された資源に対する資
源入札の受諾を開始することができる。
【０１１６】
　図５は、ＤＰＣ　１４６が、オークションのための確保された資源を提供した後及び／
又は確保された資源に対する資源入札の受諾を開始した後（例えば、図４に示されるブロ
ック４２６の動作を実行した後）に実行することができるＤＳＡ方法３００の入札手順を
示す。
【０１１７】
　図５を参照すると、ブロック５００では、第１のネットワークの第１のＤＳＣ　１４４
ａは、ＤＰＣ　１４６に資源入札を送信することによって（例えば、通信メッセージを介
して）、第２のネットワークの確保された資源へのアクセスについて交渉することができ
る。ブロック５０２では、ＤＰＣ　１４６は、第１のＤＳＣ　１４４ａから資源入札を受
信することができる。
【０１１８】
　判断ブロック５０４では、ＤＰＣ　１４６は、受信された資源入札を受諾すべきかどう
かを判断することができ、このことは、資源入札がＤＳＡシステムのポリシ及び規則なら
びに第２のネットワークの要件（例えば、最低金額を超えるなど）に準拠するかどうかを
判断することによって実現することができる。第１のＤＳＣ　１４４ａから受信された資
源入札を受諾すべきであるという判断（すなわち、判断ブロック５０４＝「はい」）に応
答して、ブロック５０６では、ＤＰＣ　１４６は、「入札受諾」通信メッセージを第１の
ＤＳＣ　１４４ａに送信することができる。ブロック５０８では、第１のＤＳＣ　１４４
ａは、「入札受諾」メッセージを受信し、資源アクセス指示の受信を待つことができる。
ブロック５１０では、ＤＰＣ　１４６は、「資源割り当て」通信メッセージを第２のネッ
トワークの第２のＤＳＣ　１４４ｂに送信することができる。
【０１１９】
　ブロック５１２では、第２のＤＳＣ　１４４ｂは、ＤＰＣ　１４６から「資源割り当て
」通信メッセージを受信することができる。ブロック５１４では、第２のＤＳＣ　１４４
ｂは、受信された「資源割り当て」メッセージに含まれる情報を使用して、第１のネット
ワークのコンポーネントによるアクセス及び使用のために確保された全て又は一定の部分
の資源を割り当てることができる。ブロック５１６では、第２のＤＳＣ　１４４ｂは、割
り当てられた資源にアクセスするためにワイヤレスデバイス１０２（すなわち、第１のネ
ットワークの）によって使用することができる情報（例えば、アクセスパラメータなど）
を含む「資源アクセス」通信メッセージを生成し、「資源アクセス」メッセージをＤＰＣ
　１４６に送信することができる。ブロック５１８では、第２のＤＳＣ　１４４ｂは、音
声又はデータ呼び出しを構成又は準備することによってなど、第１のネットワークのワイ
ヤレスデバイス１０２への通信セッション／リンクの確立に備えるために様々な動作を実
行することができる。
【０１２０】
　ブロック５２２では、ＤＰＣ　１４６は、第２のＤＳＣ　１４４ｂから「資源アクセス
」通信メッセージを受信し、資源アクセスメッセージを第１のＤＳＣ　１４４ａに中継す
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ることができる。ブロック５２４では、第１のＤＳＣ　１４４ａは、ＤＰＣ　１４６から
「資源アクセス」メッセージを受信することができる。受信された「資源アクセス」メッ
セージは、第２のネットワークに割り当てられた資源にアクセスするためにワイヤレスデ
バイス１０２によって使用することができるアクセスパラメータを含み得る。ブロック５
２６では、第１のＤＳＣ　１４４ａは、第１のネットワークとの通信セッションを有する
ワイヤレスデバイス１０２及び／又は他のネットワークへの移動のために第１のネットワ
ークが指定／マーク付けしたワイヤレスデバイス１０２にアクセスパラメータを送信する
ことができる。
【０１２１】
　ブロック５２８では、ワイヤレスデバイス１０２は、第１のＤＳＣ　１４４ａから第２
のネットワークのアクセスパラメータを受信することができる。ブロック５３０及び５２
０では、ワイヤレスデバイス１０２及び／又は第２のＤＳＣ　１４２ｂは、ワイヤレスデ
バイス１０２と第２のネットワークとの間の通信セッション／リンクを確立するために様
々な動作を実行することができる。次いで、第２のＤＳＣ　１４４ｂは、図７に示される
ブロック７００の動作を実行することができ、ブロック７００の動作については以下でさ
らに論じる。
【０１２２】
　上記で言及されるように、判断ブロック５０４では、ＤＰＣ　１４６は、第１のＤＳＣ
　１４４ａから受信された資源入札を受諾すべきかどうかを判断することができる。第１
のＤＳＣ　１４４ａから受信された資源入札を受諾すべきではないという判断（すなわち
、判断ブロック５０４＝「いいえ」）に応答して、ＤＰＣ　１４６は、図６に示されるブ
ロック６００の動作を実行することができる。
【０１２３】
　図６を参照すると、ブロック６００では、ＤＰＣ　１４６は、「入札拒否」通信メッセ
ージを第１のＤＳＣ　１４４ａに送信することができる。ブロック６０２では、第１のＤ
ＳＣ　１４４ａは、ＤＰＣ　１４６から、「入札拒否」メッセージを受信することができ
る。判断ブロック６０４では、第１のＤＳＣ　１４４ａは、第１のネットワークが資源に
対する再入札を行う／行うべきかどうかを判断することができる。第１のネットワークが
資源に対する再入札を行う／行うべきであるという判断（すなわち、判断ブロック６０４
＝「はい」）に応答して、ブロック６０６では、第１のＤＳＣ　１４４ａは、新しい資源
入札をＤＰＣ　１４６に送信することができる（例えば、資源入札通信メッセージで）。
【０１２４】
　ブロック６０８では、ＤＰＣ　１４６は、第１のＤＳＣ　１４４ａから新しい資源入札
（又は再入札）を受信することができる。判断ブロック６１０では、ＤＰＣ　１４６は、
新しい資源入札がＤＳＡシステムのポリシ及び規則ならびに第２のネットワークの要件に
準拠するかどうかを判断することによって、新しい資源入札を受諾するかどうかを判断す
ることができる。新しい資源入札を受諾すべきであるという判断（すなわち、判断ブロッ
ク６１０＝「はい」）に応答して、ＤＰＣ　１４６は、図５に示されるブロック５０６の
動作を実行することができる。新しい資源入札を受諾すべきではないという判断（すなわ
ち、判断ブロック６１０＝「いいえ」）に応答して、ＤＰＣ　１４６は、ブロック６００
の動作を実行することができる。
【０１２５】
　第１のネットワークが資源に対する再入札を行うべきであるという判断（すなわち、判
断ブロック６０４＝「いいえ」）に応答して、ブロック６１２では、第１のＤＳＣ　１４
４ａは、「資源要求取消」通信メッセージをＤＰＣ　１４６に送信することができる。ブ
ロック６１４では、ＤＰＣ　１４６は、第１のＤＳＣ　１４４ａから「資源要求取消」メ
ッセージを受信することができる。ブロック６１６では、ＤＰＣ　１４６は、「資源のリ
リース」通信メッセージを第２のＤＳＣ　１４４ｂに送信することができる。
【０１２６】
　ブロック６１８では、第２のＤＳＣ　１４４ｂは、ＤＰＣ　１４６から「資源のリリー
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ス」メッセージを受信することができる。ブロック６２０では、第２のＤＳＣ　１４４ｂ
は、他のネットワークが資源を使用できるように、確保された資源をリリースすることが
できる。次いで、第２のＤＳＣ　１４４ｂは、割り当てられた資源の状態をＤＰＣ　１４
６に報告することができ、このことは、図３に示されて上記で論じられるブロック３１６
の動作を実行することによって実現することができる。
【０１２７】
　図７は、第２のネットワークが第１のネットワークの二次ユーザワイヤレスデバイス１
０２へのアクセスを提供した後（すなわち、図５に示されるブロック５２０の動作を実行
した後）に実行することができるＤＳＡ方法３００の清算手順を示す。
【０１２８】
　ブロック７００では、第２のＤＳＣ　１４４ｂは、第１のネットワークによる割り当て
られた資源の使用に関連するインボイス及び支払い指示をＤＰＣ　１４６に送信すること
ができる。ブロック７０４では、ＤＰＣ　１４６は、受信されたインボイス及び支払い指
示を第１のＤＳＣ　１４４ａに中継することができる。ブロック７０６では、第１のＤＳ
Ｃ　１４４ａは、インボイス及び支払い指示を受信し、ブロック７１８では、第２のネッ
トワークから課された料金を清算することができる。
【０１２９】
　任意選択により又は代替として、ブロック７０８では、第２のＤＳＣ　１４４ｂは、使
用パラメータ及び支払い指示をＤＰＣ　１４６に送信することができる。ブロック７１０
では、ＤＰＣ　１４６は、第２のＤＳＣ　１４４ｂから使用パラメータ及び支払い指示を
受信することができる。ブロック７１２では、ＤＰＣ　１４６は、資源のアクセス及び使
用に対するインボイスを作成することができる。ブロック７１４では、ＤＰＣ　１４６は
、第１のネットワークの第１のＤＳＣ　１４４ａにインボイスを送信することができる。
ブロック７１６では、第１のＤＳＣ　１４４ａは、インボイス及び支払い指示を受信し、
ブロック７１８では、第２のネットワークから課された料金を清算するために様々な動作
を実行することができる。
【０１３０】
　様々な実施形態では、ＤＰＣ　１４６及びＤＳＣ　１４４コンポーネントは、インタフ
ェースを介して通信するように構成することができ、インタフェースは、Ｘｅ及び／又は
Ｘｄ基準点上で定義される動的スペクトルアービトラージアプリケーションパート（ＤＳ
ＡＡＰ）プロトコル／モジュール／コンポーネントに実装するか又はそれを介して提供す
ることができる。ＤＳＡＡＰは、ＤＳＡシステム及び電気通信ネットワークの効率及び速
度を向上させるため、ＤＰＣ　１４６とＤＳＣ　１４４との間の通信を可能にする、促進
する、サポートする又は増大することができる。様々な実施形態では、全て又は一定の部
分のＤＳＡＡＰモジュール／コンポーネントは、ＤＰＣ　１４６コンポーネント、ＤＳＣ
　１４４コンポーネント、ＤＰＣ　１４６及びＤＳＣ　１４４コンポーネントとは無関係
のコンポーネント、又は、それらの任意の組合せに含めることができる。ＤＳＡＡＰモジ
ュール／コンポーネントは、これらの及び他のＤＳＡコンポーネントがＤＳＡＡＰプロト
コルを使用して情報を伝達できるようにすることができる。
【０１３１】
　例えば、ＤＳＡＡＰは、ＤＰＣ　１４６及びＤＳＣ　１４４コンポーネントが、特定の
情報を伝達できるように、ならびに／あるいは、ＤＳＣ登録機能、資源利用可能性広告機
能、資源の入札及び割り当て機能、借主ユーザから貸主ネットワークへのハンドイン機能
、貸主ネットワークからのバックオフ機能、エラー処理機能（例えば、機能特有のエラー
メッセージが定義されない一般エラー状況の報告など）、ＤＳＣ登録解除機能、エラー表
示機能、ＤＳＣ落札成功及び落札失敗表示機能、ＤＳＣ資源割り当て撤回機能を含む様々
な機能を共に提供する動作を実行できるようにすることができる。様々な実施形態では、
これらの機能は、図８Ａ～１７Ｂを参照して以下で論じられるＤＳＡＡＰ方法のうちの１
つ又は組合せを実行するようにＤＰＣ　１４６及び／又はＤＳＣ　１４４コンポーネント
を構成することによって提供、実装又は実現することができる。ＤＳＡＡＰプロトコルの
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使用及びＤＳＡＡＰ方法の実行は、１つ又は複数のＤＳＡＡＰメッセージを介する通信を
含み得る。
【０１３２】
　様々な実施形態では、ＤＳＣ　１４４とＤＰＣ　１４６との間の情報の伝達に使用され
るＤＳＡＡＰメッセージは、ＤＳＣ登録要求メッセージ、ＤＳＣ登録受諾メッセージ、Ｄ
ＳＣ登録拒否メッセージ、ＤＳＣ登録解除メッセージ、ＤＳＣ資源登録要求メッセージ、
ＤＳＣ資源登録受諾メッセージ、ＤＳＣ資源登録拒否メッセージ、利用可能な入札要求メ
ッセージ、利用可能な入札応答メッセージ、利用可能な入札拒否メッセージ、ＤＳＣ入札
要求メッセージ、ＤＳＣ入札受諾メッセージ、ＤＳＣ入札拒否メッセージ、ＤＳＣ高値で
の入札メッセージ、ＤＳＣ落札メッセージ、ＤＳＣ落札失敗メッセージ、ＤＳＣ入札取消
メッセージ、ＤＳＣ買い要求メッセージ、ＤＳＣ買い受諾メッセージ、ＤＳＣを買い拒否
メッセージ、ＤＳＣ資源割り当て済みメッセージ、ＤＳＣ資源撤回済みメッセージ及び／
又はＤＳＣバックオフコマンドメッセージを含み得る。これらのメッセージの各々は、臨
界情報、存在情報、範囲情報及び割り当てられた臨界情報を含み得るか又はそれらと関連
付けることができる。これらのメッセージ及びそれらのコンテンツについては、以下でさ
らに詳細に論じる。
【０１３３】
　様々な実施形態では、ＤＳＡＡＰ方法は、第１の電気通信ネットワーク（例えば、借主
ネットワーク）の第１のＤＳＣサーバと、第２の電気通信ネットワーク（例えば、貸主ネ
ットワーク）の第２のＤＳＣサーバと、第１及び第２の電気通信ネットワーク外のＤＰＣ
サーバとを含むＤＳＡシステムで実行することができる。第１のＤＳＣは、第１の通信リ
ンクを介してＤＰＣと結合された第１のＤＳＣプロセッサを含み、第２のＤＳＣは、第２
の通信リンクを介してＤＰＣと結合された第２のＤＳＣプロセッサを含み得る。第２のＤ
ＳＣは、第３の通信リンクを介して第２の電気通信ネットワークのｅＮｏｄｅＢと結合す
ることができる。第１及び第２の通信リンクは、Ｘｄインタフェース上で定義することが
でき、第３の通信リンクは、Ｘｅインタフェース上で定義される。
【０１３４】
　図８Ａ～８Ｃは、ＤＰＣ　１４６がＤＳＣ　１４４に様々なサービス（例えば、入札の
ために貸主ＤＳＣの１４４の資源を広告すること、借主ＤＳＣ　１４４が他のネットワー
クによって提供される資源に対する入札を行えるようにすることなど）を提供できるよう
にするため、ＤＳＣ　１４４　コンポーネントをＤＰＣ　１４６に登録するためのＤＳＡ
ＡＰ登録方法８００の一実施形態を示す。図８Ａ～８Ｃに示される例では、ＤＳＡＡＰ登
録方法８００は、ＤＰＣ　１４６コンポーネント及びＤＳＣ　１４４コンポーネントの処
理コアによって実行され、それらの各々は、全て又は一定の部分のＤＳＡＡＰモジュール
／コンポーネントを含み得る。ＤＳＡＡＰ登録方法８００の動作は、ＸＥシグナリングト
ランスポート又は通信リンクが確立されたことをＤＳＣ　１４４又はＤＰＣ　１４６が検
出した後又はその検出に応答して実行することができる。
【０１３５】
　図８Ａ～８Ｃに示される動作８０２では、ＤＳＣ　１４４は、ＤＳＣ登録要求メッセー
ジを生成し、ＤＰＣ　１４６に送信することによって、ＤＳＡＡＰ登録方法８００を開始
することができる。一実施形態では、ＤＳＣ　１４４は、ＤＰＣ　１４６からのサービス
を必要とするという判断に応答して、ＤＳＣ登録要求メッセージを生成及び／又は送信す
るように構成することができる。例えば、ＤＳＣ　１４４は、その対応するネットワーク
（すなわち、ＤＳＣによって表されるネットワーク）が他のネットワークに割り当てるこ
とができる余分な資源を含むという判断に応答して、ＤＳＣ登録要求メッセージを生成す
るように構成することができる。別の例として、ＤＳＣ　１４４は、現在の又は予想され
る将来のユーザトラフィック、ネットワーク混雑などを考慮してその既存のワイヤレスデ
バイス１０２に適切なサービスを提供するためにそのネットワークが追加の資源を必要と
するという判断に応答して、ＤＳＣ登録要求メッセージを生成するように構成することが
できる。
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【０１３６】
　様々な実施形態では、ＤＳＣ　１４４は、メッセージタイプ情報要素（ＩＥ）、メッセ
ージＩＤ　ＩＥ、ＤＳＣアイデンティティＩＥ、ＤＳＣ　インターネットプロトコル（Ｉ
Ｐ）アドレスＩＥ、ＤＳＣタイプＩＥ、ＤＳＣ　ＰＬＭＮ－ＩＤ　ＩＥ、ＰＬＭＮタイプ
ＩＥ及びＤＳＣ資源更新タイマＩＥのいずれか又は全てを含むＤＳＣ登録要求メッセージ
を生成するように構成することができる。ＤＳＣ　ＰＬＭＮ－ＩＤ　ＩＥは、ＤＳＣ　１
４４と関連付けられるか又はＤＳＣ　１４４によって表されるネットワーク（例えば、Ｅ
－ＵＴＲＡＮ）の特定使用に適したＰＬＭＮ　ＩＤを含み得る。ＰＬＭＮタイプＩＥは、
ＤＳＣ　１４４によって表されるネットワークのタイプ（例えば、公安、商用など）の決
定における使用に適した情報を含み得る。ＤＳＣ　ＩＰアドレスＩＥは、ＤＳＡＡＰのＸ
Ｅインタフェースの管理、維持又は提供に対する責任を有するＤＳＣ　１４４のＩＰアド
レスを含み得る。
【０１３７】
　図８Ａ及び８Ｂに示される動作ブロック８０４では、ＤＰＣ　１４６は、ＤＳＣ　１４
４をＤＰＣ　１４６に登録するために様々な登録動作（すなわち、ＤＳＣの認証、メモリ
へのＤＳＣ識別子情報の格納など）を実行することができる。一実施形態では、これらの
登録動作の一部として、ＤＰＣ　１４６は、重複ＤＳＣ登録要求メッセージの受信に応答
して（すなわち、同じ一意ＤＳＣアイデンティティによって識別された既に登録されてい
るＤＳＣに対して）など、既存の登録を新しい登録で上書き／オーバーライドすることが
できる。
【０１３８】
　図８Ａに示される動作ブロック８０６では、ＤＰＣ　１４６は、登録動作が成功したと
判断することができる。動作８０８では、ＤＰＣ　１４６は、ＤＳＣ　１４４の受諾及び
登録を示すため、ＤＳＣ登録受諾メッセージを生成し、ＤＳＣ　１４４に送信することが
できる。様々な実施形態では、ＤＰＣ　１４６は、メッセージタイプ情報要素（ＩＥ）、
メッセージＩＤ　ＩＥ、ＤＰＣ　ＩＤ　ＩＥ、ＸＥｈシグナリングトランスポートネット
ワーク層（ＴＮＬ）アドレスＩＥ及びトンネリング情報ＩＥのいずれか又は全てを含むＤ
ＳＣ登録受諾メッセージを生成することができる。ＸＥｈシグナリングＴＮＬアドレスＩ
Ｅは、トランスポート層セッションの確立における使用に適したアドレス値を含み得る。
トンネリング情報ＩＥは、異なるペイロードプロトコルをカプセル化するため、信頼でき
ないもしくは未証明のネットワークを通じて安全な通信を確立するため、互換性がない配
信ネットワーク上でペイロードを運ぶため、及び／又は、他の同様のトンネリング動作を
実行するために使用することができる情報を含み得る。
【０１３９】
　ＤＰＣ　１４６を介する／ＤＰＣ　１４６へのＸＥｈ接続性をサポートするため、動作
ブロック８１０では、ＤＳＣ　１４４は、ＤＳＣ登録受諾メッセージのＸＥｈシグナリン
グＴＮＬアドレスＩＥに含まれるアドレス値を使用して、トランスポート層セッションを
確立することができる。一実施形態では、ＤＳＣ　１４４は、ＤＳＣ登録受諾メッセージ
がＸＥｈシグナリングＴＮＬアドレス情報要素にアドレス値を含むという判断に応答して
、トランスポート層セッションを確立するように構成することができる。一実施形態では
、ＤＳＣ　１４４は、ＸＥｈシグナリングＴＮＬアドレス情報要素が存在しない、ヌルで
ある、空である又は有効でないという判断に応答して、ＤＰＣ　１４６を介する／ＤＰＣ
　１４６へのＸＥｈ接続性がサポートされない又は必要とされないと判断するように構成
することができる。
【０１４０】
　図８Ｂを参照すると、動作ブロック８１２では、ＤＰＣ　１４６は、動作８０４の一部
として実行された登録動作が失敗したと判断することができる。ＤＰＣ　１４６は、ＤＳ
Ｃの認証又は許可の失敗、ネットワーク又はコンポーネントの過負荷、ＤＳＣパラメータ
の不一致を含む各種の状態／事象のいずれかの検出に応答して、登録が失敗したと判断す
ることができる。動作８１４では、ＤＰＣ　１４６は、登録が失敗したこと及び／又はＤ



(35) JP 2016-527744 A 2016.9.8

10

20

30

40

50

ＰＣ　１４６がＤＳＣ　１４４を登録できないことをＤＳＣ　１４４に通知するため、Ｄ
ＳＣ登録拒否メッセージを生成し、ＤＳＣ　１４４に送信することができる。様々な実施
形態では、ＤＰＣ　１４６は、メッセージタイプ情報要素（ＩＥ）、メッセージＩＤ　Ｉ
Ｅ、原因ＩＥ、臨界診断ＩＥ及びバックオフタイマＩＥのいずれか又は全てを含むＤＳＣ
登録拒否メッセージを生成することができる。原因ＩＥは、失敗の具体的な理由（例えば
、過負荷がかかっているなど）を特定するか又は失敗の理由が知られていないもしくは詳
細不明であることを示すのに適した情報を含み得る。
【０１４１】
　動作ブロック８１６では、ＤＳＣ　１４４は、受信された登録拒否メッセージに含まれ
る情報に基づいて、様々な登録失敗に対する応答動作を実行することができる。例えば、
ＤＳＣ　１４４は、受信された登録拒否メッセージの原因ＩＥの値が「過負荷」に設定さ
れたという判断に応答して、その同じＤＰＣ　１４６への登録に再度試みる前に、受信さ
れた登録拒否メッセージのバックオフタイマＩＥに示される時間の間待つことができる。
【０１４２】
　図８Ｃを参照すると、動作ブロック８５２では、ＤＳＣ　１４４は、ＤＰＣ　１４６へ
のＤＳＣ登録要求メッセージの送信（例えば、動作８０２の一部として）に応答して、登
録応答タイマを開始することができる。動作ブロック８５４では、ＤＳＣ　１４４は、Ｄ
ＳＣ　１４４がＤＳＣ登録応答メッセージを受信する前に登録応答タイマが切れたと判断
することができる。動作８５６では、ＤＳＣ　１４４は、対応するＤＳＣ登録応答メッセ
ージを受信する前にタイマが切れたという判断に応答して、ＤＳＣ登録要求メッセージを
ＤＰＣ　１４６に再送信することができる。動作ブロック８５８では、ＤＳＣ　１４４は
、登録応答タイマをリスタート又はリセットすることができる。動作８６０では、ＤＰＣ
は、ＤＳＣ登録応答メッセージをＤＳＣ　１４４に送信することができる。動作ブロック
８６２では、ＤＳＣ　１４４は、ＤＳＣ登録応答メッセージの受信に応答して、登録応答
タイマを止めることができる。
【０１４３】
　図９Ａ及び９Ｂは、ＤＰＣ　１４６が金融仲介プラットフォームを介して入札／割り当
てのためにそれらの資源を格納、組織化及び／又は利用可能にすることができるようにす
るため、入札／買いに対して利用可能な資源を広告するためのＤＳＡＡＰ広告方法９００
を示す。図９Ａ及び９Ｂに示される例では、ＤＳＡＡＰ広告方法９００は、ＤＰＣ　１４
６コンポーネント及びＤＳＣ　１４４コンポーネントの処理コアによって実行され、それ
らの各々は、全て又は一定の部分のＤＳＡＡＰモジュール／コンポーネントを含み得る。
【０１４４】
　図９Ａ及び９Ｂに示される動作ブロック９０２では、ＤＳＣ　１４４は、そのＤＳＣ　
１４４によってサービス提供されるセル内に、割り当てに対して利用可能な資源があると
判断することができる。動作ブロック９０４では、ＤＳＣ　１４４は、ＤＳＣ資源登録要
求メッセージを生成し、ＤＰＣ　１４６に送信することができる。様々な実施形態では、
ＤＳＣ　１４４は、メッセージタイプ情報要素（ＩＥ）、メッセージＩＤ　ＩＥ、ＤＳＣ
アイデンティティＩＥ、ＤＳＣタイプＩＥ、ＰＬＭＮ－ＩＤリストＩＥ、資源利用可能性
ＩＥ、資源利用可能性開始時刻ＩＥ、データ帯域幅ＩＥ、グリッドリストＩＥ、入札又は
買いＩＥ、最小入札額ＩＥ、資源利用可能性終了時刻ＩＥ、時刻ＩＥ、継続時間ＩＥ、１
秒当たりのメガビット（ＭＢＰＳ）ＩＥ及びセルアイデンティティＩＥのいずれか又は全
てを含むＤＳＣ資源登録要求メッセージを生成することができる。
【０１４５】
　ＤＳＣアイデンティティＩＥは、ＤＳＣ　１４４のアイデンティティを決定するために
ＤＰＣ　１４６によって使用することができる情報を含み得る。例えば、ＤＳＣアイデン
ティティＩＥは、ＤＳＣプールＩＤ、ＤＳＣインスタンス情報、及び、ＤＳＣが管理して
いるか又は表しているネットワークのＰＬＭＮ　ＩＤを含み得る。ＤＳＣプールＩＤは、
利用可能な資源のプールの一意の識別子であり、ならびに／あるいは、３ＧＰＰ　ＥＰＣ
アーキテクチャのＭＭＥプールＩＤ及びＭＭＥ　ＩＤと同じ又は同様であり得る。
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【０１４６】
　メッセージＩＤ　ＩＥは、ＤＳＣ　１４４から送信される特定のＤＳＣ資源登録要求メ
ッセージのためのメッセージ識別子を含み得る。ＤＳＣ　１４４及びＤＰＣ　１４６は、
シーケンス番号としてメッセージＩＤ　ＩＥを使用して、ＤＳＣ資源登録要求、ＤＳＣ資
源登録受諾及び／又はＤＳＣ資源登録拒否メッセージを特定及び相関するように構成する
ことができる。
【０１４７】
　資源利用可能性ＩＥは、他のネットワークによる割り当て及び使用のために資源につい
て広告するネットワークのＰＬＭＮ　ＩＤを決定する際のＤＰＣ　１４６による使用に適
した情報を含み得る。ＤＰＣ　１４６は、複数のＤＳＣのため及び／又は複数の異なるネ
ットワーク（すなわち、異なるＰＬＭＮ　ＩＤ）のための資源利用可能性ＩＥを受信、格
納及び／又は維持するように構成することができる。従って、各資源利用可能性ＩＥは、
資源について広告するネットワークのうちの１つ又は複数の特定に適した情報を含み得る
。
【０１４８】
　時刻ＩＥは、ＤＳＣ　１４４がＤＳＣ資源登録要求メッセージを送信した時刻を決定す
る際のＤＰＣ　１４６による使用に適した情報を含み得る。継続時間ＩＥは、入札又は買
いのために資源を利用可能にすべき時間帯の決定における使用に適した情報を含み得る。
【０１４９】
　データ帯域幅ＩＥは、任意選択の継続時間ＩＥで指定された継続時間に対して利用可能
な帯域幅（例えば、単位：ＭＢＰＳ）の決定における使用に適した情報を含み得る。ＤＰ
Ｃ　１４６は、受信されたＤＳＣ資源登録要求メッセージに継続時間ＩＥが含まれていな
いという判断に応答して（又は継続時間ＩＥが有効値を含まないという判断に応答して）
、ＭＢＰＳ　ＩＥで指定された帯域幅が落札者又は購入者によって消費されるまでその帯
域幅を利用可能にすべきであると判断することができる。
【０１５０】
　グリッドリストＩＥは、入札又は買いに対して利用可能にすべきネットワーク帯域幅の
場所に対するグリッド識別子の決定における使用に適した情報を含み得る。セルアイデン
ティティＩＥは、ＤＳＣ資源登録要求メッセージで申し出の一部として入札又は買いのた
めに提供された利用可能な資源を有する各グリッド内の個々のセル（グリッドＩＤ及びセ
ルＩＤによって特定される）の決定における使用に適した情報を含み得る。最小入札額Ｉ
Ｅは、米ドル（ＵＳＤ）などの額面又は貨幣の金額を含み得る。
【０１５１】
　図９Ａに示される動作ブロック９０６では、ＤＰＣ　１４６は、入札に対してＤＳＣ　
１４４の資源を受諾することができる。動作９０８では、ＤＰＣ　１４６は、資源が受諾
されたことを認めるため、ＤＳＣ資源登録応答又はＤＳＣ資源登録受諾メッセージを生成
し、ＤＳＣ　１４４に送信することができる。様々な実施形態では、ＤＰＣ　１４６は、
メッセージタイプ情報要素（ＩＥ）、入札ＩＤ　ＩＥ及びメッセージＩＤ　ＩＥのいずれ
か又は全てを含むＤＳＣ資源登録メッセージを生成することができる。メッセージＩＤ　
ＩＥは、受信されたＤＳＣ資源登録要求メッセージに含まれるものと同じメッセージ識別
子値を含み得る。ＤＰＣ　１４６及び／又はＤＳＣは、メッセージＩＤ　ＩＥの値を使用
して、ＤＳＣ資源登録要求及びＤＳＣ資源登録受諾メッセージを特定及び相関するように
構成することができる。動作ブロック９１０では、ＤＰＣ　１４６は、金融仲介プラット
フォームを介して入札又は買いのためにネットワーク資源を格納、組織化及び／又は利用
可能にすることができる。
【０１５２】
　図９Ｂに示される動作９１２では、ＤＰＣ　１４６は、ＤＳＣ資源登録要求メッセージ
を拒否すること及び／又は受信されたＤＳＣ資源登録要求メッセージで特定された資源を
入札に対して拒否することができる。ＤＰＣ　１４６は、各種の理由で及び／又は各種の
事象もしくは状態のいずれかの検出に応答して、メッセージ／資源を拒否することができ
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る。例えば、ＤＰＣ　１４６は、ＤＰＣ　１４６がどのオペレータからの資源も受諾して
いない、受信メッセージで特定された特定のオペレータに対する資源を受諾していない、
メッセージで特定された資源を受諾していないという判断、ＤＰＣに過負荷がかかってい
るという判断、入札に対して利用可能な資源を格納及びサービス提供するための十分なメ
モリがないという判断などに応答して、資源を拒否することができる。また、ＤＰＣ　１
４６は、ＤＰＣ　１４６の管理者が、全てのネットワーク（例えば、全てのＰＬＭＮ　Ｉ
Ｄ）から、ＤＳＣ資源登録要求メッセージに含まれる特定のＰＬＭＮ　ＩＤからのさらな
る入札を無効にしたという判断などに応答して、資源利用可能メッセージを拒否すること
もできる。
【０１５３】
　図９Ｂに示される動作９１４では、ＤＰＣ　１４６は、ＤＳＣ資源登録拒否メッセージ
を生成し、ＤＳＣ　１４４に送信することができる。様々な実施形態では、ＤＰＣ　１４
６は、メッセージタイプ情報要素（ＩＥ）、メッセージＩＤ　ＩＥ、原因ＩＥ及び臨界診
断ＩＥのいずれか又は全てを含むＤＳＣ資源登録拒否メッセージを生成することができる
。また、ＤＰＣ　１４６は、ＤＳＣ　１４４から受信されたＤＳＣ資源登録要求メッセー
ジに含まれるメッセージ識別子と同じ値を含むメッセージＩＤ　ＩＥを含むＤＳＣ資源登
録拒否メッセージを生成することもできる。ＤＰＣ　１４６及び／又はＤＳＣ　１４４は
、メッセージＩＤ　ＩＥの値を使用して、ＤＳＣ資源登録要求及びＤＳＣ資源登録拒否メ
ッセージを特定及び相関するように構成することができる。
【０１５４】
　動作ブロック９１６では、ＤＳＣ　１４４は、受信されたＤＳＣ資源登録拒否メッセー
ジに含まれる情報に基づいて、様々な資源登録失敗に対する応答動作を実行することがで
きる。例えば、ＤＳＣ　１４４は、ＤＳＣ資源登録拒否メッセージに含まれる情報を使用
して、ＤＰＣ　１４６への資源登録を再度試みるか、別のＤＰＣへの資源の登録を試みる
か、異なる資源への登録を再度試みるか、又は、本出願で論じられる他のＤＳＣ動作のい
ずれかを実行するかを判断することができる。
【０１５５】
　図１０Ａ及び１０Ｂは、一実施形態による、利用可能な資源のリストを伝達するための
ＤＳＡＡＰ方法１０００を示す。ＤＳＡＡＰ方法１０００は、入札／買いに対して利用可
能な資源入札又は資源について借主ネットワークに通知するために実行することができる
。図１０Ａ及び１０Ｂに示される例では、ＤＳＡＡＰ方法１０００は、ＤＰＣ　１４６コ
ンポーネント及びＤＳＣ　１４４コンポーネントの処理コアによって実行され、それらの
各々は、全て又は一定の部分のＤＳＡＡＰモジュール／コンポーネントを含み得る。一実
施形態では、借主ＤＳＣ　１４４は、そのＤＳＣ　１４４がＤＰＣ　１４６からの資源に
対する入札又はリースもしくは購入要求を行う前に、利用可能な資源のリストを回収／受
信するためにＤＳＡＡＰ方法１０００を実行するように構成することができる。
【０１５６】
　図１０Ａ及び１０Ｂに示される動作１００２では、借主ＤＳＣ　１４４は、入札又は買
いのために貸主ネットワークから割り当てに対して利用可能な資源入札に関する情報を要
求するため、利用可能な入札要求メッセージを生成し、ＤＰＣ　１４６に送信することが
できる。様々な実施形態では、借主ＤＳＣ　１４４は、シーケンス番号情報要素（ＩＥ）
、メッセージタイプＩＥ、１つ又は複数のＰＬＭＮ　ＩＤ　ＩＥを含むＰＬＭＮリストＩ
Ｅ、１つ又は複数のグリッドＩＤ　ＩＥを含むグリッドＩＤリストＩＥのいずれか又は全
てを含む利用可能な入札要求メッセージを生成することができる。
【０１５７】
　一実施形態では、借主ＤＳＣ　１４４は、利用可能な入札要求メッセージのＰＬＭＮリ
ストＩＥのＰＬＭＮ　ＩＤ　ＩＥに含まれ得る所望のネットワークのＰＬＭＮ　ＩＤを含
む利用可能な入札要求メッセージを生成することによって、特定のネットワークから特定
の資源を要求するように構成することができる。
【０１５８】
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　一実施形態では、借主ＤＳＣ　１４４は、利用可能な入札要求メッセージのＰＬＭＮリ
ストＩＥに入力しないことによってならびに／あるいはＰＬＭＮリストＩＥ及び／又はＰ
ＬＭＮ　ＩＤ値を含まない利用可能な入札要求メッセージを生成することによって、利用
可能ないかなるネットワークからも資源を要求するように構成することができる。
【０１５９】
　一実施形態では、借主ＤＳＣ　１４４は、利用可能な入札要求メッセージのグリッドＩ
ＤリストＩＥのグリッドＩＤ　ＩＥに含まれ得る所望のグリッドのグリッドＩＤを含む利
用可能な入札要求メッセージを生成することによって、貸主ネットワーク内の特定のグリ
ッドから資源を要求するように構成することができる。
【０１６０】
　一実施形態では、借主ＤＳＣ　１４４は、生成された利用可能な入札要求メッセージの
グリッドＩＤリストＩＥに入力しないことによってならびに／あるいはグリッドＩＤを含
まない利用可能な入札要求メッセージを生成することによって、ＰＬＭＮ　ＩＤ　ＩＥグ
リッドの指定されたＰＬＭＮ　ＩＤ内のグリッドのいずれか又は全てから資源を要求する
ように構成することができる。
【０１６１】
　図１０Ａ及び１０Ｂに示される動作ブロック１００４では、ＤＰＣ　１４６は、受信さ
れた利用可能な入札要求メッセージに含まれるＰＬＭＮ　ＩＤ及びグリッドＩＤが有効で
あるかどうかを判断することができる。ＰＬＭＮ　ＩＤ及びグリッドＩＤが間違っていれ
ば、動作ブロック１００５では、ＤＰＣ　１４６は、エラー／間違った値の理由コードを
決定することができる。動作ブロック１００６では、ＤＰＣ　１４６は、受信された利用
可能な入札要求メッセージで特定された各グリッドに対して又は全ての利用可能なグリッ
ドに対して（例えば、受信された利用可能な入札要求メッセージのグリッドＩＤリストＩ
Ｅが有効値を含まない時）利用可能な資源／入札があるかどうかを判断することができる
。
【０１６２】
　図１０Ａに示される動作１００８では、ＤＰＣ　１４６は、利用可能な入札応答メッセ
ージを生成し、ＤＳＣ　１４４に送信することができる。ＤＰＣ　１４６は、メッセージ
タイプ情報要素（ＩＥ）、メッセージＩＤ　ＩＥ、ＤＳＣアイデンティティＩＥ、ＰＬＭ
Ｎ－ＩＤグリッドセル入札情報リストＩＥ、シーケンス番号ＩＥ、１つ又は複数のＰＬＭ
Ｎ　ＩＤ　ＩＥを含むＰＬＭＮリストＩＥ及びグリッドリストＩＥのいずれか又は全てを
含む利用可能な入札応答メッセージを生成するように構成することができる。一実施形態
では、ＰＬＭＮリストＩＥ及びグリッドリストＩＥは、ＰＬＭＮ－ＩＤグリッドセル入札
情報リストＩＥに含めることができる。実施形態では、グリッドリストＩＥは、１つ又は
複数のセルＩＤ　ＩＥを含む１つ又は複数のセルＩＤリストＩＥを含み得る。
【０１６３】
　様々な実施形態では、ＤＰＣ　１４６は、絶対無線周波数チャネル数（ＡＲＦＣＮ）Ｉ
Ｅ、チャネル帯域幅ＩＥ、利用可能な全帯域幅を特定するためのメガビット又はメガバイ
トＩＥ、資源のピークデータレートを特定するためのＭＢＰＳ　ＩＥ、資源利用可能時間
ＩＥ、資源有効時間ＩＥ、入札／買いＩＥ、入札／買い終了時刻ＩＥ、最小入札額ＩＥ及
び買値ＩＥのいずれか又は全ても含む利用可能な入札応答メッセージを生成することがで
きる。ＤＰＣ　１４６は、メッセージで特定された各ＰＭＬＮ、各資源、各グリッド及び
／又は各セルに対するそのような情報を含む利用可能な入札応答メッセージを生成するこ
とができる。
【０１６４】
　一実施形態では、ＤＰＣ　１４６は、オークションに対して利用可能な資源に対する入
札があるという判断に応答して、ＰＬＭＮ　ＩＤのリスト、各ＰＬＭＮ内のグリッドＩＤ
のリスト及び各グリッド内の利用可能な資源／入札を含む利用可能な入札応答メッセージ
を生成するように構成することができる。
【０１６５】
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　一実施形態では、ＤＰＣ　１４６は、関連ネットワーク／ＰＬＭＮ　ＩＤのためのその
ＤＰＣ　１４６による、オークションに対して利用可能な資源／資源に対する入札がない
という判断に応答して、メッセージタイプ及びシーケンス番号ＩＥ（又はこれらのＩＥの
有効値）を含む利用可能な入札応答メッセージを生成するように構成することができる。
一実施形態では、ＤＰＣ　１４６は、受信された利用可能な入札要求メッセージに含まれ
るシーケンス番号ＩＥと同じ値を有するシーケンス番号ＩＥを含む利用可能な入札応答メ
ッセージを生成するように構成することができる。一実施形態では、ＤＳＣ　１４４は、
これらの要求及び応答メッセージのシーケンス番号ＩＥを使用して、メッセージを相関さ
せるように構成することができる。
【０１６６】
　一実施形態では、ＤＰＣ　１４６は、ＰＬＭＮ　ＩＤを含むＰＬＭＮリストＩＥ及びグ
リッドＩＤリストＩＥを含む利用可能な入札応答メッセージを生成するように構成するこ
とができる。グリッドＩＤリストＩＥは、グリッド内のオークションに対して利用可能な
セルのリストを含み得る。セルＩＤリストＩＥは、セルＩＤを含み、各セルに対し、ＡＲ
ＦＣＮ、チャネル帯域幅、利用可能な全帯域幅、許容ピークデータレート、資源が利用可
能な及び資源の有効期限が切れる／終了する時刻（例えば、ＵＴＣ）、入札タイプオーク
ションか又は買いタイプオークションか、最小入札額又は買値、入札終了時刻（例えば、
ＵＴＣ）ならびに他の同様の情報を含み得る。
【０１６７】
　動作ブロック１０１０では、ＤＳＣ　１４４は、利用可能な入札応答メッセージに含ま
れる情報を使用して、入札に対して利用可能な資源を特定すること、ＤＳＣ　１４４が利
用可能な資源に対する入札を提出するかどうかを判断すること、ＤＳＣ　１４４が入札を
提出する資源を決定すること、及び／又は、他の同様の動作を実行することができる。
【０１６８】
　図１０Ｂを参照すると、動作１０１２では、ＤＰＣ　１４６は、利用可能な入札拒否メ
ッセージを生成し、ＤＳＣ　１４４に送信することによって、借主ＤＳＣ　１４４から受
信された利用可能な入札要求メッセージを拒否することができる。ＤＰＣ　１４６は、要
求メッセージで供給されるＰＬＭＮ　ＩＤのうちの１つ又は複数が公知のネットワークの
いずれかからのものではないという判断（例えば、動作１００４又は１００６の一部とし
て）、要求メッセージで供給されるグリッドＩＤのうちの１つ又は複数が供給されたＰＬ
ＭＮ　ＩＤに関して有効ではないという判断、ならびに／あるいは、関連グリッドで利用
可能な資源／入札がないという判断に応答して、利用可能な入札要求メッセージを拒否す
るように構成することができる。
【０１６９】
　一実施形態では、ＤＰＣ　１４６は、メッセージタイプ情報要素（ＩＥ）、メッセージ
ＩＤ　ＩＥ、原因ＩＥ、臨界診断ＩＥ及びシーケンス番号ＩＥを含む利用可能な入札拒否
メッセージを生成するように構成することができる。原因ＩＥは、動作ブロック１００５
で決定することができる利用可能な入札要求の拒否に対する理由コード（例えば、無効な
ＰＬＭＮ　ＩＤ、無効なグリッドＩＤなど）を含み得る。シーケンス番号ＩＥは、借主Ｄ
ＳＣ　１４４から受信された利用可能な入札要求メッセージに含まれているものと同じシ
ーケンス番号値を含み得る。従って、ＤＰＣ　１４６及び／又はＤＳＣ　１４４は、要求
及び応答メッセージのシーケンス番号ＩＥを使用して、それらのメッセージを相関させる
ように構成することができる。
【０１７０】
　動作ブロック１０１４では、ＤＳＣ　１４４は、利用可能な入札拒否メッセージに含ま
れる情報を使用して、様々な失敗に対する応答動作を実行することができる。例えば、Ｄ
ＳＣ　１４４は、別の利用可能な入札要求メッセージをＤＰＣ　１４６に送信するかどう
かを判断すること、別の利用可能な入札要求メッセージを異なるＤＰＣに送信するかどう
かを判断することなどができる。
【０１７１】
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　図１１Ａ及び１１Ｂは、ＤＳＣ資源に対して入札するＤＳＡＡＰ入札方法１１００を示
し、これにより、異なる借主ネットワークは、貸主ネットワークから利用可能な資源に対
する入札を行うことができる。図１１Ａ及び１１Ｂに示される例では、ＤＳＡＡＰ方法１
１００は、ＤＰＣ　１４６コンポーネント及びＤＳＣ　１４４コンポーネントの処理コア
によって実行され、それらの各々は、全て又は一定の部分のＤＳＡＡＰモジュール／コン
ポーネントを含み得る。
【０１７２】
　一実施形態では、ＤＳＣ　１４４及び／又はＤＰＣ　１４６は、ＤＳＣ　１４４が入札
に対して利用可能な資源のリストを回収した後（例えば、ＤＳＡＡＰ方法１０００を実行
した後）にＤＳＡＡＰ方法１１００を実行するように構成することができる。様々な実施
形態では、ＤＳＣ　１４４及び／又はＤＰＣ　１４６は、入札時間切れになるまで連続し
て又は繰り返してＤＳＡＡＰ方法１１００を実行するように構成することができる。一実
施形態では、ＤＰＣ　１４６は、入札時間切れ時に落札した入札（すなわち、最高入札値
が付いたもの）を選択するように構成することができる。
【０１７３】
　図１１Ａ及び１１Ｂに示される方法１１００の動作１１０２では、貸主ネットワークか
ら利用可能であると判断された資源のうちの１つ又は複数（すなわち、方法１０００の実
行を介して得られた資源のリストに含まれる資源のうちの１つ又は複数）に対する入札を
行うため、借主ＤＳＣ　１４４は、ＤＳＣ入札要求メッセージを生成し、ＤＰＣ　１４６
に送信することができる。借主ＤＳＣ　１４４は、メッセージタイプ情報要素（ＩＥ）、
メッセージＩＤ　ＩＥ、ＤＳＣアイデンティティＩＥ、ＤＳＣタイプＩＥ、入札ＩＤ　Ｉ
Ｅ、ＰＬＭＮ　ＩＤ　ＩＥ及び入札額ＩＥのいずれか又は全てを含むＤＳＣ入札要求メッ
セージを生成するように構成することができる。入札ＩＤ　ＩＥは、借主ＤＳＣ　１４４
が入札を行う特定の資源の特定に適した情報を含み得る。ＰＬＭＮ　ＩＤ　ＩＥは、入札
ＩＤ　ＩＥで特定された資源と関連付けられたネットワークのＰＬＭＮ　ＩＤの特定にお
ける使用に適した情報を含み得る。入札額ＩＥは、貨幣（例えば、ＵＳＤ）の金額又は入
札値を含み得る。
【０１７４】
　一実施形態では、借主ＤＳＣ　１４４は、特定の資源／入札ＩＤの入札リストで指定さ
れる最小入札額より大きい入札額ＩＥ値を含むＤＳＣ入札要求メッセージを生成するよう
に構成することができる。一実施形態では、借主ＤＳＣ　１４４は、受信された利用可能
な入札応答メッセージ（例えば、図１０Ａに示される動作１００８の一部として送信され
たメッセージ）から最小入札額及び／又は入札リストを得るように構成することができる
。
【０１７５】
　図１１Ａに示される動作ブロック１１０４では、ＤＰＣ　１４６は、受信されたＤＳＣ
入札要求メッセージに含まれる情報を使用して、入札がＤＳＡシステムのポリシ及び規則
ならびに貸主ネットワークの要件に準拠するかどうかを判断することによってなど、入札
（資源入札）が有効であるかどうか及び受諾すべきかどうかを判断することができる。動
作１１０６では、ＤＰＣ　１４６は、入札が有効である及び／又は受諾すべきであるとい
う判断に応答して、ＤＳＣ入札受諾メッセージを生成し、ＤＳＣに送信することができる
。ＤＰＣ　１４６は、メッセージタイプ情報要素（ＩＥ）、メッセージＩＤ　ＩＥ、入札
ＩＤ　ＩＥ、ならびに、入札が有効であると判断されたこと及び／又は受諾されたことを
ＤＳＣ　１４４に通知するのに適した他の情報のいずれか又は全てを含むＤＳＣ入札受諾
メッセージを生成するように構成することができる。
【０１７６】
　上記で論じられる例では、ＤＳＣ入札受諾メッセージは、入札が有効である／受諾され
たことをＤＳＣ　１４４に通知するものであり、借主ＤＳＣ　１４４が落札したことを通
知するものではないことに留意すべきである。落札した借主ＤＳＣは、入札時間切れとな
り、入札終了時に借主ＤＳＣが最高入札者であるとＤＰＣ　１４６が判断した際に、ＤＳ
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Ｃ落札メッセージを介して通知を受けることができる。同様に、ＤＰＣ　１４６は、ＤＳ
Ｃ落札失敗メッセージを介して、入札プロセスに参加したが落札失敗入札を提出した借主
ＤＳＣに、落札入札を提出しなかったことを通知することができる。ＤＳＣ落札メッセー
ジ及びＤＳＣ落札失敗メッセージについては、以下でさらに詳細に論じる。
【０１７７】
　図１１Ｂを参照すると、動作ブロック１１０８では、ＤＰＣ　１４６は、受信されたＤ
ＳＣ入札要求メッセージに含まれる情報を使用して、入札が有効ではない及び受諾すべき
ではないと判断することができる。例えば、ＤＰＣ　１４６は、受信された情報を使用し
て、入札がＤＳＡシステムのポリシ／規則に準拠しない及び／又は貸主ネットワークの要
件に準拠しない（例えば、最小希望価格を満たさない）と判断することができる。さらな
る例として、ＤＰＣ　１４６は、入札要求メッセージの入札額ＩＥで指定される入札額が
最小入札より高いものではないという判断、入札額が現在申し出を受けている入札の中で
最も高いものではないという判断、入札ＩＤ　ＩＥに含まれる入札ＩＤが無効であるとい
う判断、又は、入札／資源が入札に対してもはや利用可能ではない（例えば、有効期限切
れ、オークションの終了、入札撤回又は無効な入札ＩＤが原因で）という判断に応答して
、入札が有効ではない又は受諾すべきではないと判断するように構成することができる。
【０１７８】
　動作１１１０では、ＤＰＣ　１４６は、ＤＳＣ入札拒否メッセージを生成し、ＤＳＣ　
１４４に送信することができる。ＤＰＣ　１４６は、メッセージタイプ情報要素（ＩＥ）
、メッセージＩＤ　ＩＥ、入札ＩＤ　ＩＥ、原因ＩＥ及び臨界診断ＩＥのいずれか又は全
てを含むＤＳＣ入札拒否メッセージを生成するように構成することができる。ＤＳＣ入札
拒否メッセージの入札ＩＤ　ＩＥは、受信されたＤＳＣ入札要求メッセージに含まれる入
札識別子と同じ値を含み得る。原因ＩＥは、入札が拒否された理由（例えば、最小入札が
満たされていない、高値での入札、入札が見つからないなど）を特定する理由コードを含
み得る。動作ブロック１１１２では、ＤＳＣ　１４４は、ＤＳＣ入札拒否メッセージに含
まれる情報を使用して、資源に対する再入札を行うかどうかを判断する動作、有効な入札
ＩＤを含む新しいＤＳＣ入札要求メッセージを生成する動作など、様々な入札要求失敗に
対する応答動作を実行することができる。
【０１７９】
　図１２Ａ～１２Ｄは、参加ネットワークに入札動作の結果を通知するＤＳＡＡＰ通知書
方法１２００を示す。すなわち、ＤＳＡＡＰ通知方法１２００は、オークションの結果（
例えば、ＤＳＣ　１４４が落札入札を提出したこと、ＤＳＣ　１４４が高値で入札したこ
と、ＤＳＣ　１４４が落札失敗入札を提出したこと、オークションが取り消されたことな
ど）をＤＳＣ　１４４に通知するために実行することができる。図１２Ａ～１２Ｄに示さ
れる例では、ＤＳＡＡＰ通知方法１２００は、ＤＰＣ　１４６コンポーネント及びＤＳＣ
　１４４コンポーネントの処理コアによって実行され、それらの各々は、全て又は一定の
部分のＤＳＡＡＰモジュール／コンポーネントを含み得る。
【０１８０】
　ＤＳＡＡＰ通知方法１２００は、入札が受諾されたことをＤＰＣ　１４６がＤＳＣ　１
４４に通知した後（例えば、図１１に示される動作１１０６の後）に実行することができ
る。また、ＤＳＡＡＰ通知方法１２００は、入札時間切れの後に及び／又はＤＰＣ　１４
６による事象もしくは状態（例えば、新しい入札が受信されたこと、高値で入札されたこ
となど）の検出に応答して実行することもできる。
【０１８１】
　図１２Ａに示される動作ブロック１２０２では、ＤＰＣ　１４６は、ＤＳＣ　１４４か
ら受信された最後の、最近の又は最新の入札要求メッセージの入札額ＩＥで指定される入
札額が現在の入札の中で最も高いものではないと判断することができる。動作１２０４で
は、ＤＰＣ　１４６は、その前の入札が別の借主ＤＳＣからのより高い入札によって高値
が付けられたこと及び／又は前の入札がもはや有効ではないことを借主ＤＳＣ　１４４に
通知するため、ＤＳＣ高値での入札メッセージを生成し、借主ＤＳＣ　１４４に送信する
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ことができる。様々な実施形態では、ＤＰＣ　１４６は、メッセージタイプ情報要素（Ｉ
Ｅ）、メッセージＩＤ　ＩＥ、原因ＩＥ、入札情報ＩＥ、臨界診断ＩＥ、ＤＳＣ　ＩＤ　
ＩＥ及び入札ＩＤ　ＩＥのいずれか又は全てを含むＤＳＣ高値での入札メッセージを生成
することができる。
【０１８２】
　ＤＳＣ　ＩＤ　ＩＥは、特定の借主ＤＳＣ　１４４の特定における使用に適した情報を
含み得る。入札ＩＤ　ＩＥは、高値が付けられた提出入札の特定における使用に適した入
札ＩＤを含み得る。動作ブロック１２０６では、借主ＤＳＣ　１４４は、資源に対してよ
り高い入札をそのＤＰＣ　１４６に提出するか、異なるＤＰＣ　１４６に入札を提出する
か、帯域幅を解放するために既存の通話を終えるかなどを判断することによってなど、様
々な高値での入札失敗に対する応答動作を実行することができる。
【０１８３】
　図１２Ｂを参照すると、動作ブロック１２１０では、ＤＰＣ　１４６は、入札時間切れ
となり、ＤＳＣ　１４４から受信された最後の、最近の又は最新の入札要求メッセージの
入札額ＩＥで指定される入札額が現在の入札の中で最も高いものであると判断することが
できる。動作１２１２では、ＤＰＣ　１４６は、前の入札が落札入札であることを借主Ｄ
ＳＣ　１４４に通知するため、ＤＳＣ落札メッセージを生成し、借主ＤＳＣ　１４４に送
信することができる。様々な実施形態では、ＤＰＣ　１４６は、メッセージタイプ情報要
素（ＩＥ）、メッセージＩＤ　ＩＥ、入札ＩＤ　ＩＥ、入札情報ＩＥ、ＤＳＣ　ＩＤ　Ｉ
Ｅ、ならびに、帯域幅、ＭＢＰＳ、時間及び落札した入札額などの元の入札詳細などのい
ずれか又は全てを含むＤＳＣ落札メッセージを生成することができる。ＤＳＣ　ＩＤ　Ｉ
Ｅは、特定の借主ＤＳＣ　１４４の特定における使用に適した情報を含み得る。入札ＩＤ
　ＩＥは、資源オークション／入札動作を落札した入札の特定に適した入札識別子を含み
得る。
【０１８４】
　動作ブロック１２１４では、落札した借主ＤＳＣ　１４４は、そのネットワーク機器及
びデバイス（例えば、ワイヤレスデバイス）が資源の使用を開始する及び／又は使用のた
めに資源を利用可能にするスケジューリングを行う（すなわち、落札した借主ネットワー
クによる資源の使用準備を整える時刻のスケジューリングを行う）前に、ＤＰＣ　１４６
からのＤＳＣ資源割り当て済みメッセージの受信を待つことができる。動作ブロック１２
１６では、ＤＰＣ　１４６は、借主ＤＳＣ　１４４によって提出された入札によって落札
された資源に対する他のネットワークからのさらなる入札を拒否することによってなど、
オークションを閉鎖することができる。
【０１８５】
　図１２Ｃを参照すると、動作ブロック１２２０では、ＤＰＣ　１４６は、入札時間切れ
となり、ＤＳＣ　１４４から受信された最後の、最近の又は最新の入札要求メッセージの
入札額ＩＥで指定される入札額が現在の入札の中で最も高いものではないと判断すること
ができる。動作１２２２では、ＤＰＣ　１４６は、前の入札が落札入札ではなく、別の借
主ＤＳＣがオークションで落札したためにオークション／入札がクローズドことを借主Ｄ
ＳＣ　１４４に通知するため、ＤＳＣ落札失敗メッセージを生成し、ＤＳＣ　１４４に送
信することができる。様々な実施形態では、ＤＰＣ　１４６は、メッセージタイプ情報要
素（ＩＥ）、メッセージＩＤ　ＩＥ、入札ＩＤ　ＩＥ及びＤＳＣ　ＩＤ　ＩＥのいずれか
又は全てを含むＤＳＣ落札失敗メッセージを生成することができる。ＤＳＣ　ＩＤ　ＩＥ
は、落札失敗入札を提出した及び／又はＤＳＣ落札失敗メッセージが送信される特定の借
主ＤＳＣ　１４４の特定における使用に適した情報を含み得る。入札ＩＤ　ＩＥは、提出
された入札の特定における使用に適した入札識別子を含み得る。
【０１８６】
　動作ブロック１２２４では、借主ＤＳＣ　１４４は、他の利用可能な資源に対する入札
を提出するか、資源を解放するために既存の通話を終えるかなどを判断することなど、様
々な失敗に対する応答動作を実行することができる。動作ブロック１２２６では、ＤＰＣ
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　１４６は、オークションを閉鎖すること及び／又は落札に失敗した借主ＤＳＣが他の利
用可能な資源に対する入札を行えるようにすることができる。
【０１８７】
　図１２Ｄを参照すると、動作ブロック１２３０では、ＤＰＣ　１４６は、ＤＳＣ　１４
４が以前に入札を提出したネットワーク資源に対するオークションが取り消されたと判断
することができる。例えば、ＤＰＣ　１４６は、貸主ネットワークオペレータによってオ
ークションが撤回された又は管理上の理由でＤＰＣオペレータによってオークションが取
り消されたと判断することができる。動作１２３２では、ＤＰＣ　１４６は、オークショ
ンが取り消されたことを借主ＤＳＣ　１４４通知するため、ＤＳＣ入札取消済みメッセー
ジを生成し、借主ＤＳＣ　１４４に送信することができる。様々な実施形態では、ＤＰＣ
　１４６は、メッセージタイプ情報要素（ＩＥ）、メッセージＩＤ　ＩＥ、入札ＩＤ　Ｉ
Ｅ、ＤＳＣ　ＩＤ　ＩＥ及び原因ＩＥのいずれか又は全てを含むＤＳＣ入札取消済みメッ
セージを生成することができる。ＤＳＣ　ＩＤ　ＩＥは、特定の借主ＤＳＣ　１４４の特
定における使用に適した情報を含み得る。入札ＩＤ　ＩＥは、オークションが取り消され
た資源／入札の特定における使用に適した入札識別子を含み得る。原因ＩＥは、入札取消
に対する理由コード（例えば、オークションが撤回された、オークションが取り消された
など）を含み得る。動作ブロック１２３４では、借主ＤＳＣ　１４４は、異なるＤＰＣ　
１４６に入札を提出するか、通話を終えるかなどを判断することによってなど、様々な失
敗に対する応答動作を実行することができる。
【０１８８】
　図１３Ａ及び１３Ｂは、借主ネットワークが貸主ネットワークによって割り当てに対し
て利用可能にされた資源に対する即時の（又はほぼ即時の）購入及び／又は使用の主張を
行えるようにするＤＳＡＡＰ購入方法１３００を示す。図１３Ａ及び１３Ｂに示される例
では、ＤＳＡＡＰ購入方法１３００は、ＤＰＣ　１４６コンポーネント及びＤＳＣ　１４
４コンポーネントの処理コアによって実行され、それらの各々は、全て又は一定の部分の
ＤＳＡＡＰモジュール／コンポーネントを含み得る。実施形態では、ＤＳＣ　１４４及び
ＤＰＣ　１４６は、ＤＳＣ　１４４が購入に対して利用可能な資源のリストを回収／受信
した後（例えば、図１０を参照して上記で論じられるＤＳＡＡＰ方法１０００を実行した
後）にＤＳＡＡＰ方法１３００を実行するように構成することができる。
【０１８９】
　図１３Ａ及び１３Ｂに示される動作ブロック１３０２では、借主ＤＳＣ　１４４は、資
源のリスト（例えば、上記で論じられるＤＳＡＡＰ方法１０００の実行から得られた資源
のリスト）から即時の購入のための特定の資源を特定及び選択することができる。様々な
実施形態では、借主ＤＳＣ　１４４は、入札に対してスケジューリングが行われた資源、
現在オークションが行われている資源、即時の購入に対してのみ利用可能にされた資源な
どを選択することができる。動作１３０４では、ＤＳＣ　１４４は、貸主ネットワークか
ら特定／選択した資源の買いを要求するため、ＤＳＣ買い要求メッセージを生成し、ＤＰ
Ｃ　１４６に送信することができる。
【０１９０】
　様々な実施形態では、ＤＳＣ　１４４は、メッセージタイプ情報要素（ＩＥ）、メッセ
ージＩＤ　ＩＥ、ＤＳＣアイデンティティＩＥ、ＤＳＣタイプＩＥ、入札ＩＤ　ＩＥ、買
値ＩＥ及びＰＬＭＮ　ＩＤ　ＩＥのいずれか又は全てを含むＤＳＣ買い要求メッセージを
生成することができる。ＰＬＭＮ　ＩＤ　ＩＥは、入札ＩＤ　ＩＥを介して特定すること
ができる入札と関連付けられたネットワークのＰＬＭＮ　ＩＤの特定における使用に適し
た情報を含み得る。買値ＩＥは、借主ＤＳＣ　１４４によって提出された入札の金額（例
えば、ＵＳＤ）（すなわち、入札値）を含み得る。
【０１９１】
　一実施形態では、ＤＳＣ　１４４は、受信された利用可能な入札応答メッセージ（図１
０を参照して上記で論じられる）に含まれる入札ＩＤのリストの買値ＩＥを介して特定さ
れた金額と等しい買値を含むＤＳＣ買い要求メッセージを生成するように構成することが
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できる。
【０１９２】
　図１３Ａに示される動作ブロック１３０６では、ＤＰＣ　１４６は、受信されたＤＳＣ
買い要求メッセージに含まれる情報を使用して、要求された資源、要求された資源と関連
付けられたネットワーク、要求された資源が現在オークションにかけられているかどうか
、要求された資源が即時の購入に対して利用可能にされているかどうか、その資源の即時
の購入に対して要求された最小購入額、及び／又は、受信されたＤＳＣ買い要求メッセー
ジに含まれる買値が要求された購入額と等しい（又はそれより大きい）かどうかを特定す
ることができる。図１３Ａに示される例では、動作ブロック１３０６の一部として、ＤＰ
Ｃ　１４６は、受信されたＤＳＣ買い要求メッセージに含まれる買値が要求された購入額
以上であると判断することができる。
【０１９３】
　動作１３０８では、ＤＰＣ　１４６は、使用のための資源の購入／リースに成功したこ
とを借主ＤＳＣ　１４４に通知するため、ＤＳＣ買い受諾メッセージを生成し、借主ＤＳ
Ｃ　１４４に送信することができる。様々な実施形態では、ＤＰＣ　１４６は、メッセー
ジタイプ情報要素（ＩＥ）、メッセージＩＤ　ＩＥ及び入札ＩＤ　ＩＥのいずれか又は全
てを含むＤＳＣ買い受諾メッセージを生成することができる。動作ブロック１３１０では
、ＤＰＣ　１４６は、資源がもはや他の借主ＤＳＣによる入札又は買いに対して利用可能
ではなくなるように、その資源に対するアクティブなオークションを終了、停止もしくは
閉鎖すること及び／又は同様の動作を実行することができる。
【０１９４】
　図１３Ｂを参照すると、動作ブロック１３１２では、ＤＰＣ　１４６は、受信されたＤ
ＳＣ買い要求メッセージ（例えば、動作１３０４の一部として）に含まれる情報を使用し
て、入札（買い要求）を拒否すべきであると判断することができる。例えば、ＤＰＣ　１
４６は、受信されたＤＳＣ買い要求メッセージの買値ＩＥで指定される買値が要求された
購入額より少ないと判断することができる。別の例として、ＤＰＣ　１４６は、入札ＩＤ
　ＩＥに含まれる入札ＩＤ値が無効であるか、又は、資源／入札がもはや入札に対して利
用可能ではない（例えば、有効期限切れ、オークションの終了、入札撤回又は無効な入札
ＩＤなどが原因で）と判断することができる。
【０１９５】
　動作１３１４では、ＤＰＣ　１４６は、ＤＳＣ買い拒否メッセージを生成し、ＤＳＣ　
１４４に送信することができる。様々な実施形態では、ＤＰＣ　１４６は、メッセージタ
イプ情報要素（ＩＥ）、メッセージＩＤ　ＩＥ、入札ＩＤ　ＩＥ及び原因ＩＥのいずれか
又は全てを含むＤＳＣ買い拒否メッセージを生成することができる。入札ＩＤ　ＩＥの値
は、動作１３０４の一部として受信されたＤＳＣ買い要求メッセージに含まれる入札識別
子と同じであり得る。原因ＩＥは、買い要求の拒否に対する理由コード（例えば、要求さ
れた購入価格が満たされていない、入札が見つからないなど）を含み得る。動作ブロック
１３１６では、ＤＳＣ　１３１６は、より高い入札額で新しい購入要求を提出するかどう
かを判断するなどの様々な失敗に対する応答動作を実行することができる。動作ブロック
１３１８では、ＤＰＣ　１４６は、他の借主ＤＳＣによる入札又は買いに対してその資源
が利用可能になるように様々な動作を実行する。
【０１９６】
　図１４Ａ及び１４Ｂは、借主ネットワークのコンポーネントによるアクセス及び使用の
ために貸主ネットワークの資源を割り当てるＤＳＡＡＰ資源割り当て方法１４００を示す
。図１４Ａ及び１４Ｂに示される例では、ＤＳＡＡＰ資源割り当て方法１４００は、ＤＰ
Ｃ　１４６コンポーネント、借主ＤＳＣ　１４４ａコンポーネント及び貸主ＤＳＣ　１４
４ｂコンポーネントの処理コアによって実行され、それらの各々は、全て又は一定の部分
のＤＳＡＡＰモジュール／コンポーネントを含み得る。
【０１９７】
　図１４Ａ及び１４Ｂに示される動作ブロック１４０２では、ＤＰＣ　１４６は、借主Ｄ
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ＳＣ　１４４ａが貸主ＤＳＣ　１４４ｂによって表される貸主ネットワークの資源の購入
又は資源に対するオークションでの落札に成功したと判断することができる。図１４Ａに
示される動作１４０４では、ＤＰＣ　１４６は、その割り当てられた資源／入札のうちの
１つ又は複数が借主ＤＳＣ　１４４ａによって落札されたことを貸主ネットワーク通知す
るため、ＤＳＣ落札成功メッセージを生成し、貸主ＤＳＣ　１４４ｂに送信することがで
きる。
【０１９８】
　様々な実施形態では、ＤＰＣ　１４６は、メッセージタイプ情報要素（ＩＥ）、メッセ
ージＩＤ　ＩＥ、原因ＩＥ及び臨界診断ＩＥのいずれか又は全てを含むＤＳＣ落札成功メ
ッセージを生成することができる。さらなる実施形態では、ＤＰＣ　１４６は、入札ＩＤ
　ＩＥ、ＤＳＣ　ＩＤ　ＩＥ及び入札値ＩＥのいずれか又は全ても含むＤＳＣ落札成功メ
ッセージを生成するように構成することができる。これらの追加の情報要素は、落札入札
に関する情報を伝達するために使用することができる。例えば、入札ＩＤ　ＩＥは、資源
に対するオークションへの参加及びオークションでの落札に成功した入札に相当する入札
ＩＤを含み得る。ＤＳＣ　ＩＤ　ＩＥは、オークション勝者（すなわち、借主ＤＳＣ　１
４４ａ）のＤＳＣ　ＩＤを含み得る。入札値ＩＥは、資源の落札入札額及び／又は購入価
格を含み得る。
【０１９９】
　動作１４０４では、貸主ＤＳＣ　１４４ｂは、借主ネットワークのコンポーネントによ
るアクセス及び使用のための資源の割り当て／委任を行うため、ＤＳＣ資源割り当て済み
メッセージを生成し、ＤＰＣ　１４６に送信することができる。貸主ＤＳＣ　１４４ｂは
、メッセージタイプ情報要素（ＩＥ）、メッセージＩＤ　ＩＥ、入札ＩＤ、ＰＬＭＮ－Ｉ
ＤグリッドＩＤセルＩＤリストＩＥ、ＰＬＭＮ　ＩＤ　ＩＥ、グリッドＩＤ　ＩＥ、セル
ＩＤリストＩＥ及び様々なオークション／資源詳細（例えば、帯域幅、ＭＢＰＳ、時間な
ど）のいずれか又は全てを含むＤＳＣ資源割り当て済みメッセージを生成するように構成
することができる。一実施形態では、ＰＬＭＮ　ＩＤ　ＩＥ、グリッドＩＤ　ＩＥ及びセ
ルＩＤリストＩＥは、ＰＬＭＮ－ＩＤグリッドＩＤセルＩＤリストＩＥに含めることがで
きる。ＰＬＭＮ　ＩＤ　ＩＥは、資源を割り当てる貸主ネットワークのＰＬＭＮ　ＩＤを
含んでもよく、落札入札で特定されたものと同じＰＬＭＮ　ＩＤ／ネットワークであり得
る。グリッドＩＤ　ＩＥ及びセルＩＤリストＩＥは、資源と関連付けられたグリッド／セ
ルの特定に適した情報を含み得る。これらの値は、落札入札に含まれるグリッド／セル値
と同じであり得る。
【０２００】
　動作１４０６では、ＤＰＣ　１４６は、借主ＤＳＣ　１４４ａが貸主ネットワーク資源
のうちの割り当てられた資源の使用を開始できるようにするため、受信されたＤＳＣ資源
割り当て済みメッセージを落札した借主ＤＳＣ　１４４ａに転送することができる。動作
ブロック１４０８では、借主ＤＳＣ　１４４ａは、そのネットワーク機器が、入札の一部
として指定される及び／又は受信されたＤＳＣ資源割り当て済みメッセージに含まれる時
刻から貸主ネットワーク資源の使用を開始するスケジューリングを行うことができる。
【０２０１】
　図１４Ｂを参照すると、動作ブロック１４１０では、貸主ＤＳＣ　１４４ｂは、オーク
ションの勝者への提出された資源の割り当てに先行して、オークションに対して提出され
た資源を撤回すべきであると判断することができる。貸主ＤＳＣ　１４４ｂは、各種の理
由（例えば、思いがけない又は管理上の理由など）で、借主ネットワークがそれらの資源
を購入した又は資源に対するオークションで落札したとＤＰＣ　１４６が判断した後に、
資源を撤回すると判断することができる。
【０２０２】
　動作１４１２では、貸主ＤＳＣ　１４４ｂは、資源を撤回するため、ＤＳＣ資源撤回済
みメッセージを生成し、ＤＰＣ　１４６に送信することができる。貸主ＤＳＣ　１４４ｂ
は、メッセージタイプ情報要素（ＩＥ）、メッセージＩＤ　ＩＥ、入札ＩＤ　ＩＥ、原因
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ＩＥ及びＰＬＭＮ－ＩＤグリッドＩＤセルＩＤリストＩＥのいずれか又は全てを含むＤＳ
Ｃ資源撤回済みメッセージを生成することができる。入札ＩＤ　ＩＥは、入札の特定にお
ける使用に適した情報を含み得る。原因ＩＥは、資源割り当ての撤回の理由（例えば、資
源が利用可能ではない、資源が撤回された、管理上のなど）について説明する理由コード
を含み得る。
【０２０３】
　動作１４１４では、ＤＰＣ　１４６は、受信されたＤＳＣ資源撤回済みメッセージを、
撤回された資源に対して落札入札を提出した借主ＤＳＣ　１４４ａに転送することができ
る。動作ブロック１４１６では、借主ＤＳＣ　１４４ａは、別のオークションに参加する
かどうかの判断、異なる資源に対する入札を行うかどうかの判断、資源を解放するために
通話を終えるかどうかの判断など、様々な失敗に対する応答動作を実行することができる
。
【０２０４】
　図１５Ａ及び１５Ｂは、貸主ネットワークからワイヤレスデバイスが加入している借主
ネットワーク（すなわち、そのホームのＰＬＭＮ）にワイヤレスデバイスを選択的に引き
戻すＤＳＡＡＰバックオフ方法１５００の一実施形態を示す。図１５Ａ及び１５Ｂに示さ
れる例では、ＤＳＡＡＰバックオフ方法１５００は、ＤＰＣ　１４６コンポーネント、借
主ＤＳＣ　１４４ａコンポーネント及び貸主ＤＳＣ　１４４ｂコンポーネントの処理コア
によって実行され、それらの各々は、全て又は一定の部分のＤＳＡＡＰモジュール／コン
ポーネントを含み得る。
【０２０５】
　図１５Ａ及び１５Ｂに示される動作ブロック１５０２では、貸主ＤＳＣ　１４４ｂは、
前のオークションの一部であるセルからのそのネットワーク資源が混雑状態であると判断
することができる。すなわち、貸主ＤＳＣ　１４４ｂは、その割り当てられた資源のアク
セス又は使用を必要とすると判断することができる。動作１５０４では、貸主ＤＳＣ　１
４４ｂは、借主ネットワーク（すなわち、そのホームのＰＬＭＮ）に貸主ネットワークの
割り当てられた資源を使用するワイヤレスデバイスを選択的に引き戻すため、ＤＳＣバッ
クオフコマンドメッセージを生成し、ＤＰＣ　１４６に送信することができる。
【０２０６】
　貸主ＤＳＣ　１４４ｂは、メッセージタイプ情報要素（ＩＥ）、メッセージＩＤ　ＩＥ
、入札ＩＤ　ＩＥ、ＵＥアイデンティティＩＥ、測定レポートＩＥ、ハンドオフセル情報
ＩＥ、原因ＩＥ及びＤＳＣバックオフ応答タイマＩＥのいずれか又は全てを含むＤＳＣバ
ックオフコマンドメッセージを生成するように構成することができる。
【０２０７】
　ＵＥアイデンティティＩＥは、ワイヤレスデバイス又はそのネットワークの国際モバイ
ル電話加入者識別番号（ＩＭＳＩ）など、ワイヤレスデバイス（又はＵＥ）のアイデンテ
ィティ関連情報の決定における使用に適した情報を含み得る。
【０２０８】
　測定レポートＩＥは、特定されたワイヤレスデバイス（すなわち、借主ネットワークへ
のバックオフが要求されたワイヤレスデバイス）に対して貸主ネットワークによって受信
された最後の、最近の又は最新の測定レポートＥ－ＵＴＲＡＮ　ＲＲＣメッセージを含み
得る。
【０２０９】
　入札ＩＤ　ＩＥは、オークションへの参加及びオークションの完了／オークションでの
落札に成功した入札に相当する入札ＩＤ値を含み得る。入札ＩＤは、バックオフ動作と関
連付けられたオークション／契約（すなわち、資源が割り当てられたオークション／契約
）を特定するために使用することができる。
【０２１０】
　一実施形態では、貸主ＤＳＣ　１４４ｂは、混雑したセルに対応する入札ＩＤが複数あ
るかどうかを判断するように構成することができる。一実施形態では、貸主ＤＳＣ　１４
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４ｂは、混雑したセルに対応する入札ＩＤが複数あるという判断に応答して、多数の入札
ＩＤから入札ＩＤ値を選択するように構成することができる。様々な実施形態では、貸主
ＤＳＣ　１４４ｂは、貸主ＤＳＣ　１４４ｂで規定されるオペレータポリシに基づいて、
以前の合意に基づいて、以前に貸主及び借主ネットワークオペレータによって協議された
ポリシ／規則に基づいてなど、入札ＩＤ値を選択するように構成することができる。
【０２１１】
　動作１５０６では、ＤＰＣ　１４６は、受信されたＤＳＣバックオフコマンドメッセー
ジを借主ＤＳＣ　１４４ａに転送することができる。動作ブロック１５０８では、借主Ｄ
ＳＣ　１４４ａは、受信されたＤＳＣバックオフコマンドメッセージのＵＥアイデンティ
ティＩＥの情報を使用して、バックオフ動作の対象となるワイヤレスデバイス（すなわち
、引き戻されるべきワイヤレスデバイス）を特定することができる。
【０２１２】
　動作ブロック１５１０では、借主ＤＳＣ　１４４ａは、受信されたＤＳＣバックオフコ
マンドメッセージの測定レポートＩＥに含まれる情報を使用して、特定されたワイヤレス
デバイスが引き渡されるべき対象セル（借主ネットワーク内の）を決定、特定及び／又は
選択することができる（貸主ネットワークは、ワイヤレスデバイスが貸主ネットワークに
取り付けられている時又は引き渡された時など、以前に、ワイヤレスデバイスからの測定
レポートを可能にした可能性がある）。
【０２１３】
　動作１５１２では、借主ＤＳＣ　１４４ａは、ＤＳＣバックオフ応答メッセージを生成
し、ＤＰＣ　１４６に送信することができる。借主ＤＳＣ　１４４ａは、メッセージタイ
プ情報要素（ＩＥ）、メッセージＩＤ　ＩＥ、入札ＩＤ　ＩＥ、ＵＥアイデンティティＩ
Ｅ、ハンドオフセル情報ＩＥ及び原因ＩＥのいずれか又は全てを含むＤＳＣバックオフ応
答メッセージを生成するように構成することができる。一実施形態では、借主ＤＳＣ　１
４４ａは、ハンドオーバのための適切な対象セル（借主ネットワーク内の）を特定又は選
択できなかったという判断に応答して、原因ＩＥ（又は原因ＩＥの値）を含むＤＳＣバッ
クオフ応答メッセージを生成するように構成することができる。原因ＩＥの値は、ネット
ワーク過負荷、適切な対象セルが見つからない又は未知のワイヤレスデバイス／ＵＥなど
の失敗の原因を特定することができる。一実施形態では、借主ＤＳＣ　１４４ａは、ワイ
ヤレスデバイスが引き渡され得る対象セル（借主ネットワーク内の）の特定の成功に応答
して、ハンドオフセル情報ＩＥに対する値（例えば、対象セル情報）を含むＤＳＣバック
オフ応答メッセージを生成するように構成することができる。
【０２１４】
　動作１５１４では、ＤＰＣ　１４６は、受信されたＤＳＣバックオフ応答メッセージに
含まれる入札ＩＤ　ＩＥに基づいて貸主ＤＳＣ　１４４ａを特定し、受信されたＤＳＣバ
ックオフ応答メッセージを貸主ＤＳＣ　１４４ｂに転送することができる。動作ブロック
１５１６では、貸主ＤＳＣ　１４４ｂは、受信されたＤＳＣバックオフ応答メッセージが
ハンドオフセル情報ＩＥ（又はハンドオフセル情報ＩＥに対する有効値）を含むかどうか
を判断することができる。受信されたＤＳＣバックオフ応答メッセージがハンドオフセル
情報ＩＥ（又はハンドオフセル情報ＩＥに対する有効値）を含むという判断に応答して、
動作ブロック１５１８では、貸主ＤＳＣ　１４４ｂは、ハンドオフセル情報ＩＥに含まれ
る対象セル情報を使用して、ハンドオーバ要メッセージを符号化することができる。動作
ブロック１５２０では、貸主ＤＳＣ　１４４ｂは、貸主ネットワークから借主ネットワー
クにワイヤレスデバイスを引き渡すためにＳ１ベースのハンドオーバ手順を開始すること
ができる。
【０２１５】
　図１５Ｂを参照すると、動作ブロック１５５２では、貸主ＤＳＣ　１４４ｂは、ＤＰＣ
　１４６がＤＳＣバックオフコマンドメッセージに含まれるＤＳＣバックオフ応答タイマ
ＩＥで特定された時間内にＤＳＣバックオフコマンドメッセージ（動作１５０４の一部と
して送信された）に応答しなかったと判断することができる。その代替として又はそれに
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加えて、動作ブロック１５５４では、貸主ＤＳＣ　１４４ｂは、ＤＳＣバックオフコマン
ドメッセージに含まれるか又はＤＳＣバックオフコマンドメッセージで特定された資源／
入札ＩＤに関する全ての残りのネットワーク資源の割り当ての撤回を必要とする、かなり
のもしくは激しいネットワーク混雑又は管理上の理由があると判断することができる。
【０２１６】
　動作１５５６では、貸主ＤＳＣ　１４４ｂは、ＤＳＣ資源撤回済みメッセージを生成し
、ＤＰＣ　１４６に送信することができる。動作１５５８では、ＤＰＣ　１４６は、残り
のネットワーク資源の割り当てを撤回するため、受信されたＤＳＣ資源撤回済みメッセー
ジを借主ＤＳＣ　１４４ａに転送することができる。動作ブロック１５６０では、借主Ｄ
ＳＣ　１４４ａは、通話を終える、新しい資源に対する入札を行うかどうかの判断など、
様々な資源撤回失敗に対する応答動作を実行することができる。
【０２１７】
　図１６Ａは、動作を終了するためのＤＳＣ始動ＤＳＡＡＰ登録解除方法１６００の一実
施形態を示す。図１６Ａに示される例では、ＤＳＣ始動ＤＳＡＡＰ登録解除方法１６００
は、ＤＰＣ　１４６コンポーネント及びＤＳＣ　１４４コンポーネントの処理コアによっ
て実行され、それらの各々は、全て又は一定の部分のＤＳＡＡＰモジュール／コンポーネ
ントを含み得る。
【０２１８】
　動作ブロック１６０２では、ＤＳＣ　１４４は、ＤＳＡ動作を終了する必要があると判
断することができる。動作１６０４では、ＤＳＣ　１４４は、ＤＳＣ登録解除メッセージ
を生成し、ＤＰＣ　１４６に送信することができる。ＤＳＣ　１４４は、メッセージタイ
プ情報要素（ＩＥ）、メッセージＩＤ　ＩＥ、バックオフタイマＩＥ、及び、動作終了の
原因を特定する原因ＩＥのいずれか又は全てを含むＤＳＣ登録解除メッセージを生成する
ように構成することができる。動作ブロック１６０６では、ＤＰＣ　１４６は、ＤＳＣ登
録解除メッセージの受信に応答して、ＤＳＣ　１４４と関連付けられた全ての関連資源を
消去すること及び／又はＤＳＣ　１４４を登録解除するための他の同様の動作を実行する
ことができる。
【０２１９】
　図１６Ｂは、動作を終了するためのＤＰＣ始動ＤＳＡＡＰ登録解除方法１６５０の一実
施形態を示す。図１６Ｂに示される例では、ＤＰＣ始動ＤＳＡＡＰ登録解除方法１６５０
は、ＤＰＣ　１４６コンポーネント及びＤＳＣ　１４４コンポーネントの処理コアによっ
て実行され、それらの各々は、全て又は一定の部分のＤＳＡＡＰモジュール／コンポーネ
ントを含み得る。
【０２２０】
　動作ブロック１６５２では、ＤＰＣ　１４６は、ＤＳＣ　１４４とのＤＳＡ動作を終了
する必要があると判断することができる。動作１６５４では、ＤＰＣ　１４６は、ＤＳＣ
登録解除メッセージを生成し、ＤＳＣ　１４４に送信することができる。ＤＰＣ　１４６
は、メッセージタイプ情報要素（ＩＥ）、メッセージＩＤ　ＩＥ、バックオフタイマＩＥ
、及び、動作終了の原因（例えば、過負荷、詳細不明であるなど）を特定する原因ＩＥの
いずれか又は全てを含むＤＳＣ登録解除メッセージを生成するように構成することができ
る。動作ブロック１６５６では、ＤＰＣ　１４６は、ＤＳＣ　１４４と関連付けられた全
ての関連資源を消去すること及び／又はＤＳＣ　１４４を登録解除するための他の同様の
動作を実行することができる。
【０２２１】
　動作ブロック１６５８では、ＤＳＣ　１４４は、受信されたＤＳＣ登録解除メッセージ
に含まれる情報に基づいて様々な登録解除失敗に対する応答動作を実行することができる
。例えば、ＤＳＣ　１４４は、ＤＳＣ登録解除メッセージの原因ＩＥの値が「過負荷」に
設定されている際は、少なくとも受信されたＤＳＣ登録解除メッセージに含まれるバック
オフタイマＩＥで示される時間の間に同じＤＰＣ　１４６への登録を再度試みることがな
いように構成することができる。
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【０２２２】
　図１７Ａは、一実施形態によるエラーを報告するためのＤＳＣ始動ＤＳＡＡＰエラー表
示方法１７００を示す。図１７Ａに示される例では、方法１７００は、ＤＰＣ　１４６コ
ンポーネント及びＤＳＣ　１４４コンポーネントの処理コアによって実行され、それらの
各々は、全て又は一定の部分のＤＳＡＡＰモジュール／コンポーネントを含み得る。
【０２２３】
　動作ブロック１７０２では、ＤＳＣ　１４４は、エラー又はエラー状態（例えば、プロ
トコルエラーなど）を検出することができる。動作１７０４では、ＤＳＣ　１４４は、エ
ラー表示メッセージを生成し、ＤＰＣ　１４６に送信することができる。ＤＳＣ　１４４
は、メッセージタイプ情報要素（ＩＥ）、メッセージＩＤ　ＩＥ、原因ＩＥ及び臨界診断
ＩＥのいずれか又は全てを含むエラー表示メッセージを生成するように構成することがで
きる。原因ＩＥは、エラーの原因又はタイプ（例えば、転送構文エラー、抽象構文エラー
、論理エラーなど）の特定における使用に適した情報を含み得る。臨界診断ＩＥは、手順
コードＩＥ、トリガメッセージＩＥ及び手順臨界ＩＥを含み得る。動作ブロック１７０６
では、ＤＳＣ　１４４及び／又はＤＰＣ　１４６は、受信されたエラー表示メッセージに
含まれる検出されたエラー又は情報に基づいて様々なエラーに対する応答動作を実行する
ことができる。エラー検出及び応答動作については、以下でさらに詳細に論じる。
【０２２４】
　図１７Ｂは、別の実施形態によるエラーを報告するためのＤＰＣ始動ＤＳＡＡＰエラー
表示方法１７５０の一実施形態を示す。図１７Ｂに示される例では、方法１７５０は、Ｄ
ＰＣ　１４６コンポーネント及びＤＳＣ　１４４コンポーネントの処理コアによって実行
され、それらの各々は、全て又は一定の部分のＤＳＡＡＰモジュール／コンポーネントを
含み得る。
【０２２５】
　動作ブロック１７５２では、ＤＰＣ　１４６は、エラー状態を検出することができる。
動作１７５４では、ＤＰＣ　１４６は、エラー表示メッセージを生成し、ＤＳＣ　１４４
に送信することができる。ＤＰＣ　１４６は、エラーの原因を特定する原因情報要素（Ｉ
Ｅ）を含むエラー表示メッセージを生成するように構成することができる。動作ブロック
１７５６では、ＤＳＣ　１４４及び／又はＤＰＣ　１４６は、受信されたエラー表示メッ
セージに含まれる情報に基づいて様々なエラーに対する応答動作を実行することができる
。
【０２２６】
　上記で言及されるように、ＤＳＣ　１４４及びＤＰＣ　１４６は、エラー又は失敗状態
の検出に応答して、様々なエラーに対する応答又は失敗に対する応答動作を実行するよう
に構成することができる。これらの動作の一部として、ＤＳＣ　１４４及び／又はＤＰＣ
　１４６は、エラー／失敗状態のタイプ又は原因を特定し、特定されたタイプ又は原因に
基づいてそれらの応答を調整することができる。例えば、ＤＳＣ　１４４及び／又はＤＰ
Ｃ　１４６は、検出されたエラーがプロトコルエラーかどうかを判断し、それらの応答を
相応に調整するように構成することができる。
【０２２７】
　プロトコルエラーは、転送構文エラー、抽象構文エラー及び論理エラーを含む。転送構
文エラーは、受信側の機能ＤＳＡＡＰ実体（例えば、ＤＳＣ、ＤＰＣなど）が受信した物
理的なメッセージを復号できない際に起こり得る。例えば、転送構文エラーは、受信メッ
セージのＡＳＮ．１情報の復号の間に検出することができる。一実施形態では、ＤＳＣ　
１４４及びＤＰＣ　１４６コンポーネントは、検出されたエラーが転送構文エラーである
という判断に応答して、ＤＳＡＡＰメッセージを再伝送又は再要求する（例えば、エラー
に対する応答動作の一部として）ように構成することができる。
【０２２８】
　抽象構文エラーは、受信側の機能ＤＳＡＡＰ実体（例えば、ＤＳＣ、ＤＰＣなど）が把
握又は理解できない情報要素（ＩＥ）又はＩＥグループ（すなわち、未知のＩＥ　ＩＤ）
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を受信した際に起こり得る。また、抽象構文エラーは、実体が論理的な範囲（例えば、コ
ピーの許容数）に違反した情報要素（ＩＥ）を受信した際にも起こり得る。ＤＳＣ　１４
４及びＤＰＣ　１４６コンポーネントは、これらのタイプの抽象構文エラー（すなわち、
把握できない抽象構文エラー）を検出又は特定し、それに応答して、対応するＤＳＡＡＰ
メッセージに含まれる臨界情報に基づいてエラーに対する応答動作を実行するように構成
することができる。これらの動作及び臨界情報に関する追加の詳細については、以下でさ
らに提供する。
【０２２９】
　また、抽象構文エラーは、受信側の機能ＤＳＡＡＰ実体がＩＥ又はＩＥグループを受信
しなかったが、オブジェクトの指定された存在によれば、ＩＥ又はＩＥグループが受信メ
ッセージに存在すべきであった際にも起こり得る。ＤＳＣ　１４４及びＤＰＣ　１４６コ
ンポーネントは、これらの特定のタイプの抽象構文エラー（すなわち、不在のＩＥ又はＩ
Ｅグループ）を検出又は特定し、それに応答して、不在のＩＥ／ＩＥグループの臨界情報
及び存在情報に基づいてエラーに対する応答動作を実行するように構成することができる
。これらの動作、臨界情報及び存在情報に関する追加の詳細については、以下でさらに提
供する。
【０２３０】
　また、抽象構文エラーは、受信側の実体が、間違った順番の又は同じＩＥもしくはＩＥ
グループの発生が多過ぎる、そのメッセージの一部であるように定義されるＩＥ又はＩＥ
グループを受信した際にも起こり得る。それに加えて、抽象構文エラーは、受信側の実体
がＩＥ又はＩＥグループを受信したが、関係オブジェクトの条件付きの存在及び指定され
た条件によれば、ＩＥ又はＩＥグループが受信メッセージに存在すべきではなかった際に
も起こり得る。ＤＳＣ　１４４及びＤＰＣ　１４６コンポーネントは、そのような抽象構
文エラー（すなわち、間違った順番、多過ぎる発生、誤った存在など）を検出又は特定し
、それに応答して、エラーと関連付けられた手順又は方法（例えば、エラーを引き起こし
た方法）を拒否又は終了するように構成することができる。ＤＳＣ　１４４及びＤＰＣ　
１４６コンポーネントは、エラーに対する応答動作の一部として手順／方法を拒否又は終
了することができる。
【０２３１】
　様々な実施形態では、ＤＳＣ　１４４及びＤＰＣ　１４６コンポーネントは、そのメッ
セージに対して抽象構文エラーが起こったことを検出、特定又は判断した後に、ＤＳＡＡ
Ｐメッセージの復号、読み取り又は処理を続行するように構成することができる。例えば
、ＤＳＣ　１４４及びＤＰＣ　１４６コンポーネントは、エラーを含むメッセージの一部
分を飛ばして進み、メッセージの他の部分の処理を続行することができる。この続行処理
の一部として、ＤＳＣ　１４４及びＤＰＣ　１４６コンポーネントは、追加の抽象構文エ
ラーを検出又は特定することができる。
【０２３２】
　一実施形態では、ＤＳＣ　１４４及びＤＰＣ　１４６コンポーネントは、検出された各
抽象構文エラーに対してならびに／あるいは抽象構文エラーと関連付けられたＩＥ／ＩＥ
グループの臨界情報及び存在情報に基づいてエラーに対する応答動作を実行するように構
成することができる。
【０２３３】
　上記で言及されるように、各ＤＳＡＡＰメッセージは、臨界情報、存在情報、範囲情報
及び割り当てられた臨界情報を含むこと又はそれらと関連付けることができる。様々な実
施形態では、受信側の機能ＤＳＡＡＰ実体（例えば、ＤＳＣ、ＤＰＣなど）は、エラーを
検出するか、エラーのタイプを特定するか又は実行すべき特定のエラーに対する応答を特
定する際に、そのような情報（例えば、臨界情報、存在情報など）のいずれか又は全てを
使用するように構成することができる。すなわち、実体は、臨界情報、存在情報、範囲情
報及び／又は割り当てられた臨界情報の値に応じて異なる動作を実行することができる。
【０２３４】
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　一実施形態では、受信側の機能ＤＳＡＡＰ実体（例えば、ＤＳＣ、ＤＰＣなど）は、エ
ラーのタイプを特定する際及び特定されたエラータイプに対して実行すべき特定のエラー
に対する応答動作を特定する際に、ＤＳＡＡＰメッセージに含まれる存在情報を使用する
ように構成することができる。例えば、実体は、存在情報を使用して、情報要素（ＩＥ）
の存在がそのメッセージ又は通信に対して任意選択のものであるか、条件付きのものであ
るか又は義務的なものであるか（例えば、ＲＮＳアプリケーションに関して）どうかを判
断することができる。実体は、受信したメッセージが義務的なものである（又は条件が真
の場合は条件付きのものである）と判断された１つ又は複数の情報要素を欠如している際
に抽象構文エラーが起こったと判断することができる。
【０２３５】
　一実施形態では、受信側の機能ＤＳＡＡＰ実体（例えば、ＤＳＣ、ＤＰＣなど）は、実
行すべき特定のエラーに対する応答動作を特定する際に、臨界情報を使用するように構成
することができる。すなわち、各ＤＳＡＡＰメッセージは、そのメッセージに含まれる個
々の情報要素（ＩＥ）又はＩＥグループの各々に対する臨界情報を含み得る。各ＩＥ又は
ＩＥグループに対する臨界情報の値は、「ＩＥを拒否」「ＩＥを無視して送信者に通知」
及び「ＩＥを無視」を含み得る。受信側の実体（例えば、ＤＳＣ、ＤＰＣなど）は、この
臨界情報を使用して、ＩＥ、ＩＥグループ又はＥＰが把握できないと判断すること、抽象
構文エラー（すなわち、把握できない抽象構文エラー）として状態を特定すること、なら
びに／あるいは、実行すべきエラーに対する応答動作（例えば、拒否する、無視する、通
知するなど）を特定することができる。
【０２３６】
　一実施形態では、受信側の実体（例えば、ＤＳＣ、ＤＰＣなど）は、その方法／手順の
実行の間に受信されたメッセージに含まれる情報要素（ＩＥ）が把握できないという判断
、及び、そのＩＥに対する臨界情報のその値が「ＩＥを拒否」に設定されているという判
断に応答して、方法／手順を拒否し、ＤＳＡＡＰエラー表示方法（図１７Ａ～Ｂを参照し
て上記で論じられる）を開始するように構成することができる。
【０２３７】
　例えば、方法／手順（例えば、ＤＳＣ登録要求メッセージなど）を開始するメッセージ
が受信され、把握できない１つ又は複数のＩＥ／ＩＥグループを含むと判断され、「ＩＥ
を拒否」とマーク付けされた際は、受信側の実体は、そのメッセージに含まれる機能要求
のいずれも実行しないことによって、方法／手順を拒否することができる。また、受信側
の実体は、普段は手順の不成功結果の報告に使用されるメッセージを使用して、１つ又は
複数のＩＥ／ＩＥグループの拒否について報告することができる。受信された開始メッセ
ージの情報が不十分であり、手順の不成功結果の報告に使用されるメッセージに存在する
必要がある全てのＩＥの値の決定に使用できない際は、受信側の実体は、手順を終了し、
ＤＳＡＡＰエラー表示方法／手順を開始することができる。
【０２３８】
　さらなる例として、不成功結果を報告するためのメッセージを有さない方法／手順を開
始するメッセージが受信され、そのメッセージが受信側の実体が把握できない「ＩＥを拒
否」とマーク付けされた１つ又は複数のＩＥ／ＩＥグループを含む際は、受信側の実体は
、方法／手順を終了し、ＤＳＡＡＰエラー表示方法／手順を開始することができる。
【０２３９】
　さらなる別の例として、受信側の実体が把握できない「ＩＥを拒否」とマーク付けされ
た１つ又は複数のＩＥを含む応答メッセージ（例えば、ＤＳＣ登録応答メッセージなど）
が受信された際は、受信側の実体は、方法／手順を終了に失敗したものと見なし、ローカ
ルエラー処理方法を開始することができる。
【０２４０】
　一実施形態では、受信側の実体（例えば、ＤＳＣ、ＤＰＣなど）は、方法／手順を無視
するか又は飛ばして進み、その方法／手順の実行の間に受信されたメッセージに含まれる
情報要素（ＩＥ）が把握できないという判断、及び、そのＩＥに対する臨界情報のその値
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が「ＩＥを無視して送信者に通知」に設定されているという判断に応答してＤＳＡＡＰエ
ラー表示方法（図１７Ａ～Ｂを参照して上記で論じられる）を開始するように構成するこ
とができる。
【０２４１】
　例として、受信側の実体が把握できない「ＩＥを無視して送信者に通知」とマーク付け
された１つ又は複数のＩＥ／ＩＥグループを含む、方法／手順を開始するメッセージが受
信された際は、受信側の実体は、把握できないＩＥ／ＩＥグループのコンテンツを無視し
、把握されたＩＥ／ＩＥグループを使用して、把握できないＩＥ／ＩＥグループが受信さ
れなかったかのように方法／手順を続行し（報告を除いて）、１つ又は複数のＩＥ／ＩＥ
グループが無視されたことを方法／手順の応答メッセージで報告することができる。開始
メッセージで受信された情報が応答メッセージに存在する必要がある全てのＩＥの値の決
定に不十分である際は、受信側の実体は、方法／手順を終了し、ＤＳＡＡＰエラー表示方
法／手順を開始することができる。
【０２４２】
　さらなる例として、受信側の実体が把握できない「ＩＥを無視して送信者に通知」とマ
ーク付けされた１つ又は複数のＩＥ／ＩＥグループを含む方法／手順の結果を報告するた
めのメッセージを有さない方法／手順を開始するメッセージが受信された際は、受信側の
実体は、把握できないＩＥ／ＩＥグループのコンテンツを無視し、理解されたＩＥ／ＩＥ
グループを使用して、把握できないＩＥ／ＩＥグループが受信されなかったかのように方
法／手順を続行し（報告を除いて）、１つ又は複数のＩＥ／ＩＥグループが無視されたこ
とを報告するためにＤＳＡＡＰエラー表示方法／手順を開始することができる。
【０２４３】
　さらなる別の例として、受信側の実体が把握できない「ＩＥを無視して送信者に通知」
とマーク付けされた１つ又は複数のＩＥ／ＩＥグループを含む応答メッセージが受信され
た際は、受信側の実体は、把握できないＩＥ／ＩＥグループのコンテンツを無視し、理解
されたＩＥ／ＩＥグループを使用して、把握できないＩＥ／ＩＥグループが受信されなか
ったかのように方法／手順を続行し（報告を除いて）、ＤＳＡＡＰエラー表示方法／手順
を開始することができる。
【０２４４】
　一実施形態では、受信側の実体（例えば、ＤＳＣ、ＤＰＣなど）は、その方法／手順の
実行の間に受信されたメッセージに含まれる情報要素（ＩＥ）が把握できないという判断
、及び、そのＩＥに対する臨界情報の値が「ＩＥを無視」に設定されているという判断に
応答して、方法／手順を無視するか又は飛ばして進むように構成することができる。
【０２４５】
　例として、受信側の実体が把握できない「ＩＥを無視」とマーク付けされた１つ又は複
数のＩＥ／ＩＥグループを含む方法／手順を開始するメッセージが受信された際は、受信
側の実体は、把握できないＩＥ／ＩＥグループのコンテンツを無視し、理解されたＩＥ／
ＩＥグループのみを使用して、把握できないＩＥ／ＩＥグループが受信されなかったかの
ように方法／手順を続行することができる。
【０２４６】
　さらなる例として、受信側の実体が把握できない「ＩＥを無視」とマーク付けされた１
つ又は複数のＩＥ／ＩＥグループを含む応答メッセージが受信された際は、受信側の実体
は、把握できないＩＥ／ＩＥグループのコンテンツを無視し、理解されたＩＥ／ＩＥグル
ープを使用して、把握できないＩＥ／ＩＥグループが受信されなかったかのように方法／
手順を続行することができる。
【０２４７】
　方法／手順のために定義された応答メッセージを使用して「ＩＥを拒否」又は「ＩＥを
無視して送信者に通知」とマーク付けされた把握できないＩＥ／ＩＥグループについて報
告する際は、情報要素臨界診断ＩＥは、報告された各ＩＥ／ＩＥグループに対する臨界診
断ＩＥに含めることができる。
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【０２４８】
　一実施形態では、受信側の実体（例えば、ＤＳＣ、ＤＰＣなど）は、受信メッセージの
あるタイプのメッセージＩＥを復号できないという判断に応答してＤＳＡＡＰエラー表示
方法（図１７Ａ～Ｂを参照して上記で論じられる）を開始するように構成することができ
る。一実施形態では、実体は、メッセージに含まれるＩＥに対する正しい順番を決定する
際にコンポーネントによって使用される仕様バージョンで指定されたＩＥのみ考慮するよ
うに構成することができる。
【０２４９】
　一実施形態では、受信側の実体（例えば、ＤＳＣ、ＤＰＣなど）は、レシーバによって
使用される現在の文書のバージョンで指定された受信メッセージの不在のＩＥ／ＩＥグル
ープに対する臨界情報に従って不在のＩＥ／ＩＥグループを処理するように構成すること
ができる。
【０２５０】
　例として、受信側の実体（例えば、ＤＳＣ、ＤＰＣなど）は、受信メッセージが指定さ
れた臨界「ＩＥを拒否」を有する１つ又は複数のＩＥ／ＩＥグループを欠如しているとい
う判断に応答して、受信された開始メッセージの機能要求のいずれも実行しないように構
成することができる。受信側の実体は、方法／手順を拒否し、普段は方法／手順の不成功
結果の報告に使用されるメッセージを使用して、不在のＩＥ／ＩＥグループについて報告
することができる。開始メッセージで受信された情報が方法／手順の不成功結果の報告に
使用されるメッセージに存在する必要がある全てのＩＥの値の決定に不十分であると判断
された際は、受信側の実体は、方法／手順を終了し、ＤＳＡＡＰエラー表示方法／手順を
開始することができる。
【０２５１】
　さらなる例として、不成功結果を報告するためのメッセージを有さない方法／手順を開
始する受信メッセージが指定された臨界「ＩＥを拒否」を有する１つ又は複数のＩＥ／Ｉ
Ｅグループを欠如している際は、受信側の実体は、方法／手順を終了し、ＤＳＡＡＰエラ
ー表示方法／手順を開始することができる。
【０２５２】
　さらなる別の例として、受信された応答メッセージが指定された臨界「ＩＥを拒否」を
有する１つ又は複数のＩＥ／ＩＥグループを欠如している際は、受信側の実体は、方法／
手順を終了に失敗したものと見なし、ローカルエラー処理方法／手順を開始することがで
きる。
【０２５３】
　別の例として、方法／手順を開始する受信メッセージが指定された臨界「ＩＥを無視し
て送信者に通知」を有する１つ又は複数のＩＥ／ＩＥグループを欠如している際は、受信
側の実体は、それらのＩＥを欠如していることを無視し、メッセージに存在する他のＩＥ
／ＩＥグループに基づいて方法／手順を続行し、１つ又は複数のＩＥ／ＩＥグループを欠
如していたことを方法／手順の応答メッセージで報告することができる。開始メッセージ
で受信された情報が応答メッセージに存在する必要がある全てのＩＥの値の決定に不十分
である際は、受信側の実体は、方法／手順を終了し、ＤＳＡＡＰエラー表示方法／手順を
開始することができる。
【０２５４】
　別の例として、方法／手順の結果を報告するためのメッセージを有さない方法／手順を
開始する受信メッセージが指定された臨界「ＩＥを無視して送信者に通知」を有する１つ
又は複数のＩＥ／ＩＥグループを欠如している際は、受信側の実体は、それらのＩＥを欠
如していることを無視し、メッセージに存在する他のＩＥ／ＩＥグループに基づいて方法
／手順を続行し、１つ又は複数のＩＥ／ＩＥグループを欠如していたことを報告するため
にＤＳＡＡＰエラー表示方法／手順を開始することができる。
【０２５５】
　別の例として、受信メッセージ受信された応答メッセージが指定された臨界「ＩＥを無



(54) JP 2016-527744 A 2016.9.8

10

20

30

40

50

視して送信者に通知」を有する１つ又は複数のＩＥ／ＩＥグループを欠如している際は、
受信側の実体は、それらのＩＥを欠如していることを無視し、メッセージに存在する他の
ＩＥ／ＩＥグループに基づいて方法／手順を続行し、１つ又は複数のＩＥ／ＩＥグループ
を欠如していたことを報告するためにＤＳＡＡＰエラー表示方法／手順を開始することが
できる。
【０２５６】
　別の例として、方法／手順を開始する受信メッセージが指定された臨界「ＩＥを無視」
を有する１つ又は複数のＩＥ／ＩＥグループを欠如している際は、受信側の実体は、それ
らのＩＥを欠如していることを無視し、メッセージに存在する他のＩＥ／ＩＥグループに
基づいて方法／手順を続行することができる。
【０２５７】
　別の例として、受信された応答メッセージが指定された臨界「ＩＥを無視」を有する１
つ又は複数のＩＥ／ＩＥグループを欠如している際は、受信側の実体は、それらのＩＥ／
ＩＥグループを欠如していることを無視し、メッセージに存在する他のＩＥ／ＩＥグルー
プに基づいて方法／手順を続行することができる。
【０２５８】
　受信側の実体（例えば、ＤＳＣ、ＤＰＣなど）は、様々な方法で、間違った順番で受信
されるか、多過ぎる発生を含むか又は誤って存在する（すなわち、条件が満たされない際
に「条件付き」として含まれるか又はマーク付けされる）ＩＥ又はＩＥグループを含むメ
ッセージに応答するように構成することができる。例えば、受信側の実体（例えば、ＤＳ
Ｃ、ＤＰＣなど）は、受信メッセージが間違った順番のＩＥもしくはＩＥグループを含む
か、発生が多過ぎるＩＥを含むか又は誤って存在するＩＥを含むという判断に応答して、
受信された開始メッセージの機能要求のいずれも実行しないように構成することができる
。受信側の実体は、方法／手順を拒否し、普段は方法／手順の不成功結果の報告に使用さ
れるメッセージを使用して、原因値「抽象構文エラー（偽って構築されたメッセージ）」
について報告することができる。開始メッセージで受信された情報が方法／手順の不成功
結果の報告に使用されるメッセージに存在する必要がある全てのＩＥの値の決定に不十分
である際は、受信側の実体は、方法／手順を終了し、ＤＳＡＡＰエラー表示方法／手順を
開始することができる。
【０２５９】
　別の例として、間違った順番の、発生が多過ぎる又は誤って存在するＩＥ又はＩＥグル
ープを含む、不成功結果を報告するためのメッセージを有さない方法／手順を開始するメ
ッセージが受信された際は、受信側の実体は、方法／手順を終了し、原因値「抽象構文エ
ラー（偽って構築されたメッセージ）」を使用してＤＳＡＡＰエラー表示方法／手順を開
始することができる。
【０２６０】
　別の例として、間違った順番の、発生が多過ぎる又は誤って存在するＩＥ又はＩＥグル
ープを含む応答メッセージが受信された際は、受信側の実体は、方法／手順を終了に失敗
したものと見なし、ローカルエラー処理を開始することができる。
【０２６１】
　上記で言及されるように、プロトコルエラーは、転送構文エラー、抽象構文エラー及び
論理エラーを含む。論理エラーは、メッセージが正しく把握されたが、メッセージ内に含
まれる情報が有効ではない（すなわち、意味エラー）か又は受信側の実体の状態との互換
性がない方法／手順について説明する際に起こる。
【０２６２】
　一実施形態では、受信側の実体（例えば、ＤＳＣ、ＤＰＣなど）は、論理エラーの決定
／検出に応答して、方法／手順のクラスに基づいて及び誤った値を含むＩＥ／ＩＥグルー
プの臨界情報に関係なく、エラーに対する応答動作を実行するように構成することができ
る。
【０２６３】
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　例えば、クラス１の方法／手順の要求メッセージで論理エラーが検出され、方法／手順
がこの不成功結果について報告するためのメッセージを有する際は、このメッセージは、
「意味エラー」又は「レシーバ状態との互換性がないメッセージ」などの適切な原因値（
すなわち、原因ＩＥの）と共に送信することができる。クラス１の方法／手順の要求メッ
セージで論理エラーが検出され、方法／手順がこの不成功結果について報告するためのメ
ッセージを有さない際は、方法／手順を終了し、適切な原因値でＤＳＡＡＰエラー表示方
法／手順を開始することができる。論理エラーがクラス１の手順の応答メッセージに存在
する場合は、手順を終了に失敗したものと見なし、ローカルエラー処理を開始することが
できる。
【０２６４】
　クラス２の手順のメッセージで論理エラーが検出された際は、手順を終了し、適切な原
因値でＤＳＡＡＰエラー表示手順を開始することができる。
【０２６５】
　様々な実施形態では、受信側の実体（例えば、ＤＳＣ、ＤＰＣなど）は、エラー表示メ
ッセージでプロトコルエラーが検出された際には、ローカルエラー処理方法／手順（ＤＳ
ＡＡＰエラー表示方法／手順とは対照的に）を実行するように構成することができる。応
答メッセージ又はエラー表示メッセージを返送する必要があるが、そのメッセージのレシ
ーバの決定に必要な情報を欠如している場合は、手順を終了に失敗したものと見なし、ロ
ーカルエラー処理を開始することができる。手順を終了するエラーが起こった際には、返
された原因値は、臨界「無視して通知」を有する１つ又は複数の抽象構文エラーが同じ手
順内で以前に起こった場合でさえ、手順の終了を引き起こしたエラーを反映することがで
きる。
【０２６６】
　図１８は、一実施形態によるＤＳＡ資源更新方法１８００を実行する場合の動作及び様
々なコンポーネント間の情報フローを示す。図１８に示される例では、ＤＳＡ資源更新方
法１８００の動作は、ワイヤレスデバイス１０２、第１のｅＮｏｄｅＢ　１１６ａ、第１
のＳＧＷ　１１８ａ、第１のＤＳＣ　１４４ａ、ＤＰＣ　１４６、第２のＤＳＣ　１４４
ｂ、第２のＳＧＷ　１１８ｂ、及び第２のｅＮｏｄｅＢ　１１６ｂを含む様々なコンポー
ネントによって実行される。第１のｅＮｏｄｅＢ　１１６ａ、第１のＳＧＷ　１１８ａ、
及び第１のＤＳＣ　１４４ａは、第１のネットワーク（すなわち、借主ネットワーク）に
含まれる。第２のＤＳＣ　１４４ｂ、第２のＳＧＷ　１１８ｂ、及び第２のｅＮｏｄｅＢ
　１１６ｂは、第２のネットワーク（すなわち、貸主ネットワーク）に含まれる。
【０２６７】
　動作１８０２において、ワイヤレスデバイス１０２は、借主ネットワークに取り付けら
れ得る。動作１８０４において、第１のｅＮｏｄｅＢ　１１６ａは、資源の使用及びノー
ドレベル輻輳レベルをモニタし、第１のＤＳＣ　１１４ａに報告し得る。これは、第１の
ｅＮｏｄｅＢ　１１６ａが資源更新メッセージを生成し、直接（例えば、Ｘｅインタフェ
ースを介して）又は第１のＳＧＷ　１１８ａを介して（例えば、Ｓ１－Ｕインタフェース
を介して）第１のＤＳＣ　１４４ａに送信することによって達成し得る。実施形態では、
第１のｅＮｏｄｅＢ　１１６ａは、ワイヤレスデバイス１０２が取り付けられたセルを含
む複数のセルの資源使用レベルの報告に適する情報を含むように、資源更新メッセージを
生成し得る。様々な実施形態では、第１のｅＮｏｄｅＢ　１１６ａは、周期的に又は状況
若しくは事象（例えば、取り付けられた新しいデバイスなど）の検出に応答して、そのよ
うな資源更新メッセージを送信するように構成し得る。
【０２６８】
　動作１８０６において、第１のＳＧＷ　１１８ａは、受信した資源更新メッセージに含
まれる情報を使用して、資源使用記録を更新し、且つ／又は資源更新メッセージをＤＳＣ
　１４４ａに転送し得る。動作１８０８において、第１のＳＧＷ　１１８ａは、資源更新
肯定応答タイマを開始し得る。動作１８１０において、第１のＤＳＣ　１４４ａは、資源
更新肯定応答メッセージを生成し、直接又は第１のＳＧＷ　１１８ａを介して第１のｅＮ
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ｏｄｅＢに送信し得る。動作１８１２において、第１のＳＧＷ　１１８ａは、資源更新肯
定応答メッセージを第１のｅＮｏｄｅＢ　１１６ａを転送し、且つ／又は受信した肯定応
答メッセージに含まれる情報を使用して、資源使用記録を更新し得る。動作１８１４にお
いて、第１のＳＧＷ　１１８ａは、肯定応答メッセージの受信及び／又は資源更新肯定応
答タイマが切れる前に、資源更新肯定応答メッセージを受信したとの判断に応答して、資
源更新肯定応答タイマを停止させ得る。
【０２６９】
　動作１８１６～１８２２において、第１のｅＮｏｄｅＢ　１１６ａは周期的に、使用／
輻輳レベルを報告し、第１のＤＳＣ　１１４ａ及び第１のＳＧＷ　１１８ａは、資源使用
記録を更新し、これは、動作１８０４～１８１４において実行された動作と同じ又は同様
の動作を実行することによって達成し得る。同様に、動作１８５０～１８６６において、
第２のｅＮｏｄｅＢ　１１６ｂ、第２のＤＳＣ　１１４ｂ、及び第２のＳＧＷ　１１８ｂ
も、動作１８０４～１８２２の一環として実行される動作と同じ又は同様の動作を実行し
得る。
【０２７０】
　動作１８２４及び１８２６において、第１のＤＳＣ　１１４ａは、第１のネットワーク
に、他のネットワークに割り当てに利用可能な余剰資源があるかどうかを判断し、資源可
用性メッセージをＤＰＣ　１４６に送信し得る。資源可用性メッセージは、割り当てに利
用可能であると判断された資源をＤＰＣ　１４６に通知するのに適する情報を含み得る。
ＤＰＣ　１４６は、複数のＤＳＣ及び／又は複数の異なるネットワーク（すなわち、異な
るＰＬＭＮ　ＩＤ）についての資源可用性情報を受信し、記憶し、又は保持するように構
成し得る。
【０２７１】
　動作１８２８において、第１のＤＳＣ　１１４ａはタイマを開始し得る。動作１８３０
及び１８３２において、第１のＤＳＣ　１１４ａは、利用可能な／残っている資源をモニ
タし、資源可用性広告をＤＰＣ１８３０に送信することにより、オークションを開始又は
参加し得る。動作１８３４において、第１のＤＳＣ　１１４ａは、タイマが切れたと判断
し、資源の広告を打ち切り得る。動作１８７０～１８８０において、第２のＤＳＣ　１１
４ｂは、動作１８２４～１８３４の一環として実行される動作と同じ又は同様の動作を実
行し得る。
【０２７２】
　図１９は、第２の通信ネットワークによるアクセス及び使用に第１の通信ネットワーク
内の資源を割り当てるＤＳＡ方法実施形態１９００を示す。ＤＳＡ方法１９００の動作は
、ＤＰＣ　１４６コンポーネントの処理コアによって実行し得る。
【０２７３】
　動作１９０２では、ＤＰＣ　１４６コンポーネントは、第１の通信ネットワークのＤＳ
Ｃ　１４４ａへの通信リンクを確立することができる。動作１９０４では、ＤＰＣ　１４
６は、通信リンクを介して受信された情報に基づいて、第１の通信ネットワークの電気通
信資源が割り当てに対して利用可能であるかどうかを判断することができる。実施形態で
は、ＤＰＣ　１４６は、後の日時において電気通信資源が割り当てに対して利用可能であ
ると判断することができる。
【０２７４】
　動作１９０６では、ＤＰＣ　１４６は、オークションを介して割り当てに対して電気通
信資源が利用可能であることを多数の通信ネットワークに通知するのに適した情報を含み
、オークションに対するオークション開始時刻を含む通信信号を放送することができる。
動作１９０８では、ＤＰＣ　１４６は、通信メッセージの放送に応答して、放送通信信号
に含まれるオークション開始時刻後に、割り当てに対して利用可能であると判断された電
気通信資源に対して、多数の通信ネットワークから入札を受信することができる。一実施
形態では、多数の通信ネットワークから入札を受信することは、後の日時において判断さ
れた電気通信資源のアクセス及び使用に対する入札を受信することを含み得る。
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【０２７５】
　動作１９１０では、ＤＰＣ　１４６は、オークションへの参加資格を有すると判断され
た認可ネットワークから受信された入札のみを受諾することができる。例えば、ＤＰＣ　
１４６は、電気通信資源が多数の通信ネットワークの各々との互換性を有するかどうかを
判断し、電気通信資源とのネットワークの互換性に基づいてオークションへの参加資格を
有するものとして多数の通信ネットワークのうちのいくつかネットワークを許可し、認可
ネットワークからの入札のみを受諾することができる。
【０２７６】
　動作１９１２では、ＤＰＣ　１４６は、受諾された入札に基づいて、多数の通信ネット
ワークのうちの第２の通信ネットワークによるアクセス及び使用のために、第１の通信ネ
ットワークの電気通信資源を割り当てることができる。一実施形態では、電気通信資源を
割り当てることは、後の日時において第２の通信ネットワークによるアクセス及び使用の
ために第１の通信ネットワークの電気通信資源を割り当てることを含み得る。動作１９１
４では、ＤＰＣ　１４６は、割り当てられた電気通信資源の使用を開始できることを第２
の通信ネットワークに通知するのに適した情報を含む通信メッセージを第２の通信ネット
ワークに送信することができる。動作１９１６では、ＤＰＣ　１４６は、第２の通信ネッ
トワークによる使用のために割り当てられるものとして電気通信資源を特定するトランザ
クションをトランザクションデータベースに記録することができる。
【０２７７】
　動作１９１８では、ＤＰＣ　１４６は、割り当てられた電気通信資源の返却を要求する
ことができる。動作１９２０では、ＤＰＣ　１４６は、電気通信資源が第２のオークショ
ンを介して再割り当てに対して利用可能であることを多数の通信ネットワークに通知する
ため、第２の通信信号を放送することができる。
【０２７８】
　図２０は、第２の通信ネットワークによるアクセス及び使用のために第１の通信ネット
ワークの資源を割り当てるＤＳＡ方法２０００の別の実施形態を示す。ＤＳＡ方法２００
０の動作は、ＤＰＣ　１４６コンポーネントの処理コアによって実行することができる。
【０２７９】
　ブロック２００２では、ＤＰＣ　１４６コンポーネントは、第１の通信ネットワークの
ＤＳＣ　１４４ａへの通信リンクを確立することができる。ブロック２００４では、ＤＰ
Ｃ　１４６コンポーネントは、第１の通信ネットワークの資源が割り当てに対して利用可
能であると判断することができる。ブロック２００６では、ＤＰＣ　１４６コンポーネン
トは、資源が割り当てに対して利用可能であることや、資源と関連付けられた地理的エリ
アについて、多数の通信ネットワークに通知する第１の通信信号を放送することができる
。ブロック２００８では、ＤＰＣ　１４６コンポーネントは、多数の通信ネットワークの
うちの第２の通信ネットワークによるアクセス及び使用のために第１の通信ネットワーク
の資源を割り当てることができる。ブロック２０１０では、ＤＰＣ　１４６コンポーネン
トは、割り当てられた電気通信資源の使用を地理的エリアで開始できることを第２の通信
ネットワークに通知する第２の通信信号を放送することができる。ブロック２０１２では
、ＤＰＣ　１４６コンポーネントは、第２の通信ネットワークによる使用のために割り当
てられるものとして電気通信資源を特定するトランザクションをトランザクションデータ
ベースに記録することができる。
【０２８０】
　動作２０１４では、ＤＰＣ　１４６コンポーネントは、割り当てられた電気通信資源の
返却を要求することができる。動作２０１６では、ＤＰＣ　１４６は、電気通信資源が第
２のオークションを介して再割り当てに対して利用可能であることを多数の通信ネットワ
ークに通知するため、第２の通信信号を放送することができる。
【０２８１】
　一実施形態では、ＤＳＡ方法２０００は、ＤＰＣ　１４６コンポーネントが、第１の通
信ネットワークの第１のＤＳＣ　１４４から、資源割り当てスキームに関連する資源構成
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情報を受信すること、及び、第２の通信ネットワークの第２のＤＳＣ　１４４に資源構成
情報を送信することをさらに含み得る。さらなる実施形態では、ＤＳＡ方法２０００は、
ＤＰＣ　１４６コンポーネントが、第１のＤＳＣ　１４４から地理的エリアに基づいて電
気通信資源の利用可能性に関連する調整情報を受信すること、及び、調整構成情報を第２
のＤＳＣ　１４４に送信することを含み得る。
【０２８２】
　さらなる実施形態では、ＤＰＣ　１４６コンポーネントは、資源の使用に対して第１の
通信ネットワークと第２の通信ネットワークとの間で資源リーススキームについて交渉し
、資源リーススキームで定義される地理的境界に基づいて第１の通信ネットワークと第２
の通信ネットワークとの間でモバイルデバイスのハンドオーバを調整するように構成する
ことができる。ＤＰＣ　１４６は、地理的エリアへの加入者デバイスの近接度、加入者デ
バイスで利用可能なサービス品質レベル及び／又は資源リーススキームに含まれる情報に
基づいて、第２の通信ネットワークの加入者デバイス（例えば、ワイヤレスデバイス１０
２）の有効性を判断するようにさらに構成することができる。
【０２８３】
　様々な実施形態では、ＤＰＣ　１４６は、地理的エリアへの加入者デバイスの近接度、
加入者デバイスで利用可能なサービス品質レベル及び／又は資源リーススキームの諸条件
に基づいて、ネットワークを変更するか又は第１の通信ネットワークの資源への通信リン
クを確立するように加入者デバイスに指示するように構成することができる。ＤＰＣ　１
４６は、地理的エリアへの加入者デバイスの近接度に基づいて、ネットワークを変更する
及び／又は別の資源に取り付けるように、電気通信資源に能動的に接続されるか又は電気
通信資源を使用している加入者デバイスに指示するように構成することができる。
【０２８４】
　図２１Ａ及び図２１Ｂは、第２の通信ネットワークによるアクセス及び使用のために第
１の通信ネットワーク内の資源を割り当てる追加の実施形態によるＤＳＡ方法２１００、
２１２０を示す。ＤＳＡ方法２１００の動作は、ＤＳＣ　１４４コンポーネントの処理コ
アによって実行され得る。ＤＳＡ方法２１２０の動作は、ＤＰＣ　１４６コンポーネント
の処理コアによって実行され得る。
【０２８５】
　図２１Ａを参照し、ブロック２１０２で、処理コアは、データ及びコンテキスト情報を
取得し、記憶し、維持するための様々な動作を実行することができる。データ及びコンテ
キスト情報は、ｅＮｏｄｅの混雑状態、入札状態、入札役割、入札帯域幅、入札開始時間
、入札失効時間、貸主ネットワーク識別子、グリッド及びセル識別子リスト、クローズド
加入者グループ識別子等を含む、本出願で論じたパラメータ又は情報要素のいずれかもし
くは全てを含み得る。
【０２８６】
　ブロック２１０４で、処理コアは、第１の電気通信ネットワーク内のＤＳＣによってサ
ービス提供されるセル内に割り当てに利用可能な帯域幅（及び／又は他の資源）があるか
どうかを判定することができる。ブロック２１０６で、処理コアは、割り当て及び他の電
気通信ネットワークによる使用のために利用可能な資源を識別する情報要素を含む資源登
録要求メッセージを生成することができる。ブロック２１０６の一環として、処理コアは
、資源が利用可能にされる期間を識別する継続時間、利用可能にされる帯域幅の位置に関
するグリッド識別子等も含むように資源登録要求メッセージを生成することができる。ブ
ロック２１０８で、処理コアは、生成した資源登録要求メッセージをＤＰＣに送信するこ
とができる。
【０２８７】
　ブロック２１１０で、処理コアは、生成した資源登録要求メッセージをＤＰＣに送信す
ることに応答して、ＤＰＣから資源登録応答メッセージを受信することができる。ブロッ
ク２１１２で、処理コアは、第２の電気通信ネットワークによって要求された資源（及び
／又は資源量）を識別する情報を含む落札成功メッセージを受信することができる。ブロ
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ック２１１４で、処理コアは、第２の電気通信ネットワーク内のワイヤレスデバイスによ
るアクセス及び使用のために要求された資源／量を委任することができる。
【０２８８】
　図２１Ｂを参照し、ブロック２１２２で、ＤＰＣコンポーネントの処理コアは、アービ
トラージプロセス、登録されたＤＳＣ、入札等に関するデータ及びコンテキスト情報を取
得し、記憶し、維持するための様々な動作を実行することができる。様々な実施形態にお
いて、データ及びコンテキスト情報は、本出願で論じたパラメータ又は情報要素のいずれ
かを含むことができる。例えばデータ及びコンテキスト情報は、ＤＰＣコンポーネントに
登録される各ＤＳＣ、各ＤＳＣの役割、ＤＳＣのＰＬＭＮ、及びＤＳＣのＩＰアドレスを
識別するＤＳＣリスト、入札状態、入札役割、落札者リスト、落札者情報、入札帯域幅、
入札開始時間、入札失効時間、貸主ネットワーク識別子、グリッド及びセル識別子リスト
、クローズド加入者グループ識別子等を含み得る。
【０２８９】
　ブロック２１２４で、処理コアは資源登録要求メッセージを受信することができる。ブ
ロック２１２６で、処理コアは、メッセージ内に含まれる情報ならびに記憶済みのデータ
及びコンテキスト情報に基づき、受信した登録要求メッセージを受諾するかどうかを判定
することができる。ブロック２１２８で、処理コアは、登録要求メッセージを受諾すべき
であると判定することに応答して、記憶済みのデータ／コンテキスト情報を更新し、メッ
セージ内で識別される資源（又は資源量）を利用可能な資源のプールに追加することがで
きる。ブロック２１３０で、処理コアは、割り当てるべき電気通信ネットワーク、資源、
資源量を決定するためにオークションを行い、且つ／又は他のＤＳＡ動作を実行すること
ができる。ブロック２１３２で、処理コアは落札者を決定し、資源を割り当て、データ及
びコンテキスト情報を更新することができる。
【０２９０】
　様々な実施形態は、ＤＳＡシステムの効率及び速度を向上させるため、２つ以上のＤＳ
Ａコンポーネント（例えば、ＤＰＣ、ＤＳＣ、ｅＮｏｄｅＢ、ＭＭＥ、ＨＳＳなど）間の
通信を可能にする、促進する、サポートする又は増大するように構成された動的スペクト
ルアービトラージアプリケーションパート（ＤＳＡＡＰ）プロトコル及び／又はコンポー
ネントを含むか又は使用することができる。ＤＳＡコンポーネントは、本出願で論じられ
るいかなるコンポーネントでも及び／又は本出願で論じられるＤＳＡ動作、通信もしくは
方法のいずれかに参加するいかなるコンポーネントでもあり得る。従って、ＤＳＡＡＰコ
ンポーネントは、本出願で論じられるいかなるコンポーネント間の通信（ＤＰＣコンポー
ネントとＤＳＣコンポーネントとの間、ＤＳＣコンポーネントとｅＮｏｄｅＢコンポーネ
ントとの間、ＤＳＣコンポーネントとＭＭＥコンポーネントとの間、ＤＳＣコンポーネン
トとＨＳＳコンポーネントとの間、ＭＭＥコンポーネントとＨＳＳコンポーネントとの間
、ｅＮｏｄｅＢコンポーネントとワイヤレスデバイスとの間などの通信を含む）も可能に
する、促進する、サポートする又は増大するように構成することができる。
【０２９１】
　２つ以上のＤＳＡコンポーネント間の通信を促進するため、ＤＳＡＡＰコンポーネント
は、アプリケーションプログラミングインタフェース（ＡＰＩ）を公開すること及び／又
はＤＳＡコンポーネント間の通信を促進するクライアントモジュールを含むことができる
。それに加えて、ＤＳＡＡＰコンポーネントは、ＤＳＡコンポーネントが特定の情報の伝
達、使用特有の通信メッセージの使用、ならびに／あるいは、ＤＳＡシステム及び参加ネ
ットワークの効率及び速度をさらに向上する様々なＤＳＡ機能を共に提供する特定の動作
の実行を行えるように構成することができる。
【０２９２】
　例として、ＤＳＡＡＰコンポーネントは、ｅＮｏｄｅＢがＤＳＣコンポーネントと（例
えば、Ｘｅインタフェースを介して）、他のｅＮｏｄｅＢと（例えば、Ｘ２インタフェー
スを介して）及び様々な他のコンポーネントと（例えば、Ｓ１インタフェースを介して）
と通信できるように構成することができる。さらなる例として、ＤＰＣ及び／又はＤＳＣ
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コンポーネントが異なるネットワークにわたって資源をより良くプールできるように、様
々なネットワークにおけるトラフィック及び資源使用をより良くモニタできるように、入
札及び入札情報についてより効率的に伝達できるように、素早く且つ効率的にコンポーネ
ントの登録及び登録解除を行えるように、ならびに、バックオフ動作をより良く実行でき
るように、ＤＳＡＡＰコンポーネントは、ＤＳＣコンポーネントとＤＰＣコンポーネント
との間の通信を可能にする、促進する、サポートする又は増大するように構成することが
できる。また、ＤＳＡＡＰコンポーネントは、入札、インボイスの生成、資源の広告、資
源の要求、資源の購入、入札認証情報の有効性の確認などの手順の性能及び効率を向上す
ることによって、ＤＳＡ資源オークション動作を改善することもできる。
【０２９３】
　様々な実施形態では、全て又は一定の部分のＤＳＡＡＰコンポーネントは、ＤＰＣコン
ポーネント、ＤＳＣコンポーネント、ｅＮｏｄｅＢコンポーネント、ＭＭＥコンポーネン
ト、ＨＳＳコンポーネントなどの１つ又は複数のＤＳＡコンポーネントに含めることがで
きる。ＤＳＡＡＰコンポーネントは、ハードウェア、ソフトウェア、又は、ハードウェア
とソフトウェアの組合せで実装することができる。一実施形態では、ＤＳＡＡＰコンポー
ネントは、Ｘｅ、Ｘｄ及び／又はＸ２基準点上で定義することができるＤＳＡＡＰプロト
コルを実装するように構成することができる。様々な実施形態では、ＤＳＣとｅＮｏｄｅ
Ｂとの間のＸｅ基準点は、ＤＳＡＡＰプロトコル、ＴＲ－０６９プロトコル及び／又はＴ
Ｒ－１９２データモデル拡張を使用して、ｅＮｏｄｅＢにおける利用可能な資源のリスト
アップ及びｅＮｏｄｅＢへの入札／買い確認の通知をサポートすることができる。ＤＳＣ
とＤＰＣとの間のＸｄ基準点は、動的スペクトル及び資源アービトラージ動作のためのＤ
ＳＡＡＰプロトコルを使用することができる。ｅＮｏｄｅＢ間のＸ２インタフェース／基
準点もまた、ＤＳＡＡＰプロトコルを使用して、情報を伝達することができる。
【０２９４】
　様々な実施形態では、ＤＳＡＡＰコンポーネントは、様々なＤＳＡコンポーネント（例
えば、ＤＳＣ、ＤＰＣ、ｅＮｏｄｅＢなど）がＤＳＡＡＰプロトコルをした通信及び／又
は様々なＤＳＡＡＰ方法の実行を行えるように構成することができる。ＤＳＡＡＰ方法は
、第１の電気通信ネットワーク（例えば、借主ネットワーク）の第１のＤＳＣサーバ、第
２の電気通信ネットワーク（例えば、貸主ネットワーク）の第２のＤＳＣサーバ、ならび
に、第１及び第２の電気通信ネットワーク外のＤＰＣサーバを含むシステムなど、本出願
で論じられるいずれのＤＳＡシステムでも実行することができる。
【０２９５】
　様々な実施形態は、各種のモバイルワイヤレスコンピューティングデバイス上で実装す
ることができ、その例を図２２に示す。具体的には、図２２は、一実施形態のいずれかで
の使用に適したスマートフォン／セルフォン２２００の形態のモバイルトランシーバデバ
イスのシステムブロック図である。セルフォン２２００は、内部メモリ２２０２と結合さ
れたプロセッサ２２０１と、ディスプレイ２２０３と、スピーカ２２０４とを含み得る。
それに加えて、セルフォン２２００は、ワイヤレスデータリンクに接続することができる
電磁放射線を送信及び受信するためのアンテナ２２０５及び／又はプロセッサ２２０１と
結合されたセルラフォントランシーバ２２０６を含み得る。また、セルフォン２２００は
、通常、ユーザ入力を受信するためのメニュー選択ボタン又はロッカスイッチ２２０７も
含み得る。
【０２９６】
　また、典型的なセルフォン２２００は、マイクロフォンから受信された音声をワイヤレ
ス伝送に適したデータパケットにデジタル化し、受信された音声データパケットを復号し
てアナログ信号を生成し、音声を生成するためにスピーカ２２０４にアナログ信号を提供
する音声符号化／復号（ＣＯＤＥＣ）回路２２０８も含み得る。また、プロセッサ２２０
１、ワイヤレストランシーバ２２０６及びＣＯＤＥＣ　２２０８のうちの１つ又は複数は
、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）回路（別々に図示せず）を含み得る。セルフォン２
２００は、ワイヤレスデバイス間の低出力狭域通信のためのＺｉｇＢｅｅトランシーバ（
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すなわち、ＩＥＥＥ８０２．１５．４トランシーバ）又は他の同様の通信回路（例えば、
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）もしくはＷｉＦｉプロトコルなどを実装している回路）
をさらに含み得る。
【０２９７】
　スペクトルアービトラージ機能を含む上記で説明される一実施形態は、図２３に示され
るサーバ２３００などの各種の市販のサーバデバイス上の放送システム内で実装すること
ができる。そのようなサーバ２３００は、通常、揮発性メモリ２３０２及び大容量不揮発
性メモリ（ディスクドライブ２３０３など）と結合されたプロセッサ２３０１を含む。ま
た、サーバ２３００は、プロセッサ２３０１と結合されたフロッピーディスク（登録商標
）ドライブ、コンパクトディスク（ＣＤ）又はＤＶＤディスクドライブ２３０４も含み得
る。また、サーバ２３００は、他の通信システムコンピュータ及びサーバと結合されたロ
ーカルエリアネットワークなどのネットワーク２３０７とのデータ接続を確立するために
プロセッサ２３０１と結合されたネットワークアクセスポート２３０６も含み得る。
【０２９８】
　プロセッサ２２０１、２３０１は、以下で説明される様々な実施形態の機能を含む各種
の機能を実行するようにソフトウェア命令（アプリケーション）によって構成することが
できる、いかなるプログラマブルマイクロプロセッサ、マイクロコンピュータ又は複数の
プロセッサチップもしくはチップでもあり得る。いくつかのワイヤレスデバイスでは、あ
るプロセッサはワイヤレス通信機能専用であり、あるプロセッサは他のアプリケーション
の実行専用である、複数のプロセッサ２３０１を提供することができる。通常、ソフトウ
ェアアプリケーションは、アクセスされたり、プロセッサ２２０１、２３０１にロードさ
れたりする前に、内部メモリ２２０２、２３０２に格納することができる。プロセッサ２
２０１、２３０１は、アプリケーションソフトウェア命令の格納に十分な内部メモリを含
み得る。いくつかのサーバでは、プロセッサ２３０１は、アプリケーションソフトウェア
命令の格納に十分な内部メモリを含み得る。いくつかのレシーバデバイスでは、セキュア
メモリが、プロセッサ２２０１と結合された別々のメモリチップにあり得る。内部メモリ
２２０２、２３０２は、揮発性又は不揮発性メモリ（フラッシュメモリなど）あるいは両
方の混合物であり得る。この説明の目的のため、メモリへの一般的な言及は、プロセッサ
２２０１、２３０１によるアクセスが可能な全てのメモリを指し、内部メモリ２２０２、
２３０２、デバイスに差し込まれた取り外し可能メモリ及びプロセッサ２２０１、２３０
１自体内のメモリを含む。
【０２９９】
　前述の方法説明及びプロセスフロー図は、単に例示的な例として提供され、提示される
順番で様々な実施形態のステップを実行しなければならないことを必要とするか又は含意
することを意図しない。当業者によって理解されるように、前述の一実施形態のステップ
の順番は、いかなる順番でも実行することができる。「その後」、「次いで」「次に」な
どの用語は、ステップの順番を限定することを意図しない。すなわち、これらの用語は、
単に、方法の説明を通じて読者を導くために使用される。さらに、例えば、冠詞（「ａ」
、「ａｎ」又は「ｔｈｅ」）を使用した単数形でのクレーム要素へのいかなる言及も、要
素を単数形に限定するものと解釈してはならない。
【０３００】
　本明細書で開示される実施形態に関連して説明される様々な例示的な論理ブロック、モ
ジュール、回路及びアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウ
ェア又は両方の組合せとして実装することができる。ハードウェアとソフトウェアのこの
互換性を明確に示すため、上記では、様々な例示的なコンポーネント、ブロック、モジュ
ール、回路及びステップについて、一般に、それらの機能性の観点から説明してきた。そ
のような機能性がハードウェアとして実装されるか又はソフトウェアとして実装されるか
は、全システムに課される特定のアプリケーション及び設計制約に依存する。当業者は、
特定のアプリケーションの各々に対して様々な方法で説明される機能性を実装することが
できるが、そのような実装決定は、本発明の範囲からの逸脱を引き起こすものと解釈すべ
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【０３０１】
　本明細書で開示される実施形態に関連して説明される様々な例示的な論理、論理ブロッ
ク、モジュール及び回路を実装するために使用されるハードウェアは、汎用プロセッサ、
デジタル信号プロセッサ（ＤＰＣ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログラマブル論理デバイス、離散
ゲートもしくはトランジスタ論理、離散ハードウェアコンポーネント、又は、本明細書で
説明される機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せで実装又は実行するこ
とができる。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであり得るが、代替の方法では、プ
ロセッサは、いかなる従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ又は状態
マシンでもあり得る。また、プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ（例え
ば、ＤＰＣとマイクロプロセッサの組合せ、多数のマイクロプロセッサ、ＤＰＣコアと連
結された１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、又は、他の任意のそのような構成）と
して実装することもできる。あるいは、いくつかのステップ又は方法は、所与の機能に特
有の回路によって実行することができる。
【０３０２】
　１つ又は複数の例示的な態様では、説明される機能は、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア又はそれらの任意の組合せで実装することができる。ソフトウェアで実装
される場合は、機能は、非一時的なコンピュータ可読媒体又は非一時的なプロセッサ可読
媒体上に１つ又は複数の命令又はコードとして格納することができる。本明細書で開示さ
れる方法又はアルゴリズムのステップは、非一時的なコンピュータ可読又はプロセッサ可
読記憶媒体上に存在し得るプロセッサ実行可能ソフトウェアモジュールで実施することが
できる。非一時的なコンピュータ可読又はプロセッサ可読記憶媒体は、コンピュータ又は
プロセッサによるアクセスが可能ないかなる記憶媒体でもあり得る。限定ではなく、例と
して、そのような非一時的なコンピュータ可読又はプロセッサ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯ
Ｍ、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシュメモリ、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスク記憶装置、
磁気ディスク記憶装置もしくは他の磁気記憶デバイス、又は、命令もしくはデータ構造の
形態での所望のプログラムコードの格納に使用することができ、コンピュータによるアク
セスが可能な他の任意の媒体を含み得る。ディスク（「Ｄｉｓｋ」及び「ｄｉｓｃ」）は
、本明細書で使用されるように、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザディスク、光ディ
スク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピーディスク及びブルーレイディスク
を含み、通常はディスクはデータを磁気的に再生するが、ディスクはレーザを用いてデー
タを光学的に再生する。上記の組合せもまた、非一時的なコンピュータ可読及びプロセッ
サ可読媒体の範囲内に含まれる。それに加えて、方法又はアルゴリズムの動作は、非一時
的なプロセッサ可読媒体及び／又はコンピュータ可読媒体上にコード及び／又は命令の１
つ、任意の組合せ又はセットとして存在し、コンピュータプログラム製品に組み込むこと
ができる。
【０３０３】
　開示される実施形態の先行する説明は、当業者が本発明を作成又は使用できるようにす
るために提供される。これらの実施形態への様々な変更は、当業者であれば容易に明らか
であり、本明細書で定義される一般原理は、本発明の精神又は範囲から逸脱することなく
、他の実施形態に適用することができる。従って、本発明は、本明細書に示される実施形
態に限定されることを意図しないが、以下の請求項の範囲ならびに本明細書で開示される
原理及び新規の特徴と一致する最も広い範囲が与えられるべきである。
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